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未来の世代に美しい地球を

残していくために

「常識を突き抜ける想像⼒、世界に貢献する⾰新的な開発で地球環境の改善を⽬指す」。これは、2020年の社
⻑就任時、私が企業理念に新たに加えたVISIONの⼀⽂です。地球の持続可能性に対する、私⾃⾝の強い危機意
識を込めています。

⻑年、ザ・ノース・フェイス事業に携わる中で、The North Face, Inc.の創業者であるダグラス・トンプキンス
とケネス・ハップ・クロップからは多くを学びました。1978年にライセンス契約を結ぶ際、ハップから
「『ザ・ノース・フェイス（THE NORTH FACE）』は、あらゆる機会を通じて地球環境保護の⼤切さを伝えて
いかなければならない」という信念を聞きました。⾃然との共⽣がこのビジネスの根幹にあると理解した瞬

間、私の⼼には澄み切った感覚がありました。

近年、台⾵や⽔害、熱波、⼭⽕事、⼲ばつなどの災害は⽬に⾒えて増えています。これらの背後に、⼈間の営

みによる⾃然破壊があることは明らかです。本来、地球の⽣態系はバランスのとれた循環システムを持ってい

ますが、⼈間の過度な化⽯燃料利⽤や、他の⽣物を犠牲にした産業がそれを崩してきました。放置すれば、や

がては⼈類そのものの存続すら危ぶまれるでしょう。

植物は、⾃らの葉や実を昆⾍や⿃たちに与え、酸素を供給し、やがては微⽣物に分解されて⼟に還り、地球上

の循環基盤となっています。⼈類も、何かを独占する「ストック」の考え⽅を脱却し、植物のように「利他

性」をもった「フロー」の状態へと改め、循環の責任を果たしていかねばなりません。特にアパレル産業は、

製品の⼤量⽣産・⼤量廃棄を繰り返し、全産業の中で2番⽬に多くの温室効果ガスを排出してきました。⽣態
系を犠牲にするビジネスが持続可能なはずがありません。⾃然と共⽣する事業により、未来世代に美しい地球

を残していくことがゴールドウインの使命であり、私の不動の信念でもあります。

「利他性」を実現するビジネスモデル

ゴールドウインは2000年代初頭から、従来の卸売ビジネスから⾃主管理の直営店を中⼼にした「実需型ビジネ
スモデル」への転換を進めてきました。「機能性が⾼い製品は、アウトドアの枠を超えて⽇常使いにも広がっ

ていく」という確信のもと、当社が⾃らデザインした直営の店舗を開設し、伝えたいブランドの世界観や開発

した製品を直接お客さまにお伝えすることにしたのです。

ものづくりから店舗運営、販売に⾄るまで⾃社で⼿掛ける――これは必然的に在庫リスクまで⾃社で抱えるも
のでしたが、お客さまとの接点を直接持つことで、ブランド価値を⾼めながら無駄な製品をつくらず、売り切

るノウハウが蓄積されました。そのノウハウを卸先にも共有することで、お客さまは欲しい製品をいつでも購

⼊でき、お取引先は在庫リスクを避けて収益を確保できるようになりました。

「デザインする」という⾔葉は、さまざまな課題を解決する⼿段を⽣み出すという意味でも捉えられると思い

ます。誰かが利益を独占するのではなく、関係者すべてが相互作⽤の中で果実を得る「利他性」を育み、最少

の資源で最⼤の効果を得るビジネスを「デザイン」してきたのが、この20年間のゴールドウインの歩みだった
と⾃負しています。

代表取締役社⻑

渡辺 貴⽣

トップメッセージ

ゴールドウインのアイデンティティを世界に広げ、

地球の再⽣への貢献を通じた持続的な企業価値向上を実現していきます。
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⾒えない価値に重きを置く

⻑期ビジョン「PLAY EARTH 2030」

創業者が残した⾔葉の中に、「⽬に⾒えないものにこそ、『真実』の価値がある」というものがあります。海

外でもご理解いただけるよう「Dedication to detail」と表現するこの⾔葉を、私はとても⼤切にしています。
もともとは、機能性の追求のために素材から徹底的にこだわるという意味ですが、私はものづくりを超えて、

社会全体に「⽬に⾒えない豊かさ」を提供していくことだと考えています。

「ザ・ノース・フェイス」はパフォーマンスカテゴリーを起点に、ライフスタイル、ファッション領域でもブ

ランド認知度を⾼め、幅広い層のお客さまの⽀持を得てきました。成功の要因は、ブランドの本質的な価値を

丁寧に伝え続けてきたこと、市場の要求が顕在化する前のかすかな兆しを⾒極め、「⽬に⾒えない価値」を提

供してきたことにあります。例えば、「ザ・ノース・フェイス」の店舗は、すべてのアイテムを揃えるのでは

なく、お客さまの嗜好やこだわりに合わせた店舗展開を⾏っています。ECを組み合わせ、より個別ニーズに
沿った製品を提供することで、お客さま⼀⼈ひとりとの関係を深めながら、販売ロス率も低減させています。

「Dedication to detail」を追求し、ゴールドウインが新たな社会的価値を創造すれば、それは⾃ずと経済的価
値をも創出し、企業価値の向上につながるでしょう。こうした想いを落とし込んだのが、⻑期ビジョン

「PLAY EARTH 2030」です。資本主義のシステムによって危機に瀕した⾃然の再⽣に向けて、環境と事業の両
⾯でのサステナビリティを追求しています。

ゴールドウインは、実需型ビジネスモデルを絶えず進化させ、⼀定の成果を得てきました。しかし、「PLAY
EARTH 2030」の下で、より広い視野から社会課題に取り組み、⾃然と共⽣するビジネスを創造していくため
には、既存の価値観を打ち砕くような⾰新的なアイデアが⽋かせません。「PLAY EARTH 2030」では、従来
の枠を超えて、ビジョンを共有する仲間と利他の精神で協⼒し合えるエコシステムを「デザイン」していきた

いと考えています。

「Goldwin 0」が掲げる
循環・越境・共創のコンセプト

「PLAY EARTH 2030」のもと、2021年度より推進する5カ年の中期経営計画では、資本⽣産性とサステナビリ
ティをともに⾼め、財務⽬標と⾮財務⽬標の両⽴を⽬指しています。計画の⼀丁⽬⼀番地となるのは、オリジ

ナルブランドである「ゴールドウイン（Goldwin）」ブランドの育成です。
これまで当社が⼗分にアプローチできていなかった海外市場への挑戦は急務となっています。ゴールドウイン

ブランドをけん引役に、地球環境との共⽣を図る当社のビジョンへの共感を世界に広げていきたいという想い

もあります。2021年12⽉には、3店舗⽬の海外直営店として「ゴールドウイン 北京（Goldwin Beijing）」を
オープンしました。コロナ禍による遅れを取り戻し、今後はゴールドウインブランドの価値創造をグローバル

に加速していきます。

2022年3⽉に発表した「Goldwin 0」には、未来に向けて3つのコンセプトからゴールドウインブランドを描き
ました。1つ⽬は「Circulation（循環）」であり、⼈間社会も地球の⽣物圏と同様に、循環システムを形成して
いく必要があるというメインメッセージです。2つ⽬の「Borderless（越境）」は、国境を越えてこうした利他
的なつながりを広めること、そして3つ⽬の「Co-Creation（共創）」は、多様な⼈々や⽂化、地域と共にこれ
らのアイデアを実現することです。

発表以降、「Goldwin 0」は記録的な売上⾼を達成し、国内外で若く感度の⾼いお客さまから⽀持を得られた
のは⼤きな収穫でした。製品のストーリーを明快に表し、倫理的・機能的で美しいプレミアムブランドとして

のポジションを⽬指していきます。

2022年には、バイオベンチャーのSpiber株式会社との8年間の共同開発を経て、化⽯資源に依存しない植物由
来の構造タンパク質繊維「Brewed Protein™」の量産体制が整いました。この新素材を使⽤した製品をグルー
プのさまざまなブランド横断的に展開し、2023年9⽉にはグローバル市場で⼤規模なキャンペーンを実施しま
した。これはまさに、「Goldwin 0」の3つのコンセプトを具現化した取り組みと考えています。2030年には、
環境負荷低減素材を使⽤した製品⽐率90％を達成すべく、現在、CVC（コーポレート・ベンチャー・キャピタ
ル）の仕組みも活⽤しながら、Spiber株式会社以外にも多様なパートナーとの共創を深めています。
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「翔ぶ意識、ロマンを求めよ」

当社は、「PLAY EARTH 2030」で掲げた事業と環境におけるサステナビリティの実現に向けて、創業の地で
ある富⼭で「PLAY EARTH PARK NATURING FOREST」の2026年開業を⽬指しています。広⼤な⼟地で⾃然に
親しみ、スポーツの原点を体験できる場を地域の⽅々と共創する取り組みです。持続可能な社会の実現に資す

る事業推進により、ゴールドウインの社会的価値と経済的価値は⾃然とつながっていくと信じています。

私は「ザ・ノース・フェイス」に携わりたいという⼀⼼で当社に⼊社し、それ以来、ブランドを愛し、⾃然を

楽しむことを通じて、「創造的」であり続けることを⼤切にしてきました。社員とも「仕事と遊びに境界を引

かない」という表現でこの価値観を共有しています。本気で地球環境の再⽣に挑戦する中、社員⼀⼈ひとりが

常識を突き抜ける想像⼒で、無限の創造⼒を解き放っていくことが、当社のサステナビリティの基盤になると

考えています。

創業者は、「翔ぶ意識、ロマンを求めよ」とも⾔っていました。ロマンは現実とは遠く離れたものかもしれま

せんが、⼈にも企業にも⼤きなロマンがない限り、壮⼤な構図を描けないということです。ゴールドウインが

⽬指す未来も「そんなことができるはずがない」という疑念を呼ぶかもしれません。しかし私たちは、事業を

通じた地球環境の再⽣というロマンを持ち続け、幅広いステークホルダーの皆さまとともに、真正直にその実

現を追求し続けます。

2023年10⽉

代表取締役社⻑

渡辺 貴⽣
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サステナビリティの考え⽅

ゴールドウイングループは、スポーツアパレルメーカーとして、ものづくりを通して豊かで健やかな暮らしを⽣み出し、地球、社会の持続可能性に貢

献することが使命と考えております。

世界では、気候変動や⽣物多様性をはじめとする環境問題や、貧困や⼈権侵害など、多岐にわたる社会・環境問題が叫ばれており、企業活動を通じ

てこうした課題の解決に取り組むことが求められています。当社も環境負荷や⼈権問題が危惧されているアパレル産業に携わる企業として、こうし

た課題に真摯に向き合うことが重要と考えています。

この使命を実現するためにも、製造から販売に⾄るまでのあらゆる段階で、社会や環境課題に⼼を配ることが必須であり、こうした考え⽅を「ESG
経営の基本⽅針」として定め、グループ全体で共有しています。

ESG経営の基本⽅針

ゴールドウイングループは、企業理念の「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」の考えのもとに、製造から販売まで、あ

らゆる段階で⼼を配ることを実践していきます。また、経営の透明化や、従業員が健康に働き続けられる職場環境づくり、そして地球環

境・⽣態系への配慮、次世代育成、地域・社会へのスポーツを通した貢献など、これらすべてを「スポーツ」への敬意と情熱を通じて実現

していきます。

ESG経営 推進体制

当社グループでは、ESG経営推進の基本⽅針のもと、代表取締役社⻑がESG経営全体についての最⾼責任と権限を有し、ESG経営の有効性について
責任を担っています。

2021年4⽉からはグループ全体のESG経営推進のため、従来のCSR推進委員会を「ESG経営推進委員会」と改めました。同委員会はESG経営推進
室、総務部を事務局とし、事業本部、販売本部、商品本部、経営企画本部、管理本部、⼦会社など事業執⾏の責任者がメンバーとして参加し、⻑期

ビジョン「PLAY EARTH 2030」で掲げた⾮財務情報の計画、年度計画の審議、四半期ごとの進捗状況の確認やグループのESG経営の課題に関する検
討を⾏います。また、ESG経営推進委員会は、1年に1度、ESG経営の推進状況を取締役会に報告し、取締役会の承認を得ます。
さらに、「（E）環境」について、当社では1999年にスポーツアパレル業界で初めてISO14001の認証を取得し、環境保全活動・環境配慮商品の開発
と省資源による事業効率向上とを両⽴してきました。現在では、「EMS推進委員会」がISO14001の認証のもと、環境マネジメントシステムを実践し
ているほか、「開発委員会」のGREEN IS GOODワーキンググループにおいて、環境負荷低減素材の開発やリサイクル活動などを推進しています。
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ステークホルダーとの価値共創

創業から70年が経ち、当社は成⻑軌道にあり
ます。これは、トップアスリートを含むお客

さま、従業員とその家族、お取引先・パート

ナー、⾦融機関、株主・投資家、創業の地富

⼭県と本社のある渋⾕区を中⼼とした地域社

会、それにスポーツと切り離せない豊かな⾃

然環境とともに歩み続けてきた結果だと考え

ています。

当社はステークホルダーを常に⼤切に考え、

ステークホルダーと価値を共創しながら、創

業者の志であるスポーツのある豊かな暮らし

を実現します。

マルチステークホルダー⽅針

当社は、2021年5⽉に中期5カ年経営計画「PLAY EARTH 2030」を発表し、株主にとどまらず、従業員、取引先、顧客、債権者、地域社会をはじめ
とするマルチステークホルダーとの適切な協働のもと、「事業におけるサステナビリティ」と「環境におけるサステナビリティ」の2つのサステナビ
リティと向き合い、当社ミッションである「スポーツを通じて豊かで健やかな暮らしを実現する」を⽬指しています。その上で、価値協創や⽣産性

向上によって⽣み出された収益・成果について、マルチステークホルダーへの適切な分配を⾏うことが、賃⾦引上げのモメンタムの維持や経済の持

続的発展につながるという観点から、従業員への還元や取引先への配慮が重要であることを踏まえ、マルチステークホルダー⽅針を定めています。

⽅針や具体的な取り組み内容については、以下のPDFファイルをご参照ください。

マルチステークホルダー⽅針 (127KB)
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パートナーシップ構築宣⾔

当社は、取引先とのより良い関係構築および取引の健全化をより⼀層強

化し、継続的に取り組むことで、サプライチェーン全体での新たな価値

の創出を推進するよう「パートナーシップ構築宣⾔」を宣⾔していま

す。

ESG経営 重要課題

ステークホルダーと価値を共創し、ESG経営
をより具体的に推進するために、3つのテーマ
と9つの項⽬を「ゴールドウインの重要課題」
として特定しています。当社は、ESG経営推
進委員会のもと、すべての事業執⾏部署が参

画し、9つの重要課題の実践を推進していま
す。

イニシアティブ・外部団体への参画

ゴールドウインは、事業活動を通じて持続可能な社会を実現するため、サステナビリティに関するイニシアティブや外部団体へ参画し、連携しなが

らその取り組みを推進しています。

パートナーシップ構築宣⾔ポータルサイト 

当社のパートナーシップ構築宣⾔ (153KB)
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ファッション協定（THE FASHION PACT）

ファッション・テキスタイル産業の環境負荷低減に取り組む国際的な枠組みである「ファッション協定」は、欧州を中⼼とするファッションおよび

テキスタイル業界の企業が、「気候変動、⽣物多様性、および海洋保護」の3分野で具体的な共通⽬標を掲げ、2019年8⽉に発⾜しました。
当社はこの協定に2024年2⽉より加盟し、アパレル産業全体の体系的な変⾰を⽬指し、議論や活動に積極的に参加していきます。

気候関連財務情報開⽰タスクフォース（TCFD）

当社は気候変動による事業への影響を重要な経営課題の⼀つと捉え、2022年6⽉にTCFDの提⾔に賛同を表明するとともに、当社グループの気候変動
への取り組みを改めて整理し、フレームワークに基づいた情報を開⽰しています。

JSFA（Japan Sustainable Fashion Alliance）

ファッション業界が抱える環境や社会への負の影響を軽減するためには業界全体での連携を強化し、持続可能な循環型社会を⽬指す必要がありま

す。2021年8⽉に設⽴された「ジャパンサステナブルファッションアライアンス（英⽂名：JAPAN SUSTAINABLE FASHION ALLIANCE 略称：
JSFA）はファッション産業の抱える様々な課題について議論しており、当社は設⽴の準備から参画しています。
参画企業とともに、ファッション産業が環境や社会に与える影響を把握し、ファッションおよび繊維業界の共通課題の解決策を導き出し、ファッ

ションロスゼロ」と「2050年カーボンニュートラル」を⽬標にサステナブルなファッション産業への移⾏を推進します。

THE FASHION PACT  

詳細は「TCFD提⾔に基づく情報開⽰」をご覧ください。

JSFAホームページ 
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環境マネジメントシステム

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループは、スポーツと環境を第⼀に考え、常識を突き抜ける想像⼒、世界に貢献する⾰新的な開発で地球環境の改善を⽬指してい

ます。こうした考えを「環境基本理念」「環境基本⽅針」に定め、当社グループの全従業員に環境管理カードを配布し携⾏を促すとともに、毎年2回
開催の環境管理会議や業務部⾨ごとの環境教育活動を通じて、理念と⽅針の周知を徹底しています。

環境基本理念

私達には、⾃然と共存し調和ある繁栄を実現する崇⾼な使命が与えられています。ゴールドウイングループは、スポーツウエアをはじめ各

種機能ウエアの企画、製造、販売を通じて環境負荷の低減を⽬指すとともに、健康総合企業として地球環境にやさしい商品の提供により環

境への有益な影響を増進するなど、地球環境保護への姿勢を以下の環境⽅針に定めます。

環境⽅針

環境活動推進体制

当社グループでは、代表取締役社⻑が最⾼責任者を務め、経営層が副委員⻑を務める「EMS推進委員会」が環境活動推進業務の統括責任を担ってい
ます。「EMS推進委員会」がISO14001に基づき、各業務部⾨の環境推進活動の実績を毎⽉管理しています。また、全社の製品や技術開発の中核を担
う「開発委員会」の下部組織「GREEN IS GOODワーキンググループ」では、主に環境配慮型商品の開発や不要となった⾐類の回収などの活動推進
や進捗管理を⾏っています。

グループ全体での環境への取り組みは、ESG経営推進委員会において経営層に報告されています。

EMS推進委員会

「EMS推進委員会」は、代表取締役社⻑が最⾼責任者を務め、経営層が副委員⻑を務めています。「EMS推進委員会」は毎⽉開催され、当社グルー
プにおける各部⾨の環境推進活動の進捗確認に加え、ISO14001の維持管理を⾏っています。環境推進活動の進捗は内部監査室、管理本部で構成され

1.事業活動または保有する設備が適⽤を受ける環境に関する法律、規則およびその他要求事項を遵守するとともに、可能な限り⾃主基準
を設定し、環境の汚染予防と環境保護に努めます。

2.事業活動が環境に与える有害な影響を認識し、全社員参加によりその影響を低減し、緑の地球を守ります。

3.環境影響を改善するための⽬的・⽬標の設定、および⾒直しを実施し、継続的な改善活動を実施します。

4.エネルギーおよび資源の使⽤量・排出量を充分に認識し、限りある地球資源の有効利⽤、産業廃棄物の削減を実施します。

5.持てる経営資源を結集して独⾃の技術を開発し、⼈の健康と環境にやさしい商品の開発を推進いたします。

6.地球と⽣物が健康体であり続けるために、⾃然環境に調和し、地域社会と共存できる企業であり続けます。
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る事務局が管理しています。事務局は業務部⾨ごとに環境推進活動を管理し、各業務部⾨の管理職が環境推進活動の責任者となることで、環境推進

活動の徹底を図っています。

開発委員会GREEN IS GOOD ワーキンググループ

主に商品本部、経営企画本部、事業本部で構成される開発委員会の「GREEN IS GOODワーキンググループ」は、⽉に⼀度開催され、環境負荷低減
素材の開発と管理、⾐類回収の管理及び、当社の環境推進活動をお客様に伝えるマーケティング活動の推進などを⾏っています。各業務部⾨の環境

負荷低減素材の登録管理を当ワーキンググループで⾏い、EMS推進委員会と連動して環境負荷低減素材を使⽤した製品の売上⽐率の管理を⾏ってい
ます。また、開発素材の情報共有など、グループ全体での活動推進の役割も担っています。

体制図

環境重要課題の特定

アパレル産業は、環境への負荷が⼤きい産業といわれており、⾃然と共⽣する社会システムの構築が喫緊の課題です。また、当社の事業の中核とな

るスポーツやアウトドアは環境問題とは切り離すことのできないアクティビティです。当社は、可能な限り少ない資源とエネルギーを利⽤した環境

負荷を抑えた事業活動を通じて、持続可能な地球環境と社会構造を⽬指しています。2021年5⽉には、さらなる地球環境改善に向け、⻑期ビジョン
「PLAY EARTH 2030」のなかで、環境改善活動の3つの重要課題を特定しました。

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　11



環境改善活動における戦略と具体策

廃棄物排出量（t）

※2022年度より、廃棄物排出量の明細を「製品材料」と「その他」に分類しています。
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ISO14001認証取得

ゴールドウイングループは富⼭地区にて、スポーツアパレル業界で初め

て1999年11⽉にISO14001（環境マネジメントシステム）の認証を取得
しました。環境保全活動・環境配慮商品の開発と省資源による事業効率

向上とを両⽴させるため、2006年2⽉にはゴールドウイン全事業所が
ISO14001の認証を取得。さらに2008年7⽉にはゴールドウインロジテム
が、2013年9⽉にはブラックアンドホワイトスポーツウエアが、同様に
ISO14001の認証を取得しています。
当社の経営指針の1つである「きれいな経営」を実践し、雇⽤・経済活
動に加え、環境に配慮した商品・サービスの提供を通じて社会に貢献し

てまいります。

ISO14001認証事業所

環境監査

当社グループでは、ISO14001に基づき、認証機関による監査と年1回の内部監査を実施しています。内部監査は法規制と業務部⾨が定めた年度ごと
の⽬標への適合性を中⼼に⾏っており、2022年度は4件の不適合と19件の観察事項がありました。不適合は業務部⾨が定めた年度ごとの⽬標未達で
確認され、原因を分析し、是正処置を完了しています。

認証機関による審査では不適合はなく、観察事項が4件ありました。観察事項に対しては指摘事項を改善するなどの処置を完了しています。2021年
度からフロア単位から業務部⾨単位でのより⼩さい単位で管理へ切り替え、2022年度はコミュニケーションがより活発になり、これまで以上に環境
基本理念、環境⽅針への理解が深まっています。

2022年度の監査結果

内部監査による指摘 認証機関による審査での指摘

不適合 4 0

観察事項 19 4

内部監査員育成

当社グループでは、2022年度末時点で29⼈の内部監査員がいます。内部監査員には毎年1回ミーティングを⾏い、ISO14001への理解を深めていま
す。2022年度は6⼈の新任の内部監査員が加わり、新⼈教育に加え、ベテランの監査員と実務を共にすることで、スキルの向上を図っています。
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環境法令の遵守

ゴールドウイングループでは、該当する法規制を遵守し、環境リスクを最⼩化するために、該当する法規制の更新を半年に⼀度確認し、法規制の要

求事項を定期的に確認しています。その結果、2022年度は法令違反や罰⾦などはありませんでした。
今後も法規制を遵守し、グループ全体で環境リスクのマネジメントに取り組みます。

主な環境関連法令

東京地区

富⼭地区

ゴールドウインロジテム

消防法・

⽕災予防条例・

電気事業法・

資源有効利⽤促進法・

廃棄物の処理及び清掃に関する法律・

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律・

特定家庭⽤機器再商品化法（家電リサイクル法）・

使⽤済み⼩型電⼦機器等の再資源化の促進に関する法律（⼩型

家電リサイクル法）

・

都⺠の健康と安全を確保する環境に関する条例・

フロン類の使⽤の合理化及び管理の適正化に関する法律・

⽔質汚濁防⽌法・

富⼭県公害防⽌条例・

⼩⽮部市公害防⽌条例・

下⽔道法・

騒⾳規制法・

振動規制法・

消防法・

⾼圧ガス保安法・

電気事業法・

⼯場⽴地法・

資源有効利⽤促進法・

⼤気汚染防⽌法・

建設リサイクル法・

毒物及び劇物取締法・

廃棄物の処理及び清掃に関する法律・

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律・

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律

・

フロン類の使⽤の合理化及び管理の適正化に関する法律・

特定家庭⽤機器再商品化法（家電リサイクル法）・

使⽤済み⼩型電⼦機器等の再資源化の促進に関する法律（⼩型

家電リサイクル法）

・

廃棄物の処理及び清掃に関する法律・

電気事業法・

特定家庭⽤機器再商品化法（家電リサイクル法）・

使⽤済み⼩型電⼦機器等の再資源化の促進に関する法律（⼩型家電リサイクル法）・

地域協定書 第6条 ⽔質汚濁防⽌対策・

地域協定書 第7条 廃棄物処理・

フロン類の使⽤の合理化及び管理の適正化に関する法律・
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TCFD提⾔に基づく情報開⽰

ゴールドウイングループでは、気候変動による事業への影響を重要な経営課題の⼀つと捉えております。当社グループでは、⻑期ビジョン「PLAY
EARTH 2030」のもと、「事業と環境の⼆つの側⾯におけるサステナビリティの両⽴」を⽬指し、事業構造を改⾰しています。2022年度、その取り
組みの⼀環として、「気候関連財務情報開⽰タスクフォース（TCFD）」の提⾔に賛同を表明するとともに、当社グループの気候変動への取り組みを
改めて整理しました。これからも、「気候関連財務情報開⽰タスクフォース（TCFD）」の提⾔に沿った情報開⽰の充実を進めるとともに、気候変
動を含むあらゆるリスクに適切に対応し、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を⽬指していきます。

Ⅰ．ガバナンス

当社グループでは、「ESG経営推進委員会」を設置し、気候変動をはじめとするサステナビリティに関連した重要事項の審議を実施しています。ま
た、ESG経営推進委員会での審議結果は、内容の重要度を鑑み⼀年に⼀度、「取締役会」に報告され監督される体制となっています。
「ESG経営推進委員会」では、代表取締役社⻑を委員⻑とし、気候変動をはじめとするサステナビリティに関する基本⽅針や⽬標、実⾏計画の策
定、⽬標に対する進捗状況に関する審議が⾏われます。ESG経営推進委員会は四半期に⼀度開催され、当社の取締役・監査役をはじめ、役員、部⻑
職以上の全員とグループ会社社⻑が参加しています。

「取締役会」では、気候変動に係る基本⽅針や重要事項を踏まえ、事業戦略の策定、投融資審査等を総合的に審議・決定しています。

 さらに、気候変動をはじめとする地球環境問題の改善に向けた実践組織として「EMS推進委員会」を設置しています。また、全社の製品や技術開
発の中核を担う「開発委員会」の下部組織「GREEN IS GOODワーキンググループ」と連動して、グループ全体での環境への取り組みを推進していま
す。

●体制図
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Ⅱ．戦略

気候変動による影響はリスクにも機会にもなりうると考えています。当社グループは、⻑期ビジョン「PLAY EARTH 2030」のもと、「事業と環境の
⼆つの側⾯におけるサステナビリティの両⽴」を⽬指し、事業構造を改⾰しており、その取り組みの⼀環として2022年度に将来的な気候変動の影響
を評価するためのシナリオ分析を実施しました。

「PLAY EARTH 2030」では、中⻑期の気候変動に対して、環境負荷低減素材を使⽤した製品⽐率向上による「グリーンデザインの推進」、全事業所
と直営店におけるカーボンニュートラル推進による「脱炭素社会の実現」、製品・材料廃棄物のゼロ実現による「循環型社会の実現」の3つの環境重
要課題を定めています。今回のシナリオ分析により検討した気候変動のリスク・機会については、この環境重要課題により⼗分に対応できることを

確認しています。

１．シナリオ分析

①シナリオの設定

気候関連リスク・機会の分析においては、国際的に認められた複数の気候変動シナリオを参照しています。気候変動が当社グループに及ぼすリス

ク・機会の抽出と、⻑期戦略を検討するにあたり、国際エネルギー機関（IEA）が2021年に発表したNet Zero Emissions by 2050 Scenario
（NZE）、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）が2014年に発表した第5次評価報告書のRepresentative Concentration Pathways (RCP8.5)を参照
し、分析しました。

想定される世界 参照シナリオ

1.5℃（主に移⾏リスクが顕在化） IEA : Net Zero Emissions by 2050 Scenario（NZE）

4℃（主に物理的リスクが顕在化） IPCC : Representative Concentration Pathways (RCP8.5)

②気候関連リスク・機会要因の選定プロセス

事業戦略の妥当性や、2030年に向けた成⻑戦略の検討に向けて、1.5℃シナリオ、4℃シナリオの2つの気候変動シナリオに基づき、移⾏リスク・機
会及び物理リスク・機会を抽出しました。

1.5℃シナリオでは、今後想定される炭素税などのカーボンプライシングや環境規制の強化などがリスク要因に、循環型ビジネスモデルの構築や、サ
ステナブルファッション市場の拡⼤に伴う次世代素材・リサイクル素材の開発・活⽤などが機会要因になると捉えています。さらに、消費⾏動の変

化に伴い、リセールやファッションサブスクリプションなど、新しい市場参⼊機会も創造されると考えています。

4℃シナリオでは、2030年時点ではリスク・機会ともに⼤きく顕在化しない可能性はあるものの、台⾵や洪⽔などの災害発⽣によるサプライチェー
ンへの影響がリスク要因になると捉えています。さらにこうした極端現象の増加がスポーツイベントへ影響するリスクや、新たなニーズの創造につな

がると考えています。
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1.5℃シナリオ

参考シナリオ：NZE

想定される変化 アパレル産業への影響

区分 気候影響の分類 カテゴリ リスク・機会の内容 主な取り組み／対策

リスク 移⾏

政策規制

炭素税導⼊による操業コスト増⼤

カーボンニュートラルに向けた取り組

み（再⽣可能エネルギーへの転換な

ど）

環境規制の強化による間接コスト増

（GHG排出量算定、カーボンフット
プリント表⽰など）

温室効果ガス排出量の適正報告・開

⽰体制の整備(2025年⽬途に開⽰）

技術
環境負荷低減新素材、リサイクル素材

への転換による⽣産コスト増

次世代素材・リサイクル素材の転換促

進

業界連携・協業などによるコスト削減

機会 移⾏

資源の効率化
循環型ビジネスモデル構築による競争

優位性獲得

発注流動強化によるファッションロス

の低減

循環型ビジネスモデル構築に向けた業

界連携・協業

製品およびサー

ビス

サステナブルファッションへの先⾏的

移⾏による競争優位性獲得
環境負荷低減素材の積極的活⽤

新素材、新製法を利⽤した商品開発

推進による差別化
次世代素材発掘に向けたCVC開始

顧客の消費⾏動・意識変化への対応

によるブランドイメージ向上

サステナブルファッション定着に向け

た情報発信・新製品投⼊

市場

リセールやファッションサブスクリ

プションなどへの進出による新市場獲

得

リペアサービス、リセール、ファッ

ションサブスクリプションなどの新規

事業検討

環境関連の政策規制が強化され、企業の温室効果ガス排出は厳

しく規制される。

・

同時に再⽣可能エネルギー普及政策の強化により、再⽣可能エ

ネルギーの活⽤が進む。

・

消費者のサステナビリティへの関⼼が⾼まり、低炭素、循環型

の製品・サービスが拡⼤する。

・

⾮財務情報開⽰の義務化が進み、ESG投資が定着する。・

異常気象(台⾵の頻発、ゲリラ豪⾬、渇⽔、豪雪等）は、2022年
度現在と同程度に発⽣する。

・

環境負荷低減に向けリサイクル素材、新素材の活⽤が進む。・

「サステナビリティ」が新しいブランド価値として定着する。・

消費者が低炭素、循環型の商品を好んで選択する。・

サステナブルファッションのインフルエンサーが登場する。・

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　17



4℃シナリオ

参考シナリオ：RCP8.5

想定される変化 アパレル産業への影響

区分 気候影響の分類 カテゴリ リスク・機会の内容 主な取り組み／対策

リスク 物理的

緊急性の物理的

リスク

台⾵・洪⽔などの災害によるサプラ

イチェーン上の損害
サプライチェーンマネジメントの強化

慢性の物理的リ

スク

極端現象の増加によるスポーツイベン

トへの影響（開催地の変更、実施可

能時期の減少、競技⼈⼝の変動な

ど）

競技⼈⼝の動向を注視し、⽣産計

画・商品開発に反映

機会 移⾏
製品およびサー

ビス

極端現象の増加による新たなニーズ

（機能とファッションの両⽴）への

対応

新素材、新製法の活⽤による機能性の

向上と、ゴールドウインスタイルの

ファッション提案

２．財務影響評価

シナリオ分析では、当社グループに将来、影響を及ぼすと予測される気候関連要因を検証しました。なお、財務的影響については、2022年度では⼀
部の要素についての試算にとどめており、今後詳細に分析する計画です。

将来、想定される炭素税などのカーボンプライシングについては、当社の製品調達や店舗運営コストに影響を与える可能性があります。また、台⾵

や洪⽔といった災害の発⽣が、当社サプライチェーンへ影響することによる財務的影響も想定されます。

1.5℃シナリオにおいては、炭素税率の引き上げについて検討しました。今後、15,000円/t-CO2程度の炭素税が導⼊された場合を仮定して、現在の

GHG排出量（Scope1,2）をベースに試算した結果、財務的影響は軽微であると考えています。また、製品製造においてリサイクル素材を活⽤するこ
とを推進しており、カーボンプライシングによるリスクは低減するものと判断しました。定量分析は⾏っていないものの、サステナブルファッショ

ンが主流となる社会の到来は、当社グループの先進的な環境への取り組みの市場浸透という点から機会になるものと考えています。

4℃シナリオで想定されるサプライチェーンへの影響については、2019年のタイにおける縫製⼯場の浸⽔被害から想定し、当社への財務的影響は⼤
きくないと考えています。現在でも新規出店等にあたっては災害リスクなどを考慮して展開しているほか、サプライチェーンマネジメントの強化に

着⼿しており、被害可能性の最⼩化に努めています。また、極端現象の増加における既存ビジネスへの影響も想定されますが、市場動向を注視した

⽣産計画・商品開発により、リスクを低減し機会の獲得につながると考えています。

シナリオ分析により特定したリスクと機会については、当社グループが現在進めている⻑期ビジョン「PLAY EARTH 2030」の中で、環境問題への取
り組みを経営の重要課題の⼀つと位置付け、財務戦略に反映しています。中期経営計画5期間中で700〜800億円の営業キャッシュ・フローを創出す
る計画で、その中において「新製品の研究開発」に150〜200億円、「環境負荷低減の取り組み」に50〜100億円、「ポートフォリオ再構築」に100
〜150億円の投資をする計画です。

環境関連の厳しい政策規制は⾒送られ、温室効果ガスの排出は

現在（2022年度）の速度で増加。
・

再⽣可能エネルギーは⼀部の企業で導⼊されるが、従来型エネ

ルギーの需要が⼤きい。

・

ESG投資が進むが、⾮財務情報の活⽤は⼀部の投資家に留ま
る。

・

異常気象(台⾵の頻発、ゲリラ豪⾬、渇⽔、豪雪等）や極端現象
の発⽣頻度が増加する。

・

異常気象によりサプライチェーンが被災し⽣産遅延などが頻発

する。

・

夏の猛暑⽇、冬の豪雪など記録的な極端現象の頻発に伴い、機

能性⾐類への需要が⾼まる。

・
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Ⅲ．リスク管理

当社グループは、経営課題に内在するさまざまなリスクに対応するため、ESG経営推進委員会、ガバナンス委員会をはじめとする各種の社内委員会
を設定し、リスク管理、コーポレート・ガバナンスの充実に努めています。

気候変動に伴うリスクと機会には、脱炭素社会への移⾏に起因するものと、気候変動の物理的な影響に起因するものが想定されます。こうした気候

変動に伴う外部環境の変化を整理し、さらにアパレル産業への影響を評価した上で、当社グループの事業活動への影響度を鑑み、重要なリスクと機

会を特定しています。特定したリスクと機会に関しては、ESG経営推進委員会にて報告され、対応⽅針、施策、⽬標の策定とともに審議されていま
す。審議された内容は取締役会に報告され、その監督の下、最終決定されます。

また、経営戦略に関する意思決定など、経営判断に関するリスクについては必要に応じて法律事務所などの外部の専⾨家の助⾔を受け、関係部⾨に

おいて分析・検討を⾏っています。

Ⅳ．指標と⽬標

１．気候関連リスク及び機会を評価する指標と⽬標

当社グループでは、VUCA時代の環境変化に適応し、持続的成⻑を実現するため、リスクと機会を⾒極めながら当社の強みを⽣かして、事業と環境の
⼆つの側⾯におけるサステナビリティの両⽴を⽬指す⻑期ビジョン「PLAY EARTH 2030」を策定しました。そのなかでも環境問題への取り組みを最
重要課題のひとつとして2030年、2050年を⾒据えた⽬標を設定しています。
地球環境の改善に向けた環境重要課題として「グリーンデザインの推進」「脱炭素社会の実現」「循環型社会の実現」を掲げ、中期・⻑期の⽬標設

定と環境改善に向けた具体策を進めています。

具体的には「グリーンデザインの推進」として環境負荷低減素材への移⾏を⽬標に、Brewed Protein™の開発拡⼤やリサイクル素材への転換推進、
環境負荷低減副資材の活⽤などにより、2050年までに環境負荷低減素材を使⽤した製品⽐率100％を⽬指します。また、「脱炭素社会の実現」につ
いては、再⽣可能エネルギーへの転換を進めるとともに、サプライチェーンマネジメントの強化により、2050年にはサプライチェーンを含むカーボ
ンニュートラル達成を⽬指しています。「循環型社会の実現」については、ファッションロス・ゼロを⽬標に、発注流動強化による総量規制や

ファッションロス・ゼロに向けた業界連携などを推し進め、2050年までにサプライチェーンを含む廃棄ゼロの達成を⽬指す計画です。
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２．温室効果ガス排出量の削減⽬標及び実績

①削減⽬標

当社は、2050年でのサプライチェーンを含めたカーボンニュートラルを⽬指し、2025年には国内全事業所、2030年には全事業所・直営店でのカー
ボンニュートラルを⽬標として取り組んでいきます。

②実績

当社の温室効果ガス排出量削減の実績は、以下のページより最新情報をご覧いただけます。

脱炭素社会の実現
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グリーンデザインの推進

基本的な考え⽅

アパレル産業は、温室効果ガスの排出量、⽔の使⽤量、製品の⼤量廃棄など、社会や環境へのマイナスインパクトが⾮常に⼤きい産業といわれてい

ます。ライフサイクルの短い有害な製品から、環境の持続可能性を⾼め⽣活者に安全で⻑期にわたって役⽴つ製品の提供が求められています。

ゴールドウイングループでは、出来るだけ⻑くご使⽤いただける製品づくりや、サービス提供を前提とするとともに、環境負荷の低い素材の使⽤⽐

率を⾼めていきます。

環境重点課題

当社グループでは、環境の持続可能性を⾼め、⽣活者に安全で⻑期にわたって役に⽴つ製品を提供する事を⽬指し、環境負荷が低く再⽣可能な原材

料を使⽤した製品開発を積極的に進めてきました。そして2021年に策定した中期経営計画のなかで、あらためて重要課題の⼀つとして「グリーンデ
ザインの推進」を設定しました。

環境負荷低減素材を使⽤した製品の⽐率は、各事業部⾨の重点⽬標項⽬に組み込まれるとともに、代表取締役社⻑が委員⻑を務めるEMS推進委員会
で、⽉ごとの進捗を確認しています。また、四半期に⼀度開催されるESG経営推進委員会でも進捗が報告されます。

環境改善活動における戦略と具体策

環境負荷低減素材使⽤製品の拡⼤

2022年度は、ブランド横断での素材情報の共有を強化したことで、全
社的に環境負荷低減素材の使⽤が進みました。環境負荷低減素材を使⽤

した製品の⽐率は当初計画の30%を上回り57.9%となりました。構造タ
ンパク質素材「Brewed Protein™（ブリュード・プロテイン™）」をは
じめとした植物由来原料、リサイクルやアップサイクル原料など、環境

負荷の低い素材を使⽤した製品開発を今後も積極的に進めていきます。

環境負荷低減素材使⽤製品⽐率(%)
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GREEN IS GOOD ─ お客さまとのコミュニケーション

持続可能な社会の実現を⽬的に2008年から⾏っている環境負荷低減活
動です。すべてのスポーツフィールドで「さまざまな環境に配慮する」

という考えのもと、環境負荷を減少するためのアイデアを取り⼊れた製

品開発や製造に加え、その製品の使⽤者であるお客さまと⼀緒にアク

ションを起こすことで、循環型社会の実現を⽬指してきました。

「GREEN CYCLE/繰り返し使う」「GREEN MATERIAL/選んで使う」
「GREENMIND/⼤切に使う」の3つのキーワードをもとに取り組みを進
めています。関連の製品と分かる表⽰をすることで、お客さまが環境配

慮型の製品である旨をご認識できるようにしています。

今後も「グリーンデザインの推進」や「ファッションロス・ゼロ」に直

結するGREEN IS GOODの活動を⼀層強化していきます。

楽しみながら緑の地球を守る、というプログラム。

ゴールドウインは、環境に配慮した製品の開発、楽しみながら環境への負荷を減ら

せるようなアイデアなど、スポーツ⽤品メーカーとして環境のためにできること

を、GREEN IS GOODのコンセプトのもとで展開しています。

使⽤後の製品を回収し、新たな製品として再

⽣しようという「循環型リサイクルシステ

ム」。ポリエステルやナイロン繊維製品をリ

サイクルすることにより、枯渇する⽯油資源

に依存せずに繊維製品そのものを原料として

循環させます。ダウンのリサイクルも実施して

います。

素材を選択する際は、化⽯資源を使⽤しない

こと、リサイクル素材であること、より少な

い資源の利⽤で早く成⻑する植物を原料とし

ていることなど、環境負荷を最⼩限に抑えた

ものを優先します。

お客さまに⻑く愛⽤していただくため、機

能・耐久性・デザインなど、すべての⾯にお

いて優れた製品を提供できるよう開発を⾏っ

ています。また、⾃社のリペア部⾨でのリペ

アサービスも推進しています。

環境に配慮した次世代新素材の共同開発

スポーツアパレルの多くは、⽯油を原料として製造された合成分⼦材料（ポリエステルやナイロンなど）を使⽤しています。これらの素材はその製

造過程において膨⼤なエネルギーを消費するため、温室効果ガスを排出し、その結果⼤気中の⼆酸化炭素濃度の急激な上昇による気候変動、また、

⽯油化学由来素材のマイクロプラスチックによる海洋汚染といった環境問題が顕在化しています。⽯油の枯渇が懸念されている状況において、持続

可能な資源へと転換していくことは現代社会に⽣きる私たちにとっての⼤きな責任です。

このような地球規模の環境問題に挑むため、当社は2015年よりSpiberと共同で「構造タンパク質素材」の研究を進め、2015年秋には天然のクモ⽷を
模倣した構造タンパク質素材を⽤いたアウトドアジャケットのプロトタイプを発表。その後4年間かけて素材の改良を重ね、2019年には構造タンパ
ク質素材「Brewed Protein™（ブリュード・プロテイン™）」を使⽤したTシャツならびにアウトドアジャケットを「THE NORTH FACE」から発
売。さらに2020年には「Goldwin」から、ウールとBrewed Protein™とを混紡したセーターを発売しました。
2022年度は、「THE NORTH FACE」、「Goldwin」、「nanamica」、「THE NORTH FACE PURPLE LABEL」、「WOOLRICH（ウールリッチ）」
の5ブランドから初の量産体制による製品を発表し、2023年秋冬から販売を開始します。
当社はこの共同開発を通して、⾃然と⼈間の関係性について改めて⾒つめなおし、機能と環境性を⾼度に両⽴した全く新しい素材のあり⽅、製品の

あり⽅、経済のあり⽅を考え続け、⾃然と美しく調和する未来のライフスタイルに寄り添うスポーツアパレルをデザイン、提案することによって、

⼈類社会の持続可能な発展に⼤きく貢献できると信じ、研究開発に努めています。

GREEN IS GOOD WEBサイト 
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リサイクル素材への転換促進

スポーツアパレルの多くは、⽯油を原料として製造されたポリエステルやナイロンなどを使⽤しています。枯渇していく化⽯燃料に頼らないリサイク

ル素材の転換を積極的に進めていきます。あわせて店舗では、不要となった⾐類の回収を⾏い、限られた資源の循環利⽤を促進しています。

環境負荷低減副資材の活⽤

製品主素材での環境負荷が低い素材使⽤⽐率を⾼めるとともに、製品の付属パーツに関しても、今後は環境への負荷が少ない原料を使⽤した資材の

利⽤を進めていきます。また、容器・包装や吊札類の削減、循環利⽤可能な材料の選定など、副資材の利⽤におけるさまざま環境負荷低減も推進し

ていきます。

今後の課題

今後も既存の環境負荷低減素材の使⽤した製品の⽐率を⾼めるだけでなく、新規の環境負荷低減素材の開発に取り組んでいきます。ステークホル

ダーの皆さまにも当社グループの環境に対する取組をご理解頂けるように努め、機能、美しさだけでなく環境に配慮した製品として選択して頂ける

ことが課題となります。

Spiber株式会社との共同開発 構造タンパク質「ブリュード・プロ
テイン」特設サイト
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脱炭素社会の実現

基本的な考え⽅

近年、アパレル産業の環境への負の側⾯がクローズアップされており、CO2排出量は全産業の約10%を占めるといわれています。⼀⽅で地球温暖化
は喫緊の課題であり、パリ協定で約束された1.5％⽬標の達成に向けて、われわれの産業でも積極的な対応が必要です。
ゴールドウイングループでは、私たちのフィールドを守り、フィールドでの活動を続けるために、気候変動が事業活動に与える影響を科学的シナリ

オに基づき分析し、事業活動に伴う温室効果ガスを削減する中期経営計画を策定しています。

環境重要課題

当社グループではかねてより、主要事業所におけるエネルギー消費量の削減とCO2の排出量削減に取り組んできました。これらの取り組みを⼀層進

め、サプライチェーン全体でのCO2削減に取り組むために、新たに策定した中期経営計画のなかで、重要課題の⼀つとして「脱炭素社会の実現」を

設定しました。サプライヤーとの連携を強化し、化⽯燃料に頼らない原材料の調達と共に、カーボンニュートラル達成を⽬指しています。

また、代表取締役社⻑が委員⻑を務める「EMS推進委員会」を中⼼に脱炭素社会の実現に向けた取り組みを進めています。EMS推進委員会は事業所
ごとの温室効果ガス排出量の実績を毎⽉管理し、排出量の削減に努めています。また、四半期に⼀度開催されるESG経営推進委員会でも進捗が報告
されます。

2022年度は⽬標達成に向けて、直営店のエネルギー使⽤量の把握を進め、GHGプロトコルに基づくScope3の算定準備にも着⼿しております。

環境改善活動における戦略と具体策

温室効果ガス排出量削減

当社グループは、継続して温室効果ガス排出量の削減を実施しています。国内主要事業所の2022年度の排出量は172 t-CO2でした。2021年度まで排
出量の⼤部分は事業所の電⼒と⼀部の空調に⽤いる重油が占めていましたが、2022年度は重油を削減し、事業所で使⽤する電⼒の再⽣可能エネル
ギーへの転換さらにしたことで、温室効果ガス排出量は2020年度⽐86.7％削減となりました。2023年度も事業所で使⽤する電⼒を再⽣可能エネル
ギーへの転換をすすめることでさらなる削減に取り組みます。
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CO2排出量推移(t-CO2)

事業再編のため、2019年度期中の算定対象から染⾊加⼯事業が除かれています。

調達物流から排出された温室効果ガス

ゴールドウイングループでは物流に関する温室効果ガスの排出量の把握に取り組んでおり、2022年度は2,747tの排出がありました。また、削減につ
いても同時に取り組んでおり、同量の排出枠を購⼊しカーボンオフセットを完了しています。

エネルギー使⽤量の削減

当社グループは、継続してエネルギー使⽤量の削減に取り組んでいます。国内主要事業所では電⼒、都市ガス、LPG、A重油、灯油、揮発油、軽油を
利⽤しています。

2022年度は、重油を使⽤していた空調設備を電⼒⽅式に切り替えたため重油の使⽤量を減らしましたが、新型コロナウイルスが落ち着いたことによ
り、東京、富⼭とも社員⾷堂の利⽤が増え、都市ガス（構内設備使⽤分）の使⽤が増えました。また営業活動における⾞両使⽤の機会が増え、⾃動

⾞使⽤分の揮発油（ガソリン）使⽤も増加し、総エネルギー使⽤量は、合計36,372.2 GJとなりました。2023年度も引き続き省エネルギーに努め、
さらなる削減に取り組みます。

エネルギー使⽤量

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電⼒ 千kwh 58,796 3,711 3,501 3,502 3,473

都市ガス 構内設備使⽤分 千㎥ 6.500 5.527 3.192 2.197 3.759

LPG 構内設備使⽤分 t 1100.0 187.0 6.9 6.7 5.8

A重油 ㎘ 48.4 50.4 50.8 52.0 18.4

揮発油 ⾃動⾞使⽤分 ㎘ 25.0 16.0 11.0 18.9 20.3

軽油 ⾃動⾞使⽤分 ㎘ 0.980 0.862

総エネルギー 合計 GJ 116,773.5 48,898.9 37,765.5 37,979.9 36,372.2

軽油の使⽤量は2021年度から計測しています。
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エネルギー使⽤量推移（GJ）

再⽣可能エネルギーへの転換

当社グループは、温室効果ガス排出量の削減のために、国内主要事業所で使⽤する電⼒を再⽣可能エネルギーに転換し、富⼭地区の事業所において

太陽光パネルによる⾃家発電システムを導⼊しました。その結果、2022年度の国内事業所における電⼒使⽤量のうち再⽣可能エネルギーの占める割
合は97％と、2020年度の48％から49ポイント上昇しています。今後も事業所で使⽤する電⼒を、再⽣可能エネルギーへ転換することを推進します。

電⼒使⽤量(kwh / %)

※国内主要事業所使⽤量（⼀部の事業所と店舗は除く）

オゾン層破壊物質の適正管理

当社グループでは、空調機器に充填されているフロン類を、フロン排出抑制法に定められた基準に従い管理しています。2022年度はフロン類の漏洩
は確認されませんでした。今後も法を順守し、フロン類の排出抑制に努めていきます。

今後の課題

2022年度は国内事業所での温室効果ガス排出量を計画値以上に削減できました。今後も中⻑期計画に基づき国内事業所の温室効果ガス排出量を削減
していきます。2030年度、2050年度の⽬標に掲げている直営店、サプライチェーンでの温室効果ガス排出量については、算定を進め、排出量の実態
を把握することが今後の課題となります。
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循環型社会の実現

基本的な考え⽅

アパレル産業は⼈々の⽣活で重要な役割を果たす⼀⽅で、⼤量⽣産・⼤量消費・⼤量廃棄といった社会や環境への負のインパクトが深刻化していま

す。再⽣可能な原材料の利⽤や⻑期的に使⽤していただける製品の提供など、循環システムの構築が必要です。

ゴールドウイングループでは、事業活動における廃棄物削減、製品寿命の⻑期化や不要となった⾐料の再利⽤など、廃棄をなくすファッションロ

ス・ゼロによる循環型社会の実現を⽬指します。

環境重要課題

当社グループでは、これまで調達や⽣産計画の管理を徹底し、⾃社内での資材や製品の廃棄削減に努めてきました。そして、バリューチェーン全体

で廃棄による単純焼却や埋め⽴てをなくすべく、新たに策定した中期経営計画のなかで、重要課題の⼀つとして「循環型社会の実現」を設定しまし

た。不要となった⾐類の店頭回収とその再利⽤の推進と共に、調達先との連携によるロス削減を進め、サプライチェーン全体での単純焼却や埋め⽴

てのない循環型社会の実現を⽬指しています。

また、代表取締役社⻑が委員⻑を務めるEMS推進委員会で、製品・材料廃棄量の実績を毎⽉管理し、廃棄量の削減を進めています。さらに、四半期
に⼀度開催されるESG経営推進委員会でも進捗が報告されます。

環境改善活動における戦略と具体策

廃棄物の削減

当社グループの2022年度の産業廃棄物の排出量は47.9tでした。2021年
度の実績は52.5tでしたが、製品廃棄量の削減に加えて、デッドストック
材料の有効活⽤を推進することにより廃棄物量を削減しています。また

2022年度より廃棄物排出量の明細を「製品材料」と「その他」に分類
し、より細かく管理することにしました。製品と材料の廃棄は全体の

30%であり、ファッションロスに努めています。今後は⾃社における廃
棄物量のさらなる削減、及びサプライチェーンにおける廃棄物量を把握

し、削減⽅法を検討することが課題です。

廃棄物排出量（t）

※2022年度より、廃棄物排出量の明細を「製品材料」と「その他」に分類していま
す。
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残反を活⽤した取り組み事例

富⼭マラソン⼤会記念商品

富⼭マラソン2022の⼤会前⽇の11⽉5⽇、富⼭市総合体育館で開催された富⼭マラソンエキスポ
内ゴールドウインブースでは、⼤会記念商品としてアパレル⽣産⼯程で発⽣した余り⽣地を活⽤

したサコッシュを販売しました。 この取り組みは多くのランナーに共感をいただき、約150点を
販売しました。

カターレ富⼭とのワークショップ「⼤切に使おう！サコッシュづくりワークショップ」を開催

2022年9⽉24⽇、カターレ富⼭と共同で「⼤切に使おう！サコッシュづくりワークショップ」をゴールドウイン富⼭本店で2回に分けて開催しまし
た。カターレ富⼭ファン・サポーターと当社従業員、約40名が参加し、アパレル製造過程で発⽣した端切れや余剰⽣地を利⽤したサコッシュを作成
し、循環型社会ついて考える機会を作りました。

販売ロス率の低減による製品廃棄の削減

アパレル産業で⼤きな環境問題とされているのが、供給過剰による製品

廃棄問題です。当社は2000年からの実需型ビジネスモデルへの転換を機
に、発注流動管理を徹底し、調達総量を厳しく管理しています。また、

販売期間中の迅速な在庫流動により、2022年度の販売ロス率を1.5％ま
で低減しています。

販売ロス率（%）
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⽔資源の保全

当社グループは、節⽔による⽔使⽤量の削減や、排⽔処理、排⽔⽔質の適正な管理などで、⽔資源の保全に取り組んでおります。富⼭本店とゴール

ドウインロジテムは地下⽔を、その他の事業所は上⽔道を利⽤しており、2022年度の上⽔道は、上⽔3,574㎥、地下⽔159,155㎥を利⽤しました。
また下⽔は⽣活排⽔のみ14,259㎥を排⽔し、汚染物質の排出は確認されませんでした。

上下⽔道使⽤量

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

上⽔道

上⽔ ㎥ 5,167 4,920 3,065 2,723 3,574

地下⽔ ㎥ 127,041 91,065 232,048 178,496 159,155

下⽔道 ㎥ 21,719 17,422 13,989 13,034 14,259

※東京本社、富⼭本店、ゴールドウインロジテムが対象です。

紙の使⽤量削減

当社グループは、ペーパーレスを推進し、オフィスにおける紙使⽤量の

削減に取り組んでいます。資料・⽂書の電⼦データ化、電⼦申請システ

ムの導⼊によるペーパーレス化、両⾯・割付印刷の推進、ノートPC端
末導⼊によるペーパーレス会議の推進などにより、コピー⽤紙の使⽤削

減に取り組んでいます。

2022年度の富⼭本店におけるコピー⽤紙の使⽤量は3,192kgとなりまし
た。今後はそのほかの事業所における使⽤料の把握と、さらなる使⽤量

削減に取り組んでいきます。

コピー⽤紙の使⽤量（富⼭本店）（kg）
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資源を⼤切に使うための取り組み

リサイクルの推進

当社グループは、限りある資源を⼤切に使うために、⾐類を循環型モデ

ルに組み込む取り組みを進めています。ブランドや質・状態に関わら

ず、不要となった⾐類を回収し、新たな製品の原料にするリサイクル活

動を2008年よりさまざまなパートナー企業とともに開始しました。
2022年度は12,592kgの⾐類を回収しました。当社の直営店を中⼼とし
た全国167（2023年3⽉末時点）の店頭にリサイクルボックスを設置
し、お客さまからの製品回収を進めています。さらに、富⼭マラソンや

カターレ富⼭（サッカーチーム）ホームゲームなどのスポーツイベント

で製品の回収を実施し、パートナー企業（河⽥フェザー株式会社、東レ

株式会社、⻑⾕⻁株式会社、株式会社JEPLAN）の協⼒のもと、循環型
ビジネスに向けたリサイクル活動を推進しています。

製品回収実績

⼤切に使っていただくためにリペアサービスを推進

THE NORTH FACE（ザ・ノース・フェイス）では、「もし素材や製造上の⽋陥が原因であれば、代⾦は⼀切いただきません。その他の場合は、適正
な価格で修理いたします」というポリシーを徹底したリペアサービスを⾏っています。現在当社では、THE NORTH FACEをはじめとしたアウトドア
ブランドの製品に限らず、モーターサイクルウエア、スキーウエア、アスレウエアなどもリペアの対象としており、キッズ商品（⼀部を除く）は無償

で対応しています。

環境への関⼼の⾼まりなどにより、製品の使⽤期間は⻑期化する傾向にあり、修理の依頼も増加しています。2022年度は、東京の恵⽐寿ガーデンプ
レイスセンタープラザ1階に常設のリペアセンターを設置。また2023年1⽉よりGoldwinブランド製品の修理代を無料とし、2004年の時点で年間
3,500件程だった依頼は、2022年度は19,966件になりました。
当社グループでは、製品リペアの需要が今後も増加すると⾒込んでおり、リペア体制を拡充し、修理件数の増加に対応することに加えて、2025年に
はこれまで4週間だった納期を2週間に短縮することを⽬標にしています。また、これまで店頭のみでの受け付けていた修理依頼をWEBでも受け付け
られるようにし、サービスの拡充を図っていきます。
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リペア実績（件）

リセール事業「GREEN BATON」の開始

⼀般的にキッズ製品は⼦どもの成⻑によって約2年でサイズアウトするといわれていますが、当社
のアンケートではそのうち約40%がゴミとして廃棄されているという結果が出ています。
⼦どもの成⻑によりサイズアウトして着なくなったキッズ製品を買取り、リペアやアップサイク

ル後に新たな製品として販売する「GREEN BATON」を2022年7⽉より開始しました。リセール
製品にはバトンをイメージした“グリーンの引き⼿やネーム”が施され、他にはない⼀点モノの製
品として新たな価値が付加されます。

アップサイクル前 → アップサイクル後

GREEN BATON WEBサイト
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今後の課題

2022年度は順調に廃棄物の排出量を削減することができました。⾐類の回収量、リペア件数も増加傾向にあり、リセール事業「GREEN BATON」も
開始しました。今後は2050年度のサプライチェーンにおける廃棄物ゼロの実現のために、⾃社のみでなく、サプライチェーンでの廃棄物の排出量の
把握と削減が課題です。
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環境コミュニケーション

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループは、「常識を突き抜ける想像⼒、世界に貢献する⾰新的な開発で地球環境の改善を⽬指す」ことをビジョンに掲げ、スポー

ツと環境を第⼀に考えたものづくりを進めています。こうした環境に関する取り組みや、情報を、社会に広く発信し透明性を⾼め、ステークホル

ダーとのコミュニケーションを促進しています。また、従業員にも環境教育を毎年⾏うことで、環境に対する意識の向上を図っています。

GREEN IS GOOD

⽣活者と共に環境を考え持続可能な社会を実現することを⽬的に、当社

は2008年からスポーツ⽤品メーカーとして環境のためにできることを、
GREEN IS GOODのコンセプトのもとで展開しています。
スポーツフィールドやアウトドアフィールドで「さまざまな環境に配慮

する」ことを⽬標に、環境負荷を減少するためのアイデアを取り⼊れた

製品開発や製造に加え、その製品の使⽤者であるお客様と⼀緒にアク

ションションを起こすことで循環型社会の実現を⽬指してきました。店

頭や製品、当社のWEBサイトやイベントなどを通じたお客様とのコミュ
ニケーションと共に活動推進を進めています。

環境教育

当社グループでは、環境理念と環境⽅針の周知、環境重点課題の進捗を共有することを⽬的に、業務部⾨ごとに年に2回の環境教育を実施していま
す。

2022年度は、販売職を除く全従業員を対象に⼀⼈当たり約50分間の環境教育を⾏い、全社及び部⾨ごとの⽬標や課題などの理解を深めました。ま
た、社内イントラを利⽤してサステナビリティの社内浸透を⽬指した「Sustainability Navigation（サスナビ）」の連載を開始しました。2022年度
は、“いま、なぜ「サステナビリティ」が必要なの？”というテーマの記事を投稿し、2023年度は、「サステナビリティ」に取り組む理由、今さら聞
けない「関連⽤語」、ESG（環境、社会、ガバナンス）それぞれについてなど、サステナビリティについて⾝近なテーマで考えてもらう連載を⾏う
予定です。

2023年度も全従業員を対象に環境⽅針の徹底を図るだけでなく、当社グループを取り巻く、環境問題を学ぶ機会を提供していく⽅針です。

研修内容 対象者 研修時間 回数

環境教育 販売職を除く全従業員 25分/⼈ 2回/年

環境コミュニケーション事例

ゴールドウイングループでは、環境への取り組みをホームページ、統合報告書、及びイベントでの協賛を通じて積極的に⾏っております。

また、店頭やスポーツイベントなどで、スポーツやアウトドアアクティビティへの参加者と共に地球環境改善に向けた活動推進を実施しています。

GREEN IS GOOD 
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さらに、キッズネーチャースクールやPLAY EARTH PARKなど、地球の未来をになう⼦どもたちに体験や遊びを通じて⾃然や地球への興味喚起と共
に⾃然環境を守る⼤切さを感じてもらえる活動を⾏っています。

富⼭マラソン2022での⾐類の回収

当社は、創業の地、富⼭県で開催される「富⼭マラソン」に2015年か
ら協賛しています。2022年11⽉6⽇（⽇）に開催された⼤会では、当社
の環境に対する取り組みを紹介するブースを出展するとともに、約

670kgの⾐類の回収を⾏いました。回収した⾐類のうち、ポリエステル
やナイロン製のものは⾼純度の原料に戻すケミカルリサイクルを⾏い新

たな製品の原料とし、持続可能な資源へ転換することで環境負荷の低減

を⽬指しています。

「カターレ富⼭」のホームゲームでの⾐類の回収

ゴールドウインは、創業の地、富⼭県のプロスポーツチームであるカ

ターレ富⼭に2008年のチーム誕⽣時からニフォームサプライヤーとして
チームのサポートを続けています。

2022年シーズンよりカターレ富⼭のホームゲームでサポーターからの不
要⾐類の回収を開始し、約1,100kgの⾐料を回収しました。回収した⾐
類のうち、ポリエステルやナイロン製のものは⾼純度の原料に戻すケミ

カルリサイクルを⾏い新たな製品の原料とし、持続可能な資源へ転換す

ることで環境負荷の低減を⽬指しています。

次世代育成
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湘南国際マラソンへの協⼒

ゴールドウイン、ザ・ノース・フェイスは、ゴミ0を⽬指したゴミ0を⽬指した「マイボトルマラソン」を実施する「湘南国際マラソン」に協⼒して
います。

2020年、2021年の⼤会は新型コロナウイルスにより中⽌となりましたが、2022年12⽉4⽇に開催された当⼤会は、ランナーにマイボトルを持参して
もらい、紙コップ、プラカップ、ペットボトルを全廃し、コース上200ヵ所以上に給⽔タンクや給⽔ジャグを設置。これまで必要としていたペットボ
トル約31,500本、紙・プラカップ約500,000個、ゴール後に配布するペットボトル約26,500本を全廃しました。

地域清掃活動

当社グループでは、業務部⾨ごとに地域の清掃活動を⾏っております。2022年度は、各事業所や店舗での清掃活動の他、ビーチクリーン活動、清掃
登⼭活動など、133回の清掃活動を⾏いました。

植林活動

当社が展開するザ・ノース・フェイスでは、商品を“選ぶ”という⾏為を通じ、地球の環境について考えることを⽬的として、対象商品1点の販売ごと
に1本の植樹を⾏う「ONE PRODUCT ONE TREE」のキャンペーンを⾏っています。
2022年度は、三井物産が北海道に保有する森林のひとつである沼⽥⼭林（北海道⾬⻯郡）に約4,000本のカラマツを植林し、丹沢（神奈川県菩薩
峠）には春と秋にヤマザクラ、モミ、カエデ、コナラなど、15種、約100本の植林を⾏いました。
当社ではこれまで約8,200本の植林を⾏い、2023年度も実施する予定です。
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今後の課題

2022年度は社内の環境教育を業務部⾨ごとに⾏い、全社及び部⾨ごとの⽬標や課題などの理解を深めました。新型コロナウイルスの影響が緩和され
たことから各地での地域清掃活動等が増えましたが、今後は各部⾨や地域、店舗などを含む当社グループの環境への取り組みを、様々な媒体を通じ

て、お伝えしていきたいと考えています。
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サプライチェーン・マネジメント

基本的な考え⽅

サプライチェーンが世界的に拡⼤する今⽇、⾃社グループの範囲を超えて、サプライチェーン全体で持続可能な社会の実現を⽬指していくことが、

企業の重要な社会的責任となっています。ゴールドウイングループでは、サプライヤーとの共存共栄を基本とし、⾼い倫理観をもって環境・社会・

⼈権に配慮した持続可能な責任ある調達を推進するため、「ゴールドウイングループ調達⽅針」を定めています。

ゴールドウイングループ調達⽅針

ゴールドウイングループ（以下、当社グループ）は、「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」という企業理念のもと、事

業活動を通じて持続可能な社会の実現を⽬指しています。サプライヤーとの共存共栄を基本とし、⾼い倫理観をもって環境・社会・⼈権に

配慮した持続可能な責任ある調達を推進するため、「ゴールドウイングループ調達⽅針」を定めています。

1.環境・社会・⼈権への配慮

2.透明性・公平性の確保

3.品質と安全性の確保

ゴールドウインサプライヤー⾏動規範

当社グループでは、サプライヤーの皆様に対して、お取引をいただく際の基本的な原則を「ゴールドウインサプライヤー⾏動規範」として定め、そ

の理解と遵守にご協⼒いただいています。2022年度には、全てのサプライヤーに求める⾏動規範（⼈権・労働、環境、安全衛⽣など）や管理体制
（マネジメントシステム、苦情処理メカニズム、開⽰など）をより明確にすることを⽬的に改訂を⾏いました。2023年度は改定したサプライヤー⾏
動規範へのご理解をお願いし、改めて同意覚書の締結を進め、透明性を重視したサプライチェーン・マネジメントによって、持続可能な社会発展に

貢献していきます。

当社グループの「環境基本理念」及び「環境⽅針」に基づき、⾃然と共存し調和ある繁栄の実現を⽬指し、環境にやさしい製品・サービ

スを提供します。

・

「ゴールドウイングループ⼈権⽅針」に基づき、労働者・地域社会の⼈権を尊重します。・

労働環境及び安全衛⽣に⼗分配慮し、継続的に改善活動に取り組む調達活動を推進します。・

企業活動を通して、地域社会と共⽣し、社会貢献への取組みを推進します。・

製品の調達における資材及び⼯程のトレーサビリティを確保します。・

紛争や犯罪に関与しない原材料の使⽤により、社会への影響を考慮した調達活動に取り組みます。・

動物福祉の5つの⾃由を尊重し、倫理的に扱われた資材を使⽤します。・

各国の法令遵守はもとより、国際⾏動規範や倫理を尊重した誠実かつ公正な調達活動を⾏います。・

サプライヤーの選定にあたり、品質、価格、納期の確実性に加え、環境・社会・⼈権への取組みを公平・公正に評価し、誠実な取引を

推進します。

・

調達活動を通して知り得た機密情報や個⼈情報を適切に管理します。また、第三者の知的財産を侵害するような調達活動は⾏いませ

ん。

・

サプライヤーとともに、製品・サービスの品質と安全性の維持・向上に努めることで、価値のある製品・サービスの提供を⽬指しま

す。

・
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サプライヤー⾏動規範の主な記載事項

項⽬ 主な記載事項

1
コーポレートガバナ

ンス
企業としての社会的責任や事業継続を果たすための体制を構築

2 法令の遵守 関連する法令の遵守だけでなく、倫理的な業務を実施

3 労働及び⼈権 「ゴールドウイングループ⼈権⽅針」の遵守に加え、児童労働や強制労働の禁⽌等も遵守

4 安全と衛⽣ 従業員が安全で衛⽣的かつ健康に働けるような環境を維持

5 環境 当社グループの環境戦略に沿って協業し、環境への影響を最⼩化に努める

6 公正な企業活動 不正⾏為などをせず、公正で⾃由な競争のもと企業活動を⾏う

7 責任ある調達 ⼈権、環境、動物福祉に考慮した調達を⾏い、トレーサビリティの確保に努める

8 地域との共⽣ 地域社会への負の影響を減らし、地域社会の発展に向けて取り組む

9 遵守状況の確認
⾏動規範の内容の遵守状況を確認するための記録の保持や監査に協⼒し、不遵守が判明した場合は改善

に努める

10 製品の品質と安全性
安全・安⼼な製品の⽣産を⾏うために「ゴールドウイン製品品質基準書」を遵守し、問題発⽣時は適切

な対応を⾏う

ゴールドウインサプライヤー⾏動規範

ダウンロード (366KB)
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推進体制・責任者

商品本部本部⻑を責任者とし、商品部と品質保証部を主管部⾨とするサプライチェーン・マネジメント体制を構築しています。国内外のサプライ

ヤーに対して継続的なコミュニケーションを図り、当社の⽅針への理解や協⼒を求めています。各施策はESG経営推進委員会及び経営会議へ報告
し、経営会議を通して取締役会から監督・指⽰を受けています。

ゴールドウインのサプライチェーン

当社グループでは、国内外のさまざまなサプライヤーより直接・間接的に調達活動を⾏っています。完成製品を当社に納品する1次サプライヤー、及
び1次サプライヤーを通して当社製品に資材、化学物質、原材料などを供給する2次以前のサプライヤーを含め、広くサプライチェーンとして捉えて
います。

1次サプライヤーとなるのは、当社製品の製造⼯場、及びその製造に関わる商社・⽣産管理会社です。品質指導などのコミュニケーションを直接⾏う
とともに、2021年度よりすべての製造⼯場に書⾯監査を実施しています。製造⼯場の約9割（発注⾦額換算）が海外⼯場です。
2次サプライヤーには、原材料の調達から、加⼯・染⾊などを経て資材（⽣地や副資材など）を製造する資材メーカーや、資材商社が該当します。
1次・主要2次サプライヤーに対しては、当社が定めるゴールドウインサプライヤー⾏動規範及びゴールドウイン制限物質管理規定の同意覚書の締結
を求めています。
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製品原産国⽐率

新規サプライヤーの選定

当社グループでは、新規サプライヤーとの取引開始に先がけ、ゴールドウインサプライヤー⾏動規範やゴールドウイン制限物質管理規定などの当社

基準を満たしていることを確認しています。全ての書類を受理確認し、書⾯監査「適合」評価後に取引を開始しています。2022年度には98社と新規
取引を開始しました。
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契約前に提出を求める書類

CSR調達

健全なサプライチェーンを構築し、製品の品質向上や、⼈権・環境・安全などへの取り組みを強化していくため、サプライヤーには書⾯・実地を組

み合わせた監査への協⼒と、継続的な改善をお願いしています。また、毎年定期的に必要書類の更新を求めています。

⼀⽅、社内ではゴールドウインサプライヤー⾏動規範に関する運⽤フロー体制を整備し、事業部・商品部及び品質保証部で役割と責任を明確化した

管理を⾏っています。持続可能性に配慮したCSR調達により、当社とサプライヤー双⽅の企業価値向上を⽬指します。

サプライヤー監査

2021年度より、当社グループでは取引のある全製造⼯場への書⾯監査（セルフチェック報告）と第三者監査員による実地監査を実施し、ゴールドウ
イングループサプライヤー⾏動規範で定める法的・社会的・倫理的要件の遵守状況のモニタリングを実施しています。

書⾯監査は毎年１回⼀⻫に実施され、2022年度は11項⽬、合計107の質問に対し当社に共有いただいています。また回答結果からリスクを認められ
たサプライヤーには個別に改善を要請しています。2022年度の書⾯監査対象企業は348社で、全ての企業から回答を回収しています。

書⾯監査の項⽬

ゴールドウインサプライヤー⾏動規範同意覚書・

会社概要書・

会社確認書類（営業許可証/⼯場登記簿）・

書⾯監査報告書 ※製造会社のみ対象・

関係会社（下請け/加⼯場等）リスト・

ゴールドウイン制限物質管理規定同意覚書・

危険物管理調査表・

ゴールドウイン制限物質管理規定についてはこちら

1.法令の遵守、事業ライセンスの取得

2.労働及び⼈権

3.安全と衛⽣

4.下請業者の利⽤

5.環境関連法令の遵守

6.知的財産、守秘義務

7.施設警備及び保全

8.遵守状況の確認

9.安全・安⼼な製品の⽣産について

10.公正な取引

11.地域社会との共⽣
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2022年度書⾯監査実績（348社）

2022年度の書⾯監査は、2021年度の実績と⽐べて「指摘あり」の結果が437％増加しました。これは2022年度に設問の⼀部を改訂・追加したことに
加え、2021年12⽉に策定したゴールドウイングループ⼈権⽅針に則り、⼀部の基準を⾒直したことが理由です。引き続き、指摘が認められたサプラ
イヤーには、個別に改善を要請し、取り組みを強化していきます。

また、主要製造⼯場を中⼼に2022年度までに158社に対する実地監査を⾏っています。2022年度は初回監査101社、更新監査40社を⾏いました。引
き続き、実地監査を⾏っていない製造⼯場への実施、既に実地監査を⾏っている製造⼯場へは定期的な更新監査を順次実施し、モニタリング体制の

構築を進めています。

実地監査で判明した主な課題は、職場の安全衛⽣（ミシンのフィンガーガード等の安全装置不備やマスク・⼿袋・ゴーグル等の安全保護具の不備、

建造物化に書類の不備など）が55％、労働及び⼈権（残業時間の超過や社会保険の⼀部不備など）が33％となっており、監査結果はサプライヤーへ
フィードバックされ、是正が必要な⼯場には是正実施と是正報告書の提出をお願いしています。 2023年度は、書⾯監査を製造⼯場に加え商社・管理
会社・主⼒資材関連会社などのサプライヤーにも依頼し、モニタリングの対象拡⼤を図るとともに、⼀部のお取引先様には環境データの提供をお願

いする取り組みを進めています。 サプライヤーに対しては、年々確認事項が拡⼤していることへのご理解をいただくとともに、更なる共創関係の構
築に向けて、丁寧なご説明を進めています。
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サプライヤーとのコミュニケーション

当社の事業は、⽣産現場を動かし、製品・材料等を当社に納品するサプライヤーの協⼒なくして成り⽴ちません。事業を通してサステナビリティを

推進する当社の考え⽅をサプライチェーンに広く共有し、相互の信頼のもとで協働体制を築いていけるよう、サプライヤー⼀社⼀社とのコミュニ

ケーションを重視しています。

ゴールドウインサプライヤーサミット

当社では、主要サプライヤー（商社、素材メーカー）を⼀堂に会したミーティング、サプライヤーサミットを2年に1回、2⽇間の⽇程で開催していま
す。当社の代表取締役や各事業部⻑も参加し、初⽇は経営⽅針や事業⽅針を説明するとともに、2⽇⽬には⾃然のフィールドに出て、トレッキングや
マリンスポーツなどを体験しながら実際に当社の製品を使⽤していただくなど、コミュニケーションをとりながらパートナーシップの構築に努めて

います。

2022年度は29社38名のサプライヤーが参加し、まずは富⼭県富岩運河環⽔公園で⾏われていた「PLAY EARTH PARK」を視察していただいたのち、
富⼭本店においてミーティングを開催。翌⽇は⽴⼭町に移動しハイキングなどのアクティビティを体験しました。

取引先説明会

ゴールドウインのサプライチェーンに関するCSR体制について、取引先
説明会を実施しています。ゴールドウインサプライヤー⾏動規範へのご

理解と遵守をお願いするとともに、その背景や具体的な改訂事項を説明

し、提出を求める書類等の実務的な内容についても解説しています。

2023年度は、調達⽅針の策定や、ゴールドウインサプライヤー⾏動規範
の改定とそれに伴う書⾯監査項⽬の⾒直しを⾏っており、改定のポイン

トや、サステナブルなサプライチェーン構築に向けた当社グループの考

え⽅などを、改めてご説明しました。説明会は、製造⼯場・商社・⽣産

管理会社・資材関連会社などのサプライヤーから、対象企業453社に対
して動画を配信する形で⾏いました。2023年7⽉末時点で134社が視聴
するとともに、⼀部の⼯場へは、商社・⽣産管理会社の協⼒も得ながら

理解向上に努めています。

主要サプライヤー（商社）との定例会議

当社では、主要サプライヤー（商社）とそれぞれ個別に⽉次定例会議を実施しています。品質・コスト・納期などについて情報交換するほか、その

時々に発⽣している課題について話し合い、ともに解決していく場としています。継続的なコミュニケーションを重ねることで、連携を深め、より

良いパートナーシップの構築に努めます。
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社内教育

当社では、サプライチェーンに関するCSR体制の強化に向けて、社内の調達関係者への教育を定期的に実施しています。
2022年度は、サプライチェーンに関するCSR体制の推進にあたり、従業員向けに外部講師を招き、グローバル視点で⾒たサプライチェーンに対する
サスティナブルマネージメント、制限物質管理についてのセミナーを開催し、従業員の理解、意識付けを進めました。また、ゴールドウインサプラ

イヤー⾏動規範の⾒直しや、現体制推進にあたってその内容や考え⽅を正確に伝え、取引先との窓⼝を務める上で適切な対応ができるよう、情報を

共有しています。

下請法研修

公正な取引を実現するための法律、下請代⾦⽀払遅延等防⽌法（下請法）に関する社内研修を定期的に実施しています。下請法の⽬的や対象となる

条件、親事業者の義務などとともに、発注書関連記載必須項⽬についても解説し、社内の担当者が発注にあたって法令遵守を徹底できるようにして

います。

今後の課題

当社グループでは、今後もサプライヤーの皆様との連携を深め、サプライチェーン全体で社会的責任を果たしていきます。

2023年度は、新たに策定した調達⽅針の社内外への浸透を進め、責任ある調達活動の推進に取り組みます。また、ゴールドウインサプライヤー⾏動
規範の改定と書⾯監査項⽬の⾒直しに伴い、サプライヤーの皆様に対する丁寧なご説明を進め、ご理解とご協⼒をいただくとともに、透明性の⾼い

サプライチェーンの構築に取り組んでいきます。
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品質管理

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」という企業理念のもと、お客さまの役に⽴つ商品やサービスの価値

創造を⽬指し、製品の安全確保と品質向上に努めています。設計から材料⼿配、⽣産、完成後の製品検査に⾄るまで、関連する法令を遵守し、「店

頭起点」の発想でお客さまの声を製品づくりに反映しながら、ご満⾜いただける品質を追求します。「⾒えないものにこそ、真実の価値がある」と

いう思いで、スポーツを楽しむ⼈の安⼼や快適性を守り、ときに競技のパフォーマンスさえも左右する製品を提供する責任を認識し、スポーツ基軸

の⾼い品質実現を⽬指し続けます。

推進体制・責任者

品質保証部⻑を責任者とし、品質保証部が主管部⾨となってグループ全体の品質管理の取り組みを統括しています。品質保証部では運営ルールの策

定や数値管理を⾏うほか、品質会議を毎⽉開催し、商品部・商品研究部・⽣産技術部・カスタマーサービスセンターとの連携を深めています。⼀

⽅、品質に関するサプライヤーへの情報共有・依頼は商品部が担います。

各施策に関する経営層への報告は、代表取締役社⻑及び取締役相談役が出席する商品本部・開発本部の合同⽉次会議の中で⾏っています。また、カ

スタマーサービスセンターに寄せられる品質へのクレーム情報は、経営層を含めて部⻑以上の全管理職にも随時配信されています。

体制図
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品質管理体系

ゴールドウインでは、グループの品質基準を統⼀化した「製品品質基準」を独⾃に定め、サプライヤーにも理解・熟知いただいています。製品品質

基準は、4つの規定「製品品質管理規定」「製品品質検査規定」「材料品質管理規定」「材料品質検査規定」から成り⽴ち、当社が扱う製品に適⽤
されます。商品企画・⽣産準備・⽣産・出荷・受⼊の各プロセスにおいて、本規程に基づく確認・検査を⾏い、お客さまに⾼い品質を提供できる管

理体系を整備しています。当社のゴールドウインサプライヤー⾏動規範のもと2022年度までに300社以上のパートナー⼯場に本規程への遵守をお願
いしています。2022年度は「製品品質基準」の⼀部を⾒直し、表現があいまいな個所を修正しました。

製品品質基準の規定と考え⽅

規定名 規定に対する考え⽅

製品品質管理規定
製品の品質管理の運⽤に関する規定（材料から⽣産⼯場の選定、製造時の品質および安全性の管理などものづく

りの全般に対するルール。

製品品質検査規定 製品の品質検査に関する規定。製造時から出荷や納品時における検査実務に関するルール。

材料品質管理規定 材料の品質管理の運⽤に関する規定。材料の検査・検反や安全に関する運⽤全般に関するルール。

材料品質検査規程 基準に基づく材料の品質検査に関する規程。材料の外観検査および性能試験に関するルール。

品質管理体系図

製品の安全性について

当社では、「製品品質基準」 において、安全に関する品質基準として以下の4つを定め、製品の安全管理を⾏っています。
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安全に関する品質基準と考え⽅

安全に関する品質基準 基準に対する考え⽅

1.「ゴールドウイン制限物質管理規定」 及び関連す
る法規を遵守しなければならない。

法規厳守の上では、⽇本の法規だけでなく海外の規制も取り⼊れて安全な製品を

提供することに努めています。

2.物理的・化学的等の要因により⽣じる⽪膚刺激、
及び湿疹・かぶれの原因となるものは使⽤しない。

当社の製品がスポーツ・アウトドアウエアであるため、⻑時間の使⽤や汗や濡れ

た状態なども含め⽪膚障害などが発⽣しやすい過酷な条件下での使⽤を考慮し、

常に快適に使⽤していただくことが使命と考えています。

3.ハサミ・針・⾦属⽚等、⼈体に危害を及ぼすもの
が混⼊しない危険物管理を徹底する。

ハサミ・針・⾦属⽚等の異物混⼊防⽌は、最も信頼的要求が⾼い部分であると考

えており、混⼊がないよう徹底した管理が、当社の品質の向上にもつながってい

ます。

4.⼦ども⽤⾐料の安全性管理を徹底する。
⼦供⽤⾐料の安全性はメーカーとして当然のことですが、⼤⼈向けの製品よりも

⼤きな事故につながるケースが多く、⼦供⽤⾐料特有の安全性管理の情報収集と

認識・共有を徹底しています。

サプライヤー⼯場の品質管理強化

国内外のサプライヤー⼯場の品質向上に向けて、当社の専⾨スタッフを

現地に派遣し、品質管理と⽣産技術を直接指導しています。2022年度に
は4⼯場に対し、合計12回の専⾨スタッフ派遣を⾏いました。品質会議
はシーズン毎に実施し、検査の不良点や返品内容を説明し改善を求めて

います。また、⽣産技術の⾯では富⼭のマザー⼯場で新素材の加⼯⽅法

の確認と開発を⾏っており、そのノウハウを⽣産⼯場へ指導・技術供与

しています。サプライヤーからも難易度の⾼い素材については指導要請

があるなど、細やかな連携を図っています。

また、海外⽣産⽐率が90%を超える現在、グローバルでの対応は特に重
要性を増しています。海外の主⼒サプライヤー⼯場との定期的な品質会

議を継続しており、2022年度には8社と合計14回を実施しました。サプ
ライヤー⼯場と連携した品質管理強化により、お客さまに安⼼してご使

⽤いただける製品を提供するとともに、サプライヤー各社と当社の相互

の企業価値向上を⽬指しています。

製品異常に対するリコール対応

ゴールドウインでは、製品異常による事故の発⽣・拡⼤の可能性を最⼩化するため、以下のようなリコールの対応をとっています。

製品異常や事故が認められた場合、全社で共有する「リコール処理⼿順」に基づき、当該事業部と品質保証部が連携のもと、お客さまへの被害を防

ぐことを最優先に速やかに対応しています。

販売中⽌及び流通、店頭からの製品回収・

消費者に対するリスクについての適切な情報提供・

消費者の保有する製品の交換、改修（点検・修理等）⼜は引取り・
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「リコール処理⼿順」概略

2022年度は、17件のリコールを実施しました。そのうち重⼤事故と認められるものはありませんでした。

品質管理に関する従業員教育

製品の⾼い品質を⽀えるのは従業員であるという認識のもと、当社では品質管理に関する従業員教育を継続的に⾏っています。調達担当者を中⼼

に、職層に合わせたさまざまなプログラムを充実させています。

2022年度研修実績

研修 対象
⼀⼈あたり研修

時間（分）
受講者（名） 研修⽬的・内容

品質表⽰の基礎知識

（組成表⽰＆取扱い表

⽰について）

商品本部従業員 40分 81名
家庭⽤品品質表⽰法の繊維製品品質

表⽰規程の基礎的な表⽰⽅法を説

明。

クレーム事例紹介及び

対応内容
商品本部従業員 50分 44名

品質基準書のフローチャートに沿っ

た品質管理⼿順の説明及びクレーム内

容の社内共有

製品検査研修会 表⽰管理者 450分 14名
品質基準書のフローチャートによるモ

ノづくりの説明と製品検査の役割説

明

製品検査研修会 再⽣品検査担当者 300分 8名
製品検査の不良項⽬・採⼨⽅法の説

明と検査⼿順と検査基準についての教

育

品質管理、試験基準に

ついて
商品部従業員 660分 2名

品質基準及びゴールドウインの品質に

対する考え⽅の説明

ＪＩS規定について テック・ラボ従業員 240分 3名 ＪＩＳ申請に関する説明

防⽔靴試験⽅法につい

て
商品部従業員 60分 2名 試験⽅法内容の共有

1.製品異常の報告を受けた担当者が、速やかに当該事業部に伝達

2.当該事業部による事実関係の把握、品質保証部への情報共有

3.「リコール判定ガイドライン」に基づくリコールの判定、重⼤事故の場合はリコール対策本部を設置

4.リコールの実施／当該事業部が事前に準備を進めた上で、⼀⻫に告知し、全社でリコール対応

5.回収状況のモニタリングとレポート作成

6.当該事業部と商品部が連携し、原因を究明、再発防⽌策を策定

7.処置結果と再発防⽌策の社内への公開

8.製品の回収率が100%となった時点でリコール終了

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　48



制限物質管理

当社グループでは、すべての製品において、お客さまと従業員の安全を守り、地球環境への負荷を低減するよう努めています。製品づくりにおいて

不可⽋な役割を担う化学物質の使⽤では、各プロセスで徹底した管理を⾏い、有害物質の混⼊を防いでいます。

グローバル対応を強化していくため、2021年4⽉には、欧州をはじめとする海外事業国の法令や規制を踏まえた「制限物質管理規定」を策定しまし
た。これは、当社グループが取り扱うすべての製品と、それに使⽤される材料等を対象に、制限物質とその制限値を明らかにしたものです。当社に

製品や資材を納品するサプライヤーに本規定の理解を求め、下請けの管理を含めた遵守を依頼し、サプライチェーンでの管理体制を敷いており、

2022年度までに300社以上のサプライヤーと「制限物質管理規定同意覚書」を締結しました。また、品質保証部では、定期的にサプライヤーによる
制限物質の管理状況確認のため、第三者機関による抜き打ち検証試験を任意で実施し、万が⼀制限物質が検出された場合は是正勧告を⾏います。

ゴールドウイン制限物質リスト（RSL）

以下のゴールドウイン制限物質リスト（RSL）は、当社および当社のグループ会社へ提供される全ての製品および製品に使⽤される材料、部材、原
材料に適⽤されます。⾃社内および⾃社サプライチェーンにおいてこのリストを共有し、ゴールドウイン制限物質管理規定およびRSL遵守のための
管理・検証を適切に実施しています。

このRSLは、社会や各国法規の動向を鑑み、適宜更新されます。⾃社サプライチェーンにおいては、常に最新版を理解し、RSLに定める制限値およ
びその他の要件、製品に要求される各国の関連する全ての法規を遵守します。

責任ある製品表⽰・広告の取り組み

製品に関する正確な情報をお伝えすることは、お客さまにより良い商品・サービスを安⼼して購⼊いただくために⽋かせません。当社グループでは

関連する法令・規制を遵守し、誤認されることのない製品表⽰・広告を徹底しています。

特に、すべての製品に関わる景品表⽰法への対応では、各部署に表⽰管理者を設定して取り組んでいます。具体的な表現・⽤語について注意を喚起

する「注意が必要な表⽰事例集」を品質保証部で作成の上、表⽰管理者に配布し、各部署での対外資料作成時のガイドラインとして使⽤していま

す。

遵守する関連法・規制

今後の課題

「より⾼い品質」というゴールのない⽬標に向けて、当社グループでは今後も品質管理の取り組みを継続し、社会的責任を果たしていきます。安

⼼・安全な製品の提供を通し、世界のお客さまから信頼される企業を⽬指し続けます。

グローバル対応強化の⼀環として、2021年度より開始したグローバル標準の「サプライヤー⾏動規範」は軌道に乗っており、引き続き安定運⽤する
ことを⽬指します。また、クレーム・営業不良返品率の削減や、サプライチェーンにおける環境負荷低減などにも引き続き取り組んでいきます。

近年は、新商品・新素材の開発が進んでおり、従来の品質検査にプラスした当社独⾃のオリジナル試験も⾏うなど、⽇々、品質の追求を⾏っていま

す。

ゴールドウイン制限物質リスト（RSL）

家庭⽤品品質表⽰法・

景品表⽰法・

薬機法・

資源有効利⽤促進法・

⾷品衛⽣法・

JIS規格・

JASPO（⼀般社団法⼈⽇本スポーツ⽤品⼯業協会）ガイドライン・

環境省「環境表⽰ガイドライン」・
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お客様満⾜の向上

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループでは、お客様との対話を基点とし、ブランド価値を最⼤化する店舗の運営とともに、イベントの実施、カスタマーサービス

センターやリペアセンターの運営を通じて、販売後もお客様との継続した信頼関係づくりを進めています。お客様から頂戴する様々な声に真摯に向

き合うだけでなく、まだ⾔葉に表れていないお気持ちにまで⼼を寄せて、最⾼の顧客体験の実現を⽬指しています。

推進体制

当社グループでは、開発や⽣産のプロセスのみならず、販売からお客様の使⽤に⾄るすべてのプロセスにおいて、安全と品質の管理体制を構築してい

ます。店舗運営に関しては販売本部が統括し、カスタマーサービスセンターの運営などはEC販売部が担当しています。お客様からいただいた貴重な
ご意⾒は、各事業部や商品部、品質保証部、ゴールドウイン テック・ラボをはじめとする関連部⾨と連携し、後の製品開発やサービスの向上に⽣か
しています。

ブランド価値を最⼤化する店舗表現

当社グループでは、ブランド価値をお客様に伝えることができる最前線は店舗だと考えています。出店する地域、お客様の層によって、専⾨性の⾼

いショップ、ファミリー層に向けたショップ、ライフスタイルショップなど、さまざまなスタイルのショップを展開しています。それは品揃えだけで

はなく、店舗の内装、質感、⾳楽、⾹りなど、お客様の五感に訴え「居⼼地がよい」「⻑くここにいたい」と思わせるようなショップづくりを⽬指

しています。

お客様のニーズに寄り添った新たな店舗業態の開発

お客様との双⽅向コミュニケーションのさらなる向上を⽬指し、新たな販売業態の開発にも注⼒しています。フィールド隣接型店舗としては、北海

道・ニセコや⻑野県・⽩⾺にTHE NORTH FACE GRAVITYを展開し、ウエアやギアの販売だけでなく、製品・関連書籍の貸し出しやイベント開催な
ど、お客様の幅広い要望に対応しています。

東京都内にはランニングやトレーニングを軸としたアスレチックカテゴリーのフラッグシップストアTHE NORTH FACE Sphereや、関東最⼤⾯積を
誇る、初の“体験型” 店舗THE NORTH FACE CAMP、PLAY EARTH KIDS、NEUTRALWORKS.の3店舗をオープンしました。
これらの直営店舗を通じて、スポーツの新たな価値の探求や商品・サービスの提案を⾏っています。

THE NORTH FACE Sphere
アスレチックスポーツの新業態

THE NORTH FACE CAMP 恵⽐寿ガー
デンプレイス、PLAY EARTH KIDS恵⽐
寿ガーデンプレイス、

NEUTRALWORKS. EBISU

都会派アウトドアユーザー向け

THE NORTH FACE STANDARD
フィールド隣接型店舗

THE NORTH FACE GRAVITY
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販売スタッフ研修「セールスコンベンション」

当社グループでは、企画開発した商品の機能や⽤途、更には着⽤場⾯や

注意点などの情報を、直営⾃主管理店の店頭を通じて直接お客様にお伝

えして、新しい体験をご提案する双⽅向コミュニケーションに⼒を⼊れ

ています。

現在はコロナ禍のため休⽌していますが、年⼀回実施している接客ロー

ルプレイングコンテストの「セールスコンベンション」を通じて、販売

スタッフ⾃らの接客スキルの向上を⽬指しています。2022年度はコロナ
禍のため実施を⾒送りましたが、状況に応じて早期の再開を予定してい

ます。

お客様とのコミュニケーション

店舗は、お客様にスポーツを体験する機会を提供し、その魅⼒を積極的に提案する場でもあります。商品を提供する場としてだけでなく、お客様と

の⼤切なコミュニケーションの場として、イベントやワークショップ等も開催しています。

またお客様との双⽅向コミュニケーションは、店舗においてだけでなくインターネットを通じても強化しています。オンラインとオフラインの融合

（OMO）を進め、店舗やウェブサイト、ECサイト、SNS、blog、メールマガジンなど、お客様とのあらゆる接点で最適な購買体験や情報を提供し
ており、同じ情報を同じタイミングで提供することがお客様の信頼につながると考えています。

さらに、新しい遊びを創造する「PLAY EARTH PARK」の開催等、体験、発⾒、冒険など、プラスαの付加価値をご提案しています。これらのお客様
とのコミュニケーションから得た知⾒は、社内にフィードバックし、常に新たな商品・サービスの開発につなげています。

GOLDWIN WEB STOREのライブコマース
販売社員がSNSを通じてライブで商品の紹介をします。いただいたコメントにその
場でお返事するなど、双⽅向のコミュニケーションを図ります。

イベントやワークショップの開催

店舗では、さまざまなイベントやワークショップを⾏っています。お客様と接する

ことでいただいた貴重なご意⾒を、社内にフィードバックします。

お客様相談窓⼝

お客様からのお問い合わせは、ご相談内容に応じて下記3つの窓⼝を設置し、対応しています。応対にあたっては、お客様からのご意⾒・ご要望に真
摯にお答えするだけでなく、まだ⾔葉に表れていないお気持ちにまで⼼を寄せて、お客様との信頼関係構築に努めています。お客様からの貴重なご

意⾒は、社内にフィードバックし、商品やサービスの改善に繋げています。
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窓⼝ 概要

カスタマーサービスセンター ブランド、製品についてのお問い合わせ、ご意⾒・ご要望

GOLDWIN WEB STOREサポート GOLDWIN WEB STOREに関する各種お問い合わせ

リペアセンター 製品修理のご相談

窓⼝ 合計件数 電話件数 メール件数 内容 件数

カスタマー

サービスセン

ター

16,447 10,957 5,490

お問い合わせ 8,033

お叱り 183

ご意⾒・ご要望 1,830

お褒め 15

在庫照会 4,487

その他 1,899

GOLDWIN
WEB STORE
サポート

19,368 1,932 17,436

注⽂関連 10,267

サイト・IDに関するお問い合わせ 1,549

商品⼊荷 1,936

商品に関するお問い合わせ 2,905

商品クレーム申し出 2,711

リペアセン

ター
13,940 3,950 9,990

修理対応可否確認 6,122

修理申し込み⽅法 3,444

内容・納期確認 4,082

その他 292

応対品質の向上

お客様相談窓⼝にお問い合わせいただいたお客様との通話は録⾳させていただき、応対者は対象通話の録⾳を聞いたうえで、良かった点と改善すべ

き点をトレーナーとともに共有し、次の電話応対に活かされます。

お問い合わせ
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お客様の声を活かす仕組み

お客様相談窓⼝にいただいたお問い合わせ内容は、データ化されレポートにまとめて毎⽉すべての部⾨役職者で共有しています。また製品品質に係

る問題は担当する事業部や商品部、品質保証部、ゴールドウイン テック・ラボをはじめとする関連部⾨にフィードバックされ、再発防⽌や改善に取
り組む仕組みとなっています。

2022年度の主な改善事例

THE NORTH FACE 「バルトロライトジャケット」の改善

過去の製品は⾯ファスナーの摩擦により⽣地⽑⽻⽴ちや⽣地キズなどの

お申し出をいただいていましたが、やわらかい⾯ファスナーに変更し対

応しました。

これにより、お客様からの同様のご指摘は減少しています。

リペアセンターを通じた製品の改善

環境への関⼼の⾼まりなどにより、製品の使⽤期間は⻑期化する傾向にあり、「リペアセンター」への修理依頼も増加しています。2004年の時点で
年間3,500件程だった依頼は、2022年度は19,966件になりました。修理をご依頼されたお客様には、修理後にアンケートにお答えいただいていま
す。アンケート結果は関係した従業員にフィードバックされるとともに、新製品開発や改善などに活かされます。

【リペアの改善事例】

品名：THE NORTH FACE 「ドリズルジャケット」
内容：フロントファスナーが細くまたダブルファスナーのためスライダーが取れやすい

改善：現⾏製品をオープンファスナーに変更。お客様より修理依頼の際は無償修理対応でオープンファスナーに変更し修理対応。

品名：THE NORTH FACE 「クライムライトジャケット」
内容：フロントファスナーのスライダーが取れやすく、破損しやすい

改善：1回⽬は同じファスナーで修理したが、2回⽬の依頼の際には太い仕様のものへ変更対応。

ECサイト「GOLDWIN WEB STORE」におけるUI/UXの改善

お客様の声を反映し、ECサイトでのレイアウト・⽂字フォント・配⾊、ボタン配置などのデザインなどのUI（ユーザーインターフェイス）や、サイ
トをご利⽤された際に得られる体験や経験が快適かどうかの感覚であるUX（ユーザーエクスペリエンス）を改善しています。
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お客様満⾜の向上のための従業員教育

お客様満⾜のための最初の窓⼝は従業員であるという認識のもと、当社ではさまざまな従業員教育を継続的に⾏っています。

電話応対品質研修

お客様相談窓⼝では毎年、電話応対研修を⾏っています。23名の担当者を対象に、1名につき約40分、ランダムに抽出した通話の録⾳を聞いたうえ
で、良かった点と改善すべき点をトレーナーとともに共有し、改善しています。

ECサイト「GOLDWIN WEB STORE」におけるスタイル撮影研修

ECサイトでは、当社の店舗スタッフが製品を着⽤したスタイル写真
「スタッフスタイル」をご覧になり、ご購⼊いただくお客様が増えてい

ます。より分かりやすいスタイリング画像や動画を撮影するために研修

会を実施しています。2022年度は2回実施し、合計62名の従業員が受講
しました。

今後の課題

多くのお客様に当社グループのファンになっていただけるよう、お客様との対話を基点とした活動に注⼒していきます。特にお客様との接点である

店舗、ECサイトやカスタマーサービスにおいては、お客様の貴重なご意⾒を伺うとともに応対品質向上に引き続き取り組みます。
また、お客様からいただいた貴重なご意⾒を、品質向上のみならず今後の製品・サービスの開発に役⽴てていくためにも、経営層を含めた情報共有

の強化に向けて社内システムの⾒直しを⾏います。

さらに2023年度にはお客様のご意⾒を⽣かしたECサイトのリニューアルを計画しており、より使いやすくご満⾜いただけるサイトを構築する予定で
す。
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知的財産の管理

基本的な考え⽅

当社グループでは、企業理念の「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」ため、ゴールドウイン テック・ラボを中⼼にさまざまな研
究開発を⾏っています。当社の企業価値を構成する要素は、⾼付加価値のスポーツブランドの商標権ないしは販売権、ブランド価値を具現化するた

めの優れた創造⼒、企画開発⼒、製造ノウハウ、⾼品質維持体制、ブランド価値をお客さまに伝える店舗デザイン、販売ノウハウなど、さまざまな

知的資本で成り⽴っています。これらの知的資本を活⽤して、短期的な製品開発にとどまらず中⻑期的な企業価値向上のために、常識を突き抜ける

想像⼒と世界に貢献する⾰新的な開発で地球環境の改善を⽬指す努⼒を続けていきます。

事業における知的資本活動の仕組み

開発委員会

当社グループ独⾃の技術・機能に特化した⾼付加価値商品の開発を⾏う

ため、「開発委員会」を年6回開催しています。全社横断型で選出され
たメンバーによる会議体で、⼈的資本、知的資本など、社内の資本の最

⼤活⽤を⽬的としています。さらには、商品化・マーケティング戦略・

販売プロモーションを検討することで商品企画の⾼度化・効率化を可能

とし、組織を超えたノウハウの共有を図っています。当委員会で開発さ

れた「光電⼦®」は三浦雄⼀郎⽒のエベレスト登頂を⽀えた製品にも採

⽤され、開発、プロモーション等、ブランド横断型で展開しています。

「光電⼦®」は、着る⼈の肌から放射する遠⾚外線（体温）を、繊維に練り込んだ

超微粒⼦セラミックスが吸収し、⾝体に戻す⾼機能保温素材です
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特許意匠分科会、特許意匠作業部会

当社グループの知的財産を有効活⽤するべく、その⽅針および戦略を策

定するため、特許意匠分科会を年2回開催し、その下部会議にあたり、
より具体的な審議を⾏う「特許意匠作業部会」を年4回⾏っています。
特許、意匠、実⽤新案、ノウハウ等の知的財産に関する情報の共有化を

図り、当社ならではの⾼付加価値を、各ブランドを通じてお客さまに提

供しています。

また、審査を通じて出願の決定等を⾏うことにより、効果的かつ効率的

に知的財産の独占的権利化・保護を図り、他社の権利化防⽌と、類似品

の出現を抑える役割を担っています

ゴールドウイン独⾃の技術であるSMART SEAM®（スマートシーム）。縫い⽬をフ
ラットにすることで、縫い⽬が肌にこすれるストレスを軽減します

職務発明制度

従業員が職務上に成した、発明、創作、考案、ノウハウ等の知的財産に

対する報奨制度を設けています。特許意匠分科会において指定された知

的財産については、これを成した従業員に対してその評価に応じた報奨

⾦を、さらに事業への貢献度を定期的に評価し報奨⾦を付与していま

す。この制度は単に関連法規に基づくだけの機能にとどまらず、独⾃の

技術・機能に特化した⾼付加価値商品の開発意欲の向上に⼤いに貢献し

ています。

モータージャケット胸部エアインテイク。胸部のファスナーを⼆重構造にすること

で⾬天時の防⽔性と⾬天時以外の換気性能を両⽴。これまで以上に多くの⾵を導⼊

し⾐服内の蒸れを軽減します

取り扱いブランド⼀覧

当社独⾃のオリジナルブランドの他、オウンドブランド（商標権を取得したブランド）、ライセンス／ディストリビューションブランドなど、マル

チブランドによる事業を展開しています。各ブランドのグローバルオーナー企業と戦略的パートナーシップを組み、世界規模でブランドの価値を創

⽣し、その価値を向上するべくビジネスを展開しています。
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⼈材戦略の考え⽅と⼈的資本

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、当社で働くすべての従業員とSPORTS FIRST─スポーツを愛し、理解し、その魅⼒を⼀⼈でも多くの⽅々へ届けたいという想
いを共有しています。当社の企業価値は、従業員ひとり⼀⼈によるSPORTS FIRSTの実現を通じて達成されているもので、⼈的資本の最⼤化を⽬指
すことが、経営上の最重要項⽬となっています。

激変する社会と、厳しい経営環境下においても、持続可能な成⻑を⽬指すための「⼈事基本⽅針」として、当社では「不透明な環境下においても、

会社を持続的に成⻑させることができるプロフェッショナル⼈材の育成と確保を推進する」ことを掲げています。主管部⾨である⼈事部において

は、「持続的な会社の成⻑に不可⽋な⼈的資本経営遂⾏のため、経営戦略と連動した⼈事戦略を実⾏する」ことに加え、⼈材育成に注⼒し、組織の

活性化と会社の持続的成⻑に繋げ、グループ全体の多様な⼈材の活⽤を促す諸制度の導⼊と推進を⾏います。また従業員に寄り添いながら、エン

ゲージメントの向上を⽬指し、活⼒とプレイフルマインドに満ちた集団形成に向けた⼈材ポートフォリオを作成することを⽬指しています。さらに

は、⼈材管理に関するオペレーションについても「⾼度化と効率化を求める管理者になる」ことを念頭に置き、各施策に取り組んでいます。
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求める⼈物像

当社では「⼈事基本⽅針」の実現に向けて、「求める⼈物像」を定め、全社で共有しています。こうした⼈物像が当社の企業価値を⽀える⼈的資本

であると認識し、これを最⼤化するための各施策に取り組んでいます。

推進体制・責任者

管理本部本部⻑を責任者とし、⼈事部が⼈事基本⽅針に基づいた各施策の主管部⾨です。各施策はESG経営推進委員会および経営会議へ報告し、経
営会議を通して取締役会から監督・指⽰を受けています。また、グループ会社⼈事との連携ならびに、労働条件や職場環境、待遇⾯について従業員

代表であるゴールドウイン委員会と意⾒交換・改善案の協議を⾏っています。
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各施策の詳細は以下のページを参照してください。

ゴールドウインらしい企業⾵⼟の醸成

当社は創業以来、先⼈たちから受け継いだ知恵と技術を伝承し、ゴールドウインらしい企業⾵⼟を守りながら企業活動を⾏っています。活動の根幹

にあるのは、SPORTS FIRSTの想い。従業員のスポーツに対するリアリティを、製品とサービスのリアリティにつなげています。2022年度からは、
社⻑と社員が直接対話を⾏い当社のビジョンへの理解を深め⾏動指針とする社⻑講話研修（20〜25名ほどの⼩単位でミーティング）と、キャリア採
⽤者を対象に富⼭において当社の歴史を学び気づきを得る会⻑研修を⾏っており、それぞれ、計773名、211名が受講しています。

先⼈たちの功績を称え、その遺徳を偲ぶ「遺徳の碑」

富⼭県⼩⽮部市に建てられた「遺徳の碑」。さまざまな苦難を乗り越え

て会社の発展を⽀え続けてくれた先⼈たちの功績を称え、その遺徳を偲

びたいという創業者の⻄⽥東作が想いを込めて建⽴しました。毎年の株

主総会終了後には経営幹部全員が遺徳の碑を参拝しています。ただ過去

を刻み、とどめるためにではなく、創業時の熱い想いと絶え間なく続け

てきた努⼒を、現在、そして未来へと受け継いでいくための道標であ

り、さらなる発展へと向かう出発点でもあります。

情報の共有、⽬標の共有、会社の共有を実践

かつて富⼭県の⾼瀬神社や国泰寺などに場を借りて⾏っていた新⼊社員

や経営幹部たちの研修合宿では、問題や将来の課題をまとめ、⼀⼈ひと

りがどう取り組むかを考え、⼼を⼀つにすることの⼤切さを学びまし

た。早朝の掃除に始まり、講話や座禅で⼼の鍛錬に励むことは当社の伝

統⾏事となりました。現在では年⼀回、経営幹部が集まり会社の情報・

⽬標を共有する経営⽅針発表会に引き継がれています。

2022年度はコロナ禍のため、オンラインで開催しましたが、2023年度
は会場とオンラインとのハイブリッドでの開催をしました。

雇⽤・ダイバーシティ

働きやすい職場環境の整備

⼈材育成

公正な評価・処遇
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家族や先祖へ感謝し、遷宮による⽂化継承を学ぶ、伊勢神宮参拝

創業者の⻄⽥東作は、「世の中には⼈間の⼒の及ばないものもあります。迷った時は⼼を洗い、邪⼼を払って清浄な気持ちで神仏の前で、⾃分がど

うすればよいかを真剣に考えてみる。そうすると⾃然と歩く道が⾒えてくるのです」と語っていました。当社では毎年、厄年を迎えた従業員が伊勢

神宮を参拝しています。従業員⼀⼈ひとりが先祖や家族に感謝し健康を祈るとともに、20年に⼀度の遷宮の歴史を通じて、受け継ぐことの⼤切さを
学ぶ機会としています。

2022年度は33名の従業員が参拝しました。

新しい視点のインターネットメディアSPORTS FIRST MAG

SPORTS FIRST MAGでは当社の従業員やゆかりのあるアスリートのイ
ンタビューを通して、スポーツを⼀番に考える⼈たちのスポーツライフ

や、スポーツと仕事、スポーツに役⽴つノウハウなどを発信していま

す。上⼿か下⼿か、強いか弱いか、という基準ではなく「スポーツを⼀

番に考えるヒト、コト、⽣活、仕事」といった⽬線でスポーツを捉えた

新しい視点のメディアです。

2022年度は15名の従業員のスポーツライフを紹介しました。

SPORTS FIRST MAG 
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各種スポーツ⼤会への従業員の参加

当社では、160km以上のトレイルを⾛る国際的なトレイルランニング
レース、ウルトラトレイル・マウントフジや、富⼭県で開催される富⼭

マラソンなどに協賛するとともに、⼤会には多くの従業員が参加し、運

営／ボランティアスタッフとして参画するなど、業務の中でもSPORTS
FIRSTの実践に取り組んでいます。

2022年度の実績

イベント名 従業員の参加⼈数

北陸ウェルフェアゴルフトーナメント 24名

富⼭マラソン 27名

ウルトラトレイル・マウントフジ 42名

SPORTS FIRST AWARDS

SPORTS FIRST AWARDSは、ゴールドウインのタグラインであり私たち従業員の⾏動規範であるSPORTS FIRSTを実践している従業員を表彰する制
度です。前年度の活動（インターネットメディアSPORTS FIRST MAG）のなかから、最もSPORTS FIRSTを体現していると思われる従業員を社内の
投票によって選出し、その上位3名を表彰するもので、それぞれに⾦⼀封と特別休暇を授与しています。
2022年度は、憧れだった国際トレイルランニング⼤会 「ULTRA-TRAIL Mt. FUJI」を⾒事⾛り切った五嶋淳司がゴールドアワードを受賞し他、後藤
太志がシルバーアワード、森⼭俊介がブロンズアワードを受賞しました。

スポーツエール制度

スポーツエール制度は、スポーツに関わる従業員に対して、⼀過性のイベント参加では無く、⾼い⽬標を⽴てて継続的なチャレンジをしていただく

ために⽀援を⾏う制度です。

スポーツ⼤会だけでなく⼤会でのボランティアや指導者としての参加も対象となっており、各⾃のレベルにより、⾦銭補助、商品提供、特別休暇な

どで⽀援します。 2022年度は29名の従業員が制度を利⽤しました。

SPORTS FIRST MAG 
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ゴールドウイングループ委員会（従業員代表）

当社グループでは、店舗を除く各事業所で従業員代表を選任しています。また、従業員代表が執⾏部を担うゴールドウイングループ委員会を設置し、

労働組合に代わり法的に求められる労使協議を⾏い、36協定を含む必要な労使協定を締結しています。
従業員代表の選任にあたっては、管理職を除く全従業員（パート・アルバイトを含む）の投票により、年に1回実施しています。また、従業員に著し
い影響を及ぼす可能性がある重⼤な変更を実施する場合、従業員および従業員代表に対して事前に通知し、従業員代表との協議の上決定していま

す。従業員代表とは定期的に会議を実施しています。2022年度は⼈事制度評価のガイドラインを事前に説明するとともに、インターナルメディア
「COMPASS」による情報発信、育児・介護休暇などの⽀援、スポーツイベント、サステナビリティ推進等について、7回の会議を⾏いました。また
富⼭地区においては独⾃に10回の会議を⾏っており、上記のテーマに加え、労働安全衛⽣や地域におけるイベント等について話し合いを⾏いまし
た。

今後の課題

当社では、今後も⼈事基本⽅針に基づき各施策に取り組みます。2022年度に開始した新⼈事制度の運⽤に伴い、次年度以降は新制度への円滑な移⾏
と、従業員の理解促進に引き続き注⼒します。新制度により⽣産性向上を⽬指し、各制度改⾰とともに従業員の満⾜度調査を実施し、組織活性化を

図ります。また、経営⽅針に基づいたグローバル⼈材の育成や、ダイバーシティの推進を⾏い、⼈的資本の最⼤化を⽬指します。
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雇⽤・ダイバーシティ

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、「スポーツと環境を第⼀に考え、仕事と遊びに境界を引かない暮らしを営む」ことを重要な価値観として共有し、⽇々の業務

に当たっています。この価値観は、従業員それぞれの暮らし⽅・働き⽅・考え⽅を認め、個性を尊重し合うことにつながるものです。こうした考え

は「⼈権⽅針」に定め、性別や国籍、⺠族、障がいの有無、性的指向などによる⼀切の差別をせず、多様な⼈材確保に取り組んでいます。

2022年度よりジョブ型⼈事制度へと移⾏したことで、⼊社年次や年齢、新卒・キャリア⼊社を問わない、より公正公平で透明性のある運⽤が可能と
なりました。多様な⼈材が⾃⾝の能⼒・経験を活かしきり、活躍できる環境づくりに努めていきます。2023年度は、会社の持続的な成⻑に不可⽋な
⼈的資本経営の遂⾏のためタスクフォースを⽴ち上げ、諸制度の⽴案及び導⼊を進めます。

多様性確保の考え⽅

従業員⼀⼈ひとりの多様な経験やバックグラウンドは、事業を⽀え、成⻑させていく原動⼒となります。当社では、持続的な成⻑と企業価値の向上

を実現させるためには、従業員の多様な視点や価値観を尊重することが重要と考え、経験・技能・キャリアが異なる⼈材を積極的に採⽤しつつ、管

理職・エリア⻑・店⻑等の中核⼈材に⼥性・外国⼈・キャリア採⽤者であることの区別無く、積極的に登⽤しています。⽬標やKPIを具体化し、社内
外にその進捗を発信しながら着実に取り組みを進めていきます。2022年度はグローバル⼈材確保のための説明会を開催し、将来の海外⼯場での指導
者育成を⾒据えた技術職の採⽤を⾏いました。

従業員データ（グループ）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

従業員数（名）

合計 2,526 2,679 2,830 2,861 2,866

男 1,174 1,252 1,328 1,364 1,376

⼥ 1,352 1,427 1,502 1,497 1,490

外国⼈従業員数（名） 9 9 13 21 22

平均年齢（歳） 39.6 39.7 39.7 39.8 40.5

平均勤続年数（年） 12.4 12 11.8 11.7 12.1

管理職⽐率（％）

男 99.3 97.4 95.5 95.4 93.8

⼥ 0.7 2.6 4.5 4.6 6.2

⼥性役員⽐率（％） 7.7 14.3 15.4 16.7 14.3

新卒採⽤⼈数（名）

合計 31 39 30 34 14

男 14 19 18 20 8

⼥ 17 20 12 14 6
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  2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

キャリア採⽤⼈数

（名）

合計 173 137 127 108 33

男 96 65 58 48 18

⼥ 77 72 69 59 15

新卒社員3年定着率
（％）

合計 76.1 71 85.3 80.7 97.4

男 81.8 71.4 81.8 71.4 100

⼥ 70.8 70.6 87 88.2 95

離職者数

合計 215 252 175 214 240

⾃⼰

都合
197 214 144 186 201

契約

期間

満了

13 19 22 21 34

定年 1 2 1 2 2

会社

都合
4 17 8 5 3

離職率（％） 7.8 8.6 5.8 7.0 7.7
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雇⽤契約別従業員データ（グループ）

  2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

従業員⾮正社員⽐率（%） 62.9 64.7 65.7 64.4 65.1

正社員（名）

合計 936 947 970 1,019 1,001

男 483 492 503 524 521

⼥ 453 455 467 495 480

契約社員

（販売職以

外）（名）

合計 338 393 433 463 493

男 188 207 239 254 262

⼥ 150 186 194 209 231

契約社員

（販売職）

（名）

合計 820 905 978 997 972

男 399 442 467 474 465

⼥ 421 463 511 523 507

パート・アル

バイト（名）

合計 432 434 449 382 400

男 104 111 119 112 128

⼥ 328 323 330 270 272

従業員数

（名）
合計 2,526 2,679 2,830 2,861 2,866

その他

派遣社員

合計 37 33 44 35 32

男 5 2 4 0 1

⼥ 32 31 40 35 31

採⽤⽅針

当社では、採⽤⽅針として性別や国籍、新卒・キャリア、障がいの有無を問わず当社の価値観に共有いただける仲間を広く求めています。「不透明

な環境下においても、会社を持続的に成⻑させることができるプロフェッショナル⼈材の育成と確保を推進する」ことを「⼈事基本⽅針」として定

め、この実現に向けて「求める⼈物像」を全社で共有しています。こうした⼈物像が当社の企業価値を⽀える⼈的資本であると認識し、これを最⼤

化するための各施策に取り組んでいます。

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　66



求める⼈物像

登⽤審査

当社は業務経験等を重視し、新卒・キャリア、そして男⼥の区別なく平等な採⽤活動を⾏っています。企業⽂化、社⾵を理解していただくことを重

視する観点から、キャリア採⽤については契約社員での採⽤をしています。勤務するなかで⻑期的継続を希望する場合は、正社員登⽤審査を⾏って

おり、⾃⾝のキャリアを考えながらチャレンジすることができます。登⽤審査は、所属⻑の推薦の上、レポート提出、筆記試験、役員⾯接を実施し

ます。これまで1年に1回の開催でしたが2022年度からは年2回実施し、71名の従業員が登⽤審査により処遇変更しました。

インターンシップ

当社はスポーツ業界、アパレル業界を⽬指す⼤学⽣、⾼校⽣への教育⽀援活動として、インターンシップを実施しています。社会課題でもある若者

の失業率を改善するとともに、当社の業務を経験していただくことで業界の活性化を⽬指し、あわせて⾃⾝の業務が未来を創ることを実感していた

だいています。

東京地区では5⽇間の⽇程で、企業理解・販売実習・モノづくりの実習を⾏い、富⼭地区では3⽇間の⽇程で⽣産（主にプリント課）での業務を体験
していただきます。

2022年度は、東京地区は143名、富⼭地区は2名が参加しました。

⼥性活躍推進

ゴールドウインのSPORTS FIRSTの考えは、従業員のスポーツに対するリアリティを製品とサービスにつなげることで達成されます。その達成に
は、⼥性視点の発想⼒・価値観も重要と考えており、当社ではすべての従業員が能⼒を存分に発揮できる企業⾵⼟や環境づくりを進めるなかで、特

に⼥性活躍の推進に⼒を⼊れています。⼥性活躍推進においては、上位職志向において男⼥差があることを課題として捉え、⼥性管理職⽐率の向上

に加え、管理職候補となるリーダー職、エリア⻑・店⻑職への積極登⽤を重点⽬標として定め、取り組みを進めています。さらに、働きやすい職場

環境の整備を通じて、育児休業後フルタイムで復職できるよう柔軟な働き⽅を推進しています。
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⼥性活躍推進に関する⾏動計画

当社では、2020年に⼥性活躍推進法に基づく⾏動計画を策定しています。2021年度には⼦育て中の⼥性従業員を対象に、ワークライフバランスシー
トをもとにしたヒアリングを推進し、2022年3⽉までに実施率100％となっています。
⼥性の活躍機会を⼀層拡⼤すべく、2022年度には新たに2024年度までの3カ年の⾏動計画を策定しました。以下の3つの⽬標のもと、さらなる環境
整備を進めています。

⽬標1 育休からの復職者と管理者に対してのフォローアップ⾯談実施率100％

⽬標2 ⼥性従業員のキャリアアップ意識向上率10％増

⽬標3 男性育休推進実施により男性育休取得率30％⽬標

2022年度の実績

⽬標 2022年度

⽬標1 育休からの復職者と管理者に対してのフォ
ローアップ⾯談実施率100％

育休からの復職者との⾯談100％、管理者との⾯談は未実施のため、2024年3⽉
期100％⽬指す

⽬標2 ⼥性従業員のキャリアアップ意識向上率10％
増

2023年3⽉期アンケート1回⽬（キャリアアップ意識（管理職希望） 有36％）
2024年3⽉期に2回⽬を実施し、⽐較予定

⽬標3 男性育休推進実施により男性育休取得率30％
⽬標

男性育休取得数31名、
男性育休取得率67.4％、
平均取得⽇数18.6⽇

⼥性従業員のキャリア形成⽀援

⼥性管理職の拡⼤に向けて、現状の課題を把握し今後に活かしていくた

め、2021年より⼥性管理職ワークショップ「Woman’sチャットミー
ティング」を開催しています。初年度は、当社で働く20名の⼥性管理職
がオンラインで参加。まず⼈事部より⼥性活躍を推進する背景や考え⽅

について解説するとともに、参加者から事前に回答を得ていたアンケー

ト結果を共有しました。その後、「管理職になってみての気持ち」「⼥

性管理職が働きやすい会社にするために必要と思うこと」の2テーマに
ついてグループワークを実施し、活発に意⾒交換しました。2022年度
は、当社社外取締役の森⼝祐⼦⽒と秋⼭⾥絵⽒をお迎えし、⼥性の⽣き

⽅、仕事に対する思い、仕事と⼦育てとの両⽴、⼥性が社会で働くこと

の意義などについてお話を伺いました。また事前に回答を得ていたアン

ケート結果を共有し、「仕事の満⾜度」「キャリア形成の課題」「悩み

や困っていること」など、両⽒のご意⾒を伺いました。当⽇は対⾯で14
名、オンラインで193名が参加し、多くの男性社員も視聴しました。⼥
性従業員への研修・セミナーは今後も継続開催し、そのキャリア形成を

⽀えていきます。

⼀般事業主⾏動計画
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アンケート結果

キャリア形成の課題（回答数485）

家庭との両⽴ 24.9 ％

出産・育児 23.5 ％

性別における不平等 17.5 ％

⽉経不順・更年期障害など、ホルモンバランスの変化 9.9 ％

妊活 9.7 ％

介護 9.1 ％

学歴による不平等 5.4 ％

障がいのある従業員が活躍できる環境整備

ゴールドウインでは、ハンディキャップの有無に関わらず、多様な⼈材が活躍できる共⽣社会の実現を⽬指しています。障がいのある⼈が、それぞ

れの障がいの特性に応じて柔軟に働き続けられる環境整備に取り組み、2022年度の障がい者雇⽤率は2.42％となりました。また、障がいのある⼈だ
けでなく、LGBTQなどの多様性を持った⽅への理解と基礎的な知識を⾝に着け、サポート⽅法を学ぶためにユニバーサルマナー研修を実施しまし
た。

今後は、店舗を含めた職域の開発を⾏い、障がい者雇⽤を拡⼤していく予定です。その⼟壌づくりとして、障がい者雇⽤への理解促進の研修を、管

理職から順次実施していきます。

障がい者雇⽤率の推移（連結）

  2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

障がい者雇⽤率（％） 1.72 2.46 2.63 2.33 2.42
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「GOLDWIN KAWAGOE FARM」と「GOLDWIN HANNO FARM」の取り組み

ゴールドウインでは、スポーツを通じた豊かな暮らしの実現と、社会の

発展に寄与することを⽬指し、障がい者の就労・定着に取り組んでいま

す。その取り組みの⼀環として、株式会社スタートラインが展開する

「屋内農園型障がい者雇⽤⽀援サービスIBUKI」を活⽤し、埼⽟県川越
市に「GOLDWIN KAWAGOE FARM」と飯能市に「GOLDWIN
HANNO FARM」を開設しました。本農園では、2023年3⽉現在、
「KAWAGOE」は15名、「HANNO」は9名の障がいのあるスタッフが作
物の栽培や加⼯に従事しています。スタッフは就労中、

NEUTRALWORKS.で製作したユニフォームを着⽤し、ゴールドウイン
グループ従業員としての⼀体感を感じながら作業に当たっています。本

農園で⽣産したハーブは、東京本社の社員⾷堂でハーブティとして提供

するほか、各種イベントやNEUTRALWORKS.のノベルティとしても使
⽤し、2022年からはハーブティとして夏季限定でゴルフ倶楽部ゴールド
ウインのレストランメニューに採⽤されました。当社の⼈事担当者が積

極的に運営に参画し、障がいのあるスタッフが仕事に慣れ、定着して働

くことができるように⽀援や対応等を⾏っており、今後、この活動に対

する社内の認知・理解をさらに深め、障がい者雇⽤の重要性について従

業員の意識浸透を図っていきます。

⾼齢者再雇⽤制度

労働⼒⼈⼝が減少する今⽇、年齢を問わず、多くの⼈が⻑く現役で働き続けられる環境整備が社会全体で求められています。ゴールドウインでは⾼

齢者再雇⽤制度を設け、60歳の年度末で定年を迎える従業員のうち、希望があるすべての⼈を65歳になる年度末まで再雇⽤しています。2022年度の
再雇⽤者数は158名、再雇⽤率は82.3%でした。

⾼年齢者再雇⽤者数と再雇⽤率

  2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

再雇⽤者数（⼈） 12 29 75 84 158

再雇⽤率（%） 41.3％ 54.7％ 64.6％ 71.7％ 82.3％

LGBTQ（性的マイノリティ）に対する取り組み

個⼈を尊重し、多様化を促進する職場づくりの⼀環として、ゴールドウインではLGBTQの従業員にとっても働きやすい環境づくりを重視していま
す。性的指向や性⾃認に対する⼀切の差別的な⾔動をしないことを明確なグループの⽅針とし、研修などを通して社内への理解促進を図っていきま

す。また、LGBTQの従業員⾃⾝が希望する働き⽅の相談に応じるとともに、⼈事関連制度についても、従業員の同性パートナーに対して配偶者と同
じ対応がとれるよう整備を進める予定です。
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今後の課題

ゴールドウインは、包容⼒をもって⼀⼈ひとりの⼈格を⼤切にする企業であるために、多様な⼈材の雇⽤や勤務を可能とし、その能⼒を活かす職場

環境づくりを⽬指し続けます。

ダイバーシティ推進の上で⼤きな鍵を握るのが、従業員の意識改⾰です。今後はユニバーサルマナー検定の取得の促進と、LGBTQに関する理解を含
めるセミナーを実施する予定です。
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⼈材育成

基本的な考え⽅

「⼈」はゴールドウインの最⼤の資産であり、⼈材の成⻑こそが当社の成⻑の源泉となります。⾼い視座と⾰新性・創造性を持った従業員を育て、

多様なナレッジを共有していくことが組織を強くするという考えのもと、当社ではさまざまな⼈材育成施策を実施しています。

70年以上に亘り受け継いできたゴールドウインのDNAを伝承し、事業成⻑を推進していく⼈材輩出に向けて、2022年度には新⼈事制度をスタートし
ました。新たに策定した⼈材マネジメント⽅針では「不透明な環境下においても、会社を持続的に成⻑させることができるプロフェッショナル⼈材

の育成と確保を推進する」ことを⼈事基本⽅針とし、それに基づく「求める⼈材像」を明確にして⼈材育成の拠り所としています。

⼈材育成

ゴールドウインでは従業員⼀⼈ひとりの成⻑をサポートするため、⻑期的視点から研修制度を整備しています。階層別研修、管理職研修、選抜研

修、全体研修の4つの軸で、社内講師および外部講師によるプログラムを組み合わせ、創造性やイノベーションを引き出すさまざまな機会の創出を⽬
指します。2022年度は、会⻑研修や社⻑講話研修など、会社のトップと従業員が直接対話しエンゲージメントを⾼めることを⽬的とした、対象従業
員の広い研修を重点的に実施し、企業⾵⼟の醸成を図りました。またサプライチェーン全体におけるマネジメントを効率よく⾏うためのリーダーの

育成を⽬的に、選抜された従業員に対しサプライチェーンマネジメント研修を新たに⾏いました。2023年度は対象従業員を広げて実施する予定で
す。

研修受講状況・研修費総額（単体）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

全社共通の教育・研修の年間受講者数 のべ218名 のべ399名 のべ309名 のべ1,246名

全社共通の教育・研修費総額 7,451万円 7,734万円 4,667万円 5,025万円

従業員⼀⼈当たりの研修時間（平均） 2.01時間 2.64時間 2.39時間 3.64時間
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階層別研修

新⼊社員から中堅社員、管理職に⾄るまで、各階層に合わせた研修を実施しています。社員が現在の業務にあたる上で必要な要件を⾝に付けられる

よう⽀援し、全体の底上げを図ります。

主な階層別研修

研修

⼀⼈あた

りの

研修時間

（時間）

受講者（名）

研修⽬的・内容
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

新⼊社員研修 78時間 40 29 34 13

企画、⽣産、販売まで⾏って

いるスポーツメーカーの⼈材

として、⾃分の職種以外の業

務を研修で経験し、これから

の仕事に⽣かすことを⽬的

に、新⼊社員およびキャリア

採⽤の従業員は、当社の研究

開発施設「ゴールドウイン

テック・ラボ」において定期

的に研修を受講しています。

アーカイブコーナーで企業の

歴史を学ぶとともに、⾃らス

ポーツウエアをつくり上げる

縫製実習を通じて、ものづく

りの基本を学びます。

中堅社員研修 実施なし 22 19 14 実施なし

⾃⾝の対⼈⾏動の特⻑を理解

し、他者と絆を深めるポイン

ト（対⼈関係の社会的能⼒）

を学習 します。強い絆を持っ
たチームのあり⽅を体験的に

理解します。

昇格者研修 4時間 60 49 38 58

販売アルバイトからの社員登

⽤者を対象にした、マインド

セット、モチベーション向上

を⽬的とした研修

販売キャリア⼊社研修 3時間 11 43 28 25

販売キャリア⼊社者を対象に

した、マインドセット、モチ

ベーション向上を⽬的とした

研修

販売基礎研修 38時間 11 15 15 7
新卒販売職を対象にした、販

売の基礎を学ぶ研修
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管理職研修

管理職の社員に対し、組織を管理する上で⽋かせないマネジメントスキル等を磨く研修を提供しています。2022年度は新⼈事制度の導⼊にあたり、
制度の理解と評価軸の共有のため、評価者勉強会とフィードバック⾯談の説明会を実施しています。

主な管理職研修

研修

⼀⼈あた

りの

研修時間

（時間）

受講者（名）

研修⽬的・内容
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

新任リーダー研修 実施なし 24 23 30 実施なし

初めて管理職になる従業員を

対象に、ゴールドウインの管

理職としての基礎知識・ベー

スつくりを⾏います。

新任マネージャー研修 21時間 13 25 16 90

ゴールドウインの今後を担う

マネージャーとして活躍する

ために、以下の3点について学
ぶ研修です。

①マネージャーに求められる

基本的な役割について

②チームを活性化し運営する

スキルと、チームメンバーに

対する指導・⽀援スキル

③マネージャーとしての⾃⼰

理解

マネジメント基礎研修 15時間 ― 85 27 21 店⻑の役割を理解する研修

ミドルマネジメント研

修
36時間 4 0 10 15

部⻑職以上を対象とした、ビ

ジネスリーダーとして必要と

なる経営スキルの体系的な修

得と全社的な経営視点の養成

を⽬指すプログラム（12回）

新任エリア⻑研修 0時間 0 20 6 0
健全な店舗運営の実現に向け

て、エリア⻑としての役割を

認識する研修

新任管理者研修 3時間 26 30 19 21
新任店⻑としての管理者業務

の習得を⽬的とした研修

マネジメント研修 11時間 未実施 未実施 未実施 126
部⻑職に対して、マネジメン

トの向上を⽬的とした研修

（2022/年7回）

新⼈事制度評価者研修 2時間 126

新⼈事制度の導⼊にあたり、

制度の理解と評価軸の共有の

ため、評価者勉強会とフィー

ドバック⾯談の説明会
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選抜研修

優秀な社員を選抜し、ゴールドウインの将来を担う幹部候補として戦略的に育成しています。さまざまな研修を通し、実践的な知識や専⾨スキルの

習得を促します。2022年度は、キャリア採⽤者を対象に、本店のある富⼭地区で1泊2⽇の会⻑研修を実施し企業⾵⼟の醸成を図りました。またサプ
ライチェーン全体におけるマネジメントを効率よく⾏うためのリーダーの育成を⽬的に、選抜された従業員に対しサプライチェーンマネジメント研

修を⾏いました。2023年度は対象従業員を広げて実施する予定です。

主な選抜研修

研修

⼀⼈あた

りの

研修時間

（時間）

受講者（名）

研修⽬的・内容
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

若⼿選抜研修 20時間 6 0 18 6

選抜者を対象とした、ビジネスパーソン

が成果を上げ続けるために⾝に付けてお

くべき論理思考⼒（問題解決⼒やコミュニ

ケーション⼒、意思決定⼒など）を鍛え

ることを⽬的としたプログラム。

IFI研修 実施なし 1 1 7 実施なし

（MD編）マーケティング、ブランデン
グ、マーチャンダイジング等の知識の習得

また、営業⼒の強化、VMD、在庫管理等
の販売に結び付く実践的な内容を学ぶプ

ログラム。

（店舗運営編）販売促進や営業⼒強化、

店舗運営とVMDを含め、ブランド資産を
増やせる店舗⼈材を⽬指すプログラム。

サービス・接遇

研修
14時間 0 60 40 80

サービスに型を学び、顧客感動へ導く応対

スキルを⾝に着ける研修

指導者養成研修 14時間 0 0 7 19
指導者としての効果的な部下育成の⽅法を

学ぶ研修

会⻑研修 13時間 211

キャリア採⽤者を対象に、本店のある富

⼭地区で1泊2⽇の会⻑研修を実施してい
ます。研修初⽇は講義形式で会⻑よりゴー

ルドウインの歩みを学んだのち、会社の

発展を⽀えた先⼈たちを偲ぶ「遺徳の

碑」、ゴルフ倶楽部ゴールドウインを⾒

学。研修⼆⽇⽬はグループの物流機能を担

うゴールドウインロジテムを⾒学後、トッ

プアスリートたちとのモノづくりに関す

る話を講義形式で聞いた後に、直接モノ

づくりに触れる機会としてゴールドウイン

テック・ラボで、プリント・縫製の技術研

修に参加します。ゴールドウインの歴史や

企業⾵⼟に触れるとともに、当社の技術

⼒の優位性について社員が理解できるプロ

グラム内容になっています。
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全体研修

全社員を対象とした、各種研修プログラムを整備しています。積極的な受講を促し、ゴールドウインの⼈材⼒強化につなげています。2022年度は、
社⻑⾃らが従業員と直接対話し意⾒交換をしながらエンケージメントを⾼める社⻑講話研修を⾏いました。研修は1グループ20〜25名程度の⼈数で
構成され、販売職以外の従業員を対象に実施しています。2023年度は対象を販売職の従業員へ拡⼤し、実施する予定です。

全体研修

研修

⼀⼈あたりの

研修時間

（時間）

受講者（名）

研修⽬的・内容
2022
年度

社⻑講話研修 2時間 773
ゴールドウインの理念や将来ビジョンを社⻑⾃ら社員に向けて直接

発信・共有し、理念の浸透を図るプログラム内容

その他の研修

School of S2AT

当社は、従業員⼀⼈ひとりの創造性を育む独⾃の研修プログラムSchool
of S²AT（スクール・オブ・サット）を、2020年11⽉から全従業員を対
象に運営しています。S²ATはスポーツ、サイエンス、アート、テクノロ
ジーの頭⽂字で、実際のフィールドで、さまざまなことを体験しながら

直感と感性を磨くことを⽬的に、各分野の最前線で活躍されている⽅々

を定期的にお招きし、従業員によるファシリテーションで⾏う、社内⼤

学ともいえるプログラムです。2022年度は計6回、オンラインでの講習
を実施しました。

海外語学研修

海外事業を⽀えるグローバル⼈材の育成のため、⼊社3年⽬以上の正社員・契約社員（販売職を含む）を対象に、海外語学研修の参加者を社内公募
しています。希望者は上⻑の推薦を受けて応募し、書類選考と⾯接を経て、最終的に経営会議で選出されます。選出された社員は帰国後の配属部署

を事前に決定した上で、6カ⽉間ホームステイをしながら語学⼒を磨き、現地のゴールドウイン店舗でも経験を積みます。 2018年度から2020年度ま
でに2名がこの研修制度を利⽤しました。これまでの実施国はアメリカです。2022年度以降はコロナ禍により実施を⾒送りましたが、状況に応じて
早期の再開を予定しています。

サステナビリティ研修会「“GREEN IS GOOD” ワークショップ」

ゴールドウインでは、「GREEN IS GOOD」のコンセプトのもと、環境負荷の低減・環境にやさしい商品開発を⽬指しており、環境に配慮した商品
の開発や仕組みを取り⼊れることで、持続可能な社会の構築に少しでも貢献していきたいと考えています。環境に対する考え⽅を統⼀して、今後の

商品企画に積極的に⽣かせるように定期的にサステナビリティに関する研修会を⾏っています。毎回環境に関する講演を聞くとともに、テーマを

もってワークショップを実施し、環境に対する意識の向上を⽬指しています。2022年度は、当社の従業員代表組織であるゴールドウイングループ委
員会が中⼼となり、GREEN IS GOODに関する講演とワークショップを⾏いました。株式会社JEPLANの⾼杉賢治⽒を講師にお招きし、服の環境問
題や、⾐類の回収からリサイクルに⾄るまでのプロセスについてお話を伺いました。ワークショップでは、講演の内容をふまえて、店頭に実際に設

置している回収ボックスに集まった⾐類の組成表⽰を⾒て、分別する作業を体験しました。コロナ禍における開催のため、対⾯では販売職19名、内
勤者17名の参加でしたが、オンラインでの参加や後⽇のアーカイブ視聴も⾏いました。
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ユニバーサルマナー研修

従業員⼀⼈ひとりの多様な経験やバックグラウンドは、事業を⽀え、成⻑させていく原動⼒となります。ゴールドウインでは、持続的な成⻑と企業

価値の向上を実現させるためには、多様な視点や価値観を尊重することが重要と考え、ダイバーシティインクルージョンを推進しています。2022年
度はその取り組みの⼀環として、障がいのある⼈やLGBTQなどの多様性を持った⽅への理解と基礎的な知識を⾝に着け、サポート⽅法を学ぶために
ユニバーサルマナー研修を実施しました。⽇本ユニバーサルマナー協会代表理事の垣内俊哉⽒を迎え、「バリアバリュー〜障害を価値に変える〜」

をテーマに、全従業員を対象に講演を実施しました。講演はオンラインで実施し、後⽇アーカイブ視聴も⾏いました。2023年度はユニバーサルマ
ナー検定3級の受講の補てんも⾏う予定です。

接客ロールプレイングコンテスト「セールスコンベンション」

ゴールドウイングループでは、企画開発した商品の機能や⽤途、さらに

は着⽤場⾯や注意点などの情報を、直営⾃主管理店の店頭を通じて直接

お客様にお伝えして、新しい体験をご提案する双⽅向コミュニケーショ

ンに⼒を⼊れています。年⼀回実施している接客ロールプレイングコン

テストの「セールスコンベンション」を通じて、販売スタッフ⾃らの接

客スキルの向上を⽬指しています。2022年度はコロナ禍のため実施を⾒
送りましたが、状況に応じて早期の再開を予定しています。

海外赴任者研修

ゴールドウイングループでは、海外赴任が決まった従業員に対して、赴任前研修を⾏っています。語学研修の他、パスポート、ビザ、保険、健康診断

関連などの各種⼿続きや、赴任後の住まい、⼦⼥の教育等、海外における⽣活を総合的に学びます。2022年度はコロナ禍のため海外赴任者がありま
せんでしたが、今後は状況に応じて実施する予定です。

従業員のキャリア開発⽀援

ゴールドウインでは、従業員が多彩な能⼒を開発し、⾃ら希望するキャリアを実現していけるよう、ワークショップの開催や⾯談を通したさまざま

な⽀援や、技能検定の補助等を⾏なっています。また、配属先の決定にも、従業員⾃⾝の希望を反映しやすい仕組みを整えています。さらに、従業

員の製造技術・技能の向上や、繊維製品の品質・性能の向上を図ることを⽬的とした各種検定・資格の受験料の補助を⾏い、従業員のさらなるキャ

リアアップを⽀援しています。2023年度からは、これまで年2回だった上⻑との⾯談を4回⾏うことにより、従業員のキャリア形成をバックアップす
る体制を整える予定です。
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キャリアアンドディベロップメント（C&D）

ゴールドウインでは年1回、部⻑職以下の全従業員（契約社員も含む）にキャリアデベロップメントカードへの回答を求めています。これは、オンラ
インアンケート形式で⾃⾝のキャリアへの考え⽅や業務上の課題について尋ねるものです。アンケート項⽬には異動の希望に関するものも含まれ、

全社的な⼈材配置の資料として活⽤されます。キャリアデベロップメントカードを通し、従業員は今後⾃分がどのように働きたいかを会社に伝え、

所属部署や勤務地の選択に主体的に関わることができます。

2022年度は内勤者103名、販売職161名が異動希望を出し、そのうち17名が希望部署に異動しました。

社内公募制度

新規部署の⽴ち上げなどにあたり、その部署に希望する⼈材を配属できるよう、当社では必要に応じて社内公募を⾏っています。応募した従業員は

該当部署および⼈事部の審査を受け、業務に必要な基準を満たしていると判断された社員の中から厳正に選出されます。社内公募は不定期で、2022
年度の実施はありませんでした。従業員の希望を重視した異動の仕組みとして、2023年度以降は状況に応じて実施する予定です。

技能検定等の補助

ゴールドウインでは、従業員の製造技術・技能の向上や、繊維製品の品質・性能の向上を図ることを⽬的とした各種検定・資格の受験料の補助を⾏

い、従業員のさらなるキャリアアップを⽀援しています。

各種検定・資格補助⼀覧

検定・資格名 頻度 負担⾦額 現在の認定者数 うち、2022年度認定者

婦⼈⼦供服既製服縫1級、
2級

毎年実施

受験料の半額を会社が負

担
23 1級/2名、2級/1名

繊維製品品質管理⼠

（TES）試験
受験料の全額を会社が負

担
90 7名

婦⼈⼦供服既製服パター

ンメーキング1級、2級

2年に1回

受験料の半額を会社が負

担
10 0

縫製機械整備 1級、2級
受験料の半額を会社が負

担
41 1級/2名、2級/3名

キャリア相談室・キャリアワークショップ

従業員⼀⼈ひとりが、（1）社会の変化から今の⾃分の状況を客観的に⾒ることができ、（2）変化に気づき、理解し、⾃分のなかに取り⼊れること
を体験し、（3）未来を⽣き抜くための⾃分⾃⾝の⼒を考える機会を提供するために、定期的にキャリアコンサルティングを実施しています。さらに
年に1回、「50、55歳」「40、45歳」「30、35歳」の年齢別のキャリアワークショップを開催しており、それぞれのライフステージに応じて従業員
が⾃分のキャリアを⾒つめ直すきっかけを提供しています。

2022年度の50sキャリアワークショップには、50歳32名、55歳15名（フォローセッションでは50歳32名、55歳9名）、40sキャリアワークショップ
には40歳20名、45歳14名（フォローセッションでは40歳14名、45歳10名）、30sキャリアワークショップには30歳17名、35歳12名が参加しまし
た。また、キャリア相談室として、希望者にはキャリアコンサルタントによる個別⾯談を通年で実施しています。
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利⽤者の声

（役に⽴った⾃由記載）

30代の声

40代の声

50代の声

今後の課題

当社では、2022年度よりスタートした新⼈事制度のもと、会社としての育成⽅針や求める⼈材像をより明確に従業員に⽰していくことに注⼒してい
ます。⼈的資本を最⼤化するため、積極的に能⼒開発を⽬的とした研修を⾏い、従業員⼀⼈⼀⼈が⾃⾝のキャリアアップを考えられるような環境を

整備し、従業員の⾃⼰啓発を加速させ、チャレンジする気持ちを⾼める制度運⽤を⽬指します。また、当社がどのような⽀援策を⽤意しているか

を、従業員⼀⼈ひとりに分かりやすく伝えていきます。

リモートかつキャリア⼊社が増えているなかで、他部署の同年代とのつながりができてよかった・

同年代の仕事への姿勢、取り組み⽅などを知ることができ、参考になりました。・

インプットだけでなく、特にグループワークでのアウトプットと講師の⽅など他の⽅からのフィードバックを通じて、⾃分のキャリアに

ついて頭の中を整理することができました。アウトプットできたことが特に良かったと感じています。

・

キャリアを振り返り、⾃分⾃⾝の強みを改めて発⾒できた。さまざまなキャリアの⼈と話すこと、社内の他部署の同世代と話すことで

新しい視点をもらった。

・

グループの⽅に伝えることを通して、改めて⾃⾝のキャリアの整理や振り返りができて良かった。同世代の⽅々の事を知ることができて

良かった。

・

この年齢は、新卒採⽤をしていないので、共感できる内容や、気づかされること、得られることが、多かったです。・

50代の働き⽅、気持ちの持ち⽅について考える機会がもてました。・

これまでの⾃分のキャリアを改めて⾒直す事が出来て、さらにこれからの10年をどのように過ごしていくためにいろんな視点で考える
良い機会になりました。

・

⾃分の過去のキャリアを再確認することができた。また、同世代の皆さんの悩みや今思っていることなど聞くことができて⾃分⾃⾝も

安⼼できた部分があるし参考にもなった。

・
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働きやすい職場環境の整備

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、⼈材を最⼤の資産として捉え、「スポーツと環境を第⼀に考え、仕事と遊びに境界を引かない暮らしを営む」ことを重要な価

値観として共有してきました。すべての従業員が能⼒を最⼤限に⽣かし、やりがいを感じながら働き続けられるよう、時代に合わせたサポートを絶

えず進化させていく必要があると考えています。従業員⼀⼈ひとり異なるライフステージや働き⽅へのニーズを踏まえ、⾼い⾃由度をもって対応で

きる制度の整備・運⽤に注⼒します。従業員が安⼼して仕事に集中できる環境づくりを通し、職場全体の⽣産性・パフォーマンス向上を⽬指してい

ます。

ワーク・ライフ・バランスの推進

従業員がワーク・ライフ・バランスを実現し、健康に、充実感をもって働ける適切な労働時間を実現するため、過重労働の防⽌や年次有給休暇取得

率の向上に取り組んでいます。

過重労働の防⽌

当社では、2020年度から業務効率改善のための棚卸を実施し、ネットワーク制限やテレワーク制度の導⼊を通して、全従業員の時間外労働時間の削
減に取り組んでいます。就業時間の管理においては、PCの起動・終了時刻を毎⽇レコーディングし、上⻑にそのログデータを⾃動配信することで、
部下の働き⽅への意識を促しています。また、労働時間が⼀定基準を超える従業員がいる場合、⼈事部がその部⾨の管理監督者に働きかけ、改善策

の策定を求めています。2021年度には時差出勤制度、2022年度には中抜け有給休暇制度を開始し、柔軟に働く環境を整備し過重労働防⽌を推進して
います。2022年度は、全社従業員の年間時間外労働時間の削減に取り組みましたが、事業拡⼤に伴い労働時間が増え、結果として従業員⼀⼈あたり
年間時間外労働時間は155.5時間となりました。これを踏まえ、2023年度も削減のためさらなる取り組みを推進しています。具体的にはタイムカー
ドによる勤怠時間とPCのログイン時間を⼀元化し、実績の⾒える化等の施策を計画しています。
従業員の時間外労働時間の推移は、3カ⽉に⼀度、ESG経営推進委員会でも報告しています。

従業員⼀⼈あたり年間労働時間

  2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

従業員⼀⼈あたり

年間総労働時間
1,829.0時間／年 1,830.9時間／年 1,788.9時間／年 1,802.8時間／年

従業員⼀⼈あたり

年間時間外労働時間
179.9時間／年 137.9時間／年 145.2時間／年 155.5時間／年

年次有給休暇取得率の向上

当社では、従業員の健康維持・増進や、働きやすい職場環境づくりを進めるため、年次有給休暇取得率の向上に取り組んでいます。各部⾨で有給取

得率75%上の達成⽬標を定め、所属⻑の責任ものと、取得推進に取り組んでいいます。取得状況は毎⽉、部⾨ごとの⼀覧で回覧され、進捗率を全社
で共有しています。

2022年度の年次有給休暇取得率は83.3％となりました。
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年次有給休暇取得率の推移（単体）

  2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

有給休暇取得率 84.0％ 79.7％ 85.8％ 83.3％

育児・介護との両⽴⽀援

従業員が仕事と育児・介護を両⽴できるよう、さまざまな⽀援を⾏なっています。特に育児⽀援では、⼦どもが⼩学校4年⽣になるまで時短勤務を利
⽤できるようにするなど、法定を超えた制度を充実させています。また、本⼈および配偶者が妊娠した従業員に対し、育児休業をはじめとする制度

の個別周知・意向確認を徹底しています。2022年度は、育児・介護休業法改正にともない、10⽉より出⽣時育児休業制度を開始しました。制度の開
始前には、拡充と社内の⾵⼟づくりを⽬的に、管理職向けと全従業員向けの2種類に分けて「男性の育児休業取得推進セミナー」を実施しました。
新制度は取得期間と⽇数が限定されているため、出⽣時育児休業制度の枠を超えて通常の育児休業を取得するなど選択肢が広がり、育児休業の取得

者増加に寄与しています。また2023年度は働きやすさについて従業員アンケートを実施し、それらの意⾒を活かしながら、さらに働きやすい職場環
境の整備づくりを⽬指します。
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制度利⽤実績

制度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

育児休業制度利⽤者数（名）

男 0 3 7 13 31

⼥ 24 28 33 52 44

育児休業の取得平均⽇数（⽇）

男 0 111 33 26 19

⼥ 337 324 351 238 372

育児休業後の復職率（%）

男 0 100 100 100 100

⼥ 95.8 96.4 94.7 96.8 94.6

育児短時間勤務制度利⽤者数（名）

男 0 0 0 2 1

⼥ 9 20 26 26 35

介護休暇制度利⽤者数（名）

男 5 7 11 10 10

⼥ 7 9 13 20 18

介護休業制度利⽤者数（名）

男 0 0 0 2 0

⼥ 1 0 0 0 1

介護短時間勤務制度利⽤者数（名）

男 0 0 0 0 0

⼥ 0 0 0 0 0

看護休暇制度利⽤者数（名）

男 9 20 24 53 71

⼥ 41 58 97 96 117
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その他の⽀援制度と利⽤者数

制度 概要
2020年度利⽤者
数（名）

2021年度利⽤者
数（名）

2022年度利⽤者
数（名）

産前産後休業
出産予定⽇の46⽇前および出産後
56⽇間の休業制度

28 51 33

配偶者出産休暇
配偶者の分娩のための特別休暇付

与制度
22 21 14

出⽣時育児休業

育児休業制度とは別に⼦の出⽣後

8週間の期間内に4週間以内の休業
を取得できる制度

- - 6

⼆重保育料⽀援
フル勤務継続のための保育料⽀援

制度
0 0 0

駐⾞場代補助
保育園送迎のための駐⾞場代⽀援

制度
1 0 1

男性の育児休業取得推進セミナーの実施

2022年度は、育児・介護休業法改正にともない、制度の拡充と社内の⾵⼟づくりを⽬的に、4⽉に管理職向けと全従業員向けの2種類に分けて「男性
の育児休業取得推進セミナー」を対⾯とオンラインのハイブリットで実施し、男性の育児休業取得率は67.4%となりました。今後も制度について分
かりやすく発信し従業員の理解促進を図り、男性の育児休業取得がしやすい環境づくりを⾏います。

セミナーの実施実績

種類 所要時間 対象者 内容

管理職向け：男性の育

児休業取得推進セミ

ナー

約1時間 約400名
育休推進動画視聴、なぜ男性育休？変わりゆく社会環境、男性育休

の現状、これからのチームマネジント、育児休業制度

全従業員向け：育児休

業取得推進セミナー
約45分 約3,100名

育休推進動画視聴、育児休業制度、育休取得による周りへの影響、

育休取得しやすい職場作り
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セミナー参加者のコメント

（本社勤務管理職）

「男性育児休業の義務化」という⾔葉をニュース等で⽬に触れる機会が増えておりましたが、今回の育児休業取得推進セミナーを受講し、

「男性育児休業の義務化」とは、「個⼈にとっての本制度取得の義務」ではなく「企業として本制度の取得対象者に対する説明義務」であ

ることを初めて理解することができました。

また、本制度の取得によって全てを解決できるわけではなく、職場や家庭の状況に合わせて、周囲と相談し最善の⽅法を考えることの必要

性についても理解できました。

管理職として、育児を終えた⽅の復帰が⼤きな戦⼒となるということを念頭に置き、育児・介護制度は少⼦⾼齢化社会には必要不可⽋であ

り、環境を整えた企業に⼈材が集まるという考えのもと職場環境を整えていきたいと思います。

実際に育児休業を取得した男性社員のコメント

（販売スタッフ）

育児休業を取得しようと思ったのは、妻が⾥帰り出産をしていると、休みのたびに⼦どもに会いに⾏くことは難しく、⼀緒に過ごす時間が

少なくなってしまう事を懸念していたからです。また、新⽣児という限られた期間の育児に参加したいと思ったことも⼤きな要因です。し

かし、周囲で実際に育児休業を取得している⼈がいなかったこともあり、情報が少なかったので、⾦銭⾯やキャリアに影響があるかもしれ

ないと悩みました。思い切って上司に相談し、育児休業を取得した事で、「ワーク・ライフ・バランス」がとれ、今後のキャリアを創造し

ていく上で漠然と抱いていた不安が安らぎました。そして、キッズ商品に対してより親しみが持てるようになりました。

家族のそばにいないと分からない事も沢⼭あると思うので、より多くの従業員にこの制度を利⽤して欲しいです。

管理職向けセミナー 全従業員向けセミナー

ママ・パパ相談室

2021年6⽉、育児中の従業員への⽀援窓⼝となる「パパ・ママ相談室」を設置しました。これまでにも⼥性活躍推進法に則り、出産・育児というラ
イフステージを迎えた⼥性従業員への⽀援を充実させてきましたが、今回の窓⼝設置は、男性従業員の育児参加の加速を⼤きな⽬的のひとつとして

います。2022年度は、メールマガジンやチラシ配布、個別相談などを通し、従業員が利⽤できる制度の周知と利⽤促進に努めました。
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2022年度相談実績
期間：2022年4⽉〜2023年3⽉/相談件数：240件/相談⽅法：電話7割・メール3割

相談時期 件数 相談内容

産休前 3割

育児休業延⻑時 2割

男性社員育休取得前 2割

復帰後の相談 2割

働きがいのある職場の実現

ゴールドウインでは、従業員が仕事を楽しみ、誇りや連帯感をもって能⼒を発揮できる職場づくりに注⼒しています。当社が「スポーツと環境を第

⼀に考え、仕事と遊びに境界を引かない暮らしを営む」ことを実践していく上で、従業員の価値観を尊重し、多様な働き⽅を選択できる環境整備は

⽋かせません。ゴールドウインらしい働きがいある職場を追求することで、従業員のエンゲージメントを⾼め、持続的成⻑へとつなげていきます。

働きがいの向上を⽬指す制度の導⼊

制度 概要 2022年度実績

永年勤続制度

⻑期にわたって勤務する従業員に対し、休暇と⾦⼀

封を⽀給する制度。勤務10年、20年、30年、40年で
それぞれ設定。

勤務10年： 44名
勤務20年： 8名
勤務30年： 42名
勤務40年： 53名

バカンス休暇

販売職を対象にした、連続で10⽇間の休暇が取得で
きる制度。私⽤休を組み合わせることで、最⻑14⽇
間までの休暇を取得できる。レクリエーションや家

族との時間などに役⽴てるよう推奨。

対象者867名、うち取得希望者834名、うち取得者
830名（取得率：対象者総数95.7％、取得希望者
99.5％）

スポーツエール制度

⼀過性のイベント参加では無く、⾼い⽬標を⽴てて

継続的にスポーツ活動や⼤会のボランティア、指導

者に励む従業員に対し、⾦銭補助、商品提供、特別

休暇などで⽀援する制度。

29名

制度・給付⾦・申請の仕⽅説明・

産休前にやるべきこと・

産休開始時期について・

パパの育休について・

産休前の体調不良相談・

保育園に⼊れない、延⻑に関する相談・

就労証明書について・

復帰タイミングについて・

制度・給付⾦・申請について・

出⽣時育児休業について・

取得時期・期間の相談・

社会保険料免除について・

時短勤務について・

⼩学校⼊学後の働き⽅相談・
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多様な働き⽅の推進

従業員それぞれが働き⽅への多様なニーズを持つ中、働く時間・場所の柔軟性を⾼めていくことは、業務の効率化や⽣産性の向上につながると考え

ています。すべての従業員が働きがいを⾼め、⾃⼰成⻑の機会を得られるよう、多様な働き⽅を⽀えるさまざまな制度を導⼊しています。これまで

あった時差出勤制度に加え2022年度からは中抜け有給休暇制度を開始しました。それに伴い働きやすさについてグループ会社含む全従業員にアン
ケートを実施し、65%の従業員から回答を得ました。アンケートの結果から、制度の周知徹底や取得しやすい職場環境、申請⽅法の改善などさまざ
まな課題が⾒え、2023年度はそれらの意⾒を活かしながら、さらに働きやすい職場環境の整備づくりを⽬指します。

アンケート回答結果の⼀部より

利⽤しづらいと感じた⽅、理由を教えてください

事前申請が使いづらい・

業務・職種の関係で使えない・

所属部署の雰囲気・使っている⼈がいない・

上⻑の認識に相違があると思われる・

制度⾃体が周知されていない・

会社⽀給のスマートフォンでも勤怠管理ができるようにしてほしい・
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多様な働き⽅を⽀援する制度

制度 概要 対象

有給休暇の半⽇・

時間単位での付与

【⽬的】

労働者のさまざまな事情に応じて、柔軟に休暇を取得できるよ

うにする為

【内容】

半⽇単位及び年５⽇の範囲内で時間単位での取得が可能

社員・契約社員・パートアルバイト

副業許可制度の導

⼊

【⽬的】

①社内では得られない知識、スキルの獲得

②社外から新たな知識・情報や⼈脈を獲得することによる事業

機会の拡⼤

③従業員の⾃律性・⾃主性の涵養、優秀な⼈材の獲得・流出の

防⽌

【内容】

①個⼈事業主型

②企業秘密が漏洩する可能性がないこと

③会社の事業と競合関係にないこと

④定時時間外の副業を許可するため、健康上や職務の能率に悪

影響が出ないこと

社員・契約社員の内、副業を⾏うことを認め

られた者

テレワークの導⼊

【⽬的】

新たな価値創造、⽣産性向上による企業収益への貢献、従業員

のゆとりある⽣活及び災害や感染症等への対応を⽬的とする

【内容】

⾃社オフィス以外の場所において情報通信機器を利⽤して業務

を⾏う

①在宅勤務

②モバイルワーク

③サテライトオフィス

社員・契約社員・パートアルバイトの内、テ

レワークで業務を⾏うことを認められた者

サテライトオフィ

スの設置

【⽬的】

⾃宅でのテレワークが困難な従業員へのワーキングスペースの

提供により多様な働き⽅に対応する

【内容】

サテライトオフィス運⽤会社と契約、事前申請した従業員の利

⽤を許可している

⼀部地域社員

時差出勤制度の導

⼊

【⽬的】

①業務効率・⽣産性の向上、および時間外労働の削減

②働き⽅の選択肢の拡⼤によるキャリア形成の再考

【内容】

所定労働時間は⼀定のまま、事前の申請・承認により、決めら

れた範囲の中で出退勤時間を選択可能とする

社員・契約社員（販売職、ゴールドウイン開

発（株）、GWL、naを除く）

中抜け有給休暇制

度の実施

【⽬的】

①業務効率・⽣産性の向上

※1⽇有休、半⽇有休を使⽤せずとも所定労働時間の間に時間有
休を取得することが可能

②働き⽅の選択肢を増やす

【内容】

現状の始業時間からの取得、終業時間からの遡りでの取得のみ

ならず、就業時間中のどのタイミングでも取得可能として運⽤

する。

なお、時間有休の取得可能時間は現状と同じく2h/⽇もしくは
1h/⽇とする。

社員・契約社員（BWを除く）
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RPA（業務⾃動化ロボット）の導⼊

ゴールドウインでは、ワーク・ライフ・バランスを向上させるため、RPA（業務⾃動化ロボット）で代替できる業務の業務⾃動化（以下、RPA化）
を進め、残業時間の削減等、⻑時間労働の緩和を⽬的とし、従業員が今まで以上に働きやすい環境作りを推進しています。RPAとは、「Robotic
Process Automation」の略称となり、⼈が⼿作業で⾏っていたコンピューター上の定型的な業務プロセスをソフトウェアのロボットが⼈間に代わっ
て⾃動で処理を実施する技術です。定型的な単純作業や⼤量作業する際の⼈為的な作業ミスは⼤幅に削減でき、⻑時間労働の緩和、従業員の⼼理的

負荷軽減に繋がります。またRPA化することで創出された時間を⼈にしかできない⾼付加価値業務に充てることができるため、⽣産性の向上が期待
できます。当社ではシステム部が中⼼となり、⼈事、財務、経理、⽣産管理、EC販売、総務などの各部⾨担当者と定期的にRPA化について会議を
⾏っております。2019年度から開始したRPA化は、（1）導⼊部⾨数は、4部⾨から12部⾨と約3倍に、（2）適⽤業務数は、12業務から40業務と約
3.3倍となりました。それを⽀える（3）RPA⼈材育成⼈数は、12⼈から29⼈と約2.4倍に増え、活動規模を徐々に拡⼤しています。また、（4）導⼊
部⾨あたりの創出時間は、200時間から719時間と約3.5倍に増加し、創出時間の総計は800時間から8,941時間と約11倍になりました。

おもな指標 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

（1）RPA導⼊部⾨数 4部⾨ 7部⾨ 9部⾨ 12部⾨

（2）RPA適⽤業務数 12業務 22業務 31業務 40業務

（3）RPA⼈材育成⼈数 12⼈ 17⼈ 20⼈ 29⼈

（4）導⼊部⾨あたりの創出時間 200時間/部 641時間/部 830時間/部 719時間/部

創出時間 総計 800時間 4,491時間 7,471時間 8,941時間

主な事例

（１）展⽰会終了後の受注数の集計処理業務

半年に⼀回開催される展⽰会終了後の受注数の集計は、これまで⼿作業で記⼊していました。担当者は通常の業務を⾏いながら約5万⾏のデータを
集計するため、約4か⽉程度の作業時間を要しており、業務負荷増の原因になっていました。受注データ検索から集計処理をRPA化することで担当者
の作業負荷軽減を実現しており、適⽤効果としては年間約400時間程度の時間創出効果が出ています。

(２) 出退勤状況確認業務
新型コロナウイルスの影響によりテレワークが推奨されましたが、適正な勤務管理を実施するために、従業員のパソコンのログイン・ログアウト時

間と、各個⼈から申告される業務開始・終了時刻との乖離を確認することが必要となりました。⼈事部では、これまで⾏っていなかったこの勤怠管

理をRPAにて実現し、従業員の正確な業務開始・終了時間を確認することができるようになりました。適⽤効果としては年間約1,700時間程度の時間
創出効果が出ています。

定年退職後の⽣活設計⽴案のサポート

⼈⽣100年時代と⾔われる中、定年退職後も充実したライフスタイルを送るためには⽣活設計を⽴て実践することが⼤切だと考えており、ゴールド
ウインでは、50歳以上の従業員に向けて、定期的にライフプランセミナーを開催しています。

ライフプランセミナー

⽣活資⾦の現状を把握し、将来に向けての⽣活設計を考え実践することを⽬的に、当社の企業年⾦等諸制度の説明や社会保険・公的年⾦のあらまし

とその⼿続きの説明に加え、定年退職後の家計プランをワークショップ形式で算出します。充実したライフスタイルを送るための⽣活資⾦を算出

し、在職中から将来の⽣活設計⽴案のサポートを⾏っています。2022年度はオンライン形式で開催し、50名が参加し、後⽇、アーカイブ配信もしま
した。
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その他の福利厚⽣等

ゴールドウイン健康保険組合の取り組み

健康保険組合においても、健康保険組合に加⼊している従業員とその家族の健康維持・増進ならびに⽣活向上の⽀援を⽬的として、さまざまな福利

厚⽣と保健事業を実施しております。

予防接種補助

インフルエンザの予防接種の補助を⾏っていますが、2022年度より、予防接種法で規定する疾病にまで対象を拡⼤しました。補助回数は1疾病につ
き年間1回。

・インフルエンザ ・ジフテリア ・結核・急性灰⽩髄炎（ポリオ） ・Hib感染症・⿇しん（はしか） ・肺炎球菌感染症・⾵しん ・ヒトパピ
ローマウイルス感染症・⽇本脳炎 ・⽔痘・破傷⾵ ・ロタウイルス・百⽇せき ・B型肝炎

家庭常備薬補助

家庭常備薬の割引販売斡旋品（栄養剤、衛⽣⽤品、健康⾷品、冷却材、絆創膏等を除く医薬品）の半額（上限5,000円）を補助しています。補助回数
は年間2回。

不妊治療費補助

2022年度から、不妊治療の⾃⼰負担分の全額を補助しています。補助回数は⼥性の年齢40歳未満は6回、40歳以上43歳未満は3回。

オンライン健康相談サービス「HELPO」開設
2022年度から、オンライン健康相談サービス「HELPO」を導⼊しました。医師や薬剤師等の医療専⾨家に24時間365⽇無料で相談できます。また、
近くの医療機関の基本情報の検索や医療機関のオンライン診療を利⽤することができます。

若年層保健指導

2022年度から、健康診断時に⽣活習慣病健診の対象者（35〜39歳）に特定保健指導を実施しています。

スポーツ施設利⽤補助

2022年度から、全国のスポーツ施設を利⽤した利⽤料の半額（上限3,000円）を補助しています。補助回数は年間2回。

保養施設利⽤補助

2022年度から、⽇本国内の保養施設の利⽤への補助（各1⼈につき上限5,000円）を⾏っています。補助回数は年間1回。

今後の課題

ゴールドウインは、多様な従業員にとっての働きやすい職場環境の実現に向けて、今後も取り組みを強化していきます。KPIや具体的な⽬標を明らか
にすることで、当社が何を重視し、どのような⽀援活動に注⼒しているかを従業員に⽰していくことが重要と考えます。これまで整備してきた制度

を分かりやすく発信し、対象となる従業員が必要なタイミングで確実に利⽤できるよう運⽤体制を整え、利⽤者数を拡⼤していきます。
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公正な評価・処遇

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、⼈的資本の最⼤化を⽬指すことが、経営上の最重要項⽬となっており、当社で働くすべての従業員が、⾃⾝が期待されている

役割をしっかりと認識し、職務の確実な遂⾏により組織の⽬標達成に貢献する仕組みが重要と考えています。この仕組みとして公正な評価・処遇決

定を⾏う基幹⼈事制度を整備し、従業員とのコミュニケーションを通じて透明性の⾼い運⽤を⾏っています。また当社では「⼈権⽅針」に基づき、

⼀切の差別を禁⽌しています。賃⾦制度においても性別による差別等は⼀切⾏わず、同⼀労働同⼀賃⾦に関する法令を遵守した処遇決定を⾏ってい

ます。

新⼈事制度

当社では2022年度に新⼈事制度を導⼊しました。新⼈事制度は「事業の成⻑を推進する⼈材を輩出できる仕組み」「ゴールドウインのDNAを⽣か
し、しっかり伝承できる仕組み」「シンプルで納得感がある仕組み」であることを基本コンセプトとしています。また、ジョブ型⼈事制度として、

会社が従業員に期待する事項を明確に⽰すとともに、それに基づくキャリアパスを提⽰することを重視しています。

新⼈事制度は、等級別に求める職務内容・能⼒・経験等を明確化した「等級制度」と、評価基準を定めた「評価制度」、等級別の職務評価結果から

報酬を決定する「報酬制度」の3つからなる基幹⼈事制度が⾻格となっています。ジョブ型⼈事制度として、担当する仕事と役割である「職務」を基
準とした⼈事制度であり、当社では①職務の質・難易度、②職務の領域・範囲、③管理対象・管理スパンの3軸で各等級や評価基準、報酬体系を定
めています。

新⼈事制度の導⼊により、各職務に対する役割が明確となり、納得感のある評価を実現するだけでなく、戦略的な⼈材ローテーションや⼈材育成が

可能となります。さらに、これまで60歳以上の再雇⽤者は⼀律の賃⾦でしたが、ジョブ型⼈事制度に移⾏したことにより職務に応じて評価されるこ
とになり、性別や年齢による差別等のない、同⼀労働同⼀賃⾦を遵守した制度となっています。

2022年度は新⼈事制度の導⼊にあたり、制度の理解と評価軸の共有のため、評価者勉強会とフィードバック⾯談の説明会をオンラインで実施しまし
た。対象者は全員参加し、後⽇アーカイブでのフォローアップも⾏いました。この評価者説明会は、毎年実施する予定です。2023年度からは、これ
まで年2回だった上⻑との⾯談を4回⾏うことにより、従業員のキャリア形成をバックアップする体制を整えます。また従業員満⾜度調査を実施し、
新制度の課題点を整理し、そのうえで評価の透明性、納得性を⾼めるよう改善し、安定運⽤を⽬指します。

基幹⼈事制度
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職務の構成要素

①職務の質・難易度

業務を通じて創出する成果の質の違い

業務の難易度

②職務の領域・範囲

業務の領域（専⾨分野）と範囲

③管理対象・管理スパ

ン

職責を果たす上で管理する必要がある事項と、その範囲

公正で競争⼒のある処遇決定

当社では「⼈権⽅針」に基づき、⼀切の差別を禁⽌しています。賃⾦制度においても性別による差別等は⼀切⾏わず、同⼀労働同⼀賃⾦に関する法

令を遵守した処遇決定を⾏っています。また、処遇決定においては法令で定められた最低賃⾦を遵守するだけでなく、各地域の労働賃⾦の動向や同

業の競合他社の賃⾦⽔準を常に把握し、当社の業績等を鑑みながら判断し、⽣活賃⾦以上の競争⼒のある⽀払いに努めています。

2022年度に新⼈事制度としてジョブ型⼈事制度を導⼊しました。新⼈事制度での報酬は、基本給は前年度の個⼈の評価結果に連動し、夏季の賞与は
組織の⼀体感醸成を⽬的に前年度の全社業績、部⾨業績の評価に連動します（職務によって異なります）。個⼈の評価については、年2回（2023年
度より年4回）評価者である上⻑と⾯談を⾏うことで、従業員の意⾒を聞きながら公正な評価に努めています。これにより、男⼥の賃⾦差異の縮⼩に
向けて取り組んでいます。

報酬決定プロセス

（例） 安定・確実な業務遂⾏〜効率的な業務遂⾏〜新たな
価値の創造 等

・

（例） 誰でも容易に遂⾏可能〜数年の訓練で遂⾏可能〜社
内で限られた⼈材のみが遂⾏可能 等

・

領域の例）開発／設計／製造／営業／経理／⼈事・・・・

等

・

（範囲の例）既存定型業務／既存⾮定型業務（突発対応な

ど）／新規⾮定型業務

・

（管理対象の例）⾃⾝の担当業務／部下の担当業務／部下

の勤務状況 等

・

（管理スパンの例）⾃分ひとり／数名のチーム／数⼗名の

チーム 等

・
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平均給与（円）（単体）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

平均給与 6,483,984 6,810,469 6,072,614 6,377,448 6,958,261

正社員 7,357,982 7,849,157 6,513,754 6,860,204 7,393,948

契約社員（内勤者） 4,859,125 5,342,443 5,418,713 5,680,879 6,484,777

契約社員（販売職） 3,966,186 4,143,953 3,859,979 3,916,816 4,041,056

男⼥の賃⾦の差異（男性の賃⾦に対する⼥性の賃⾦の割合）（単体）

2021年度 2022年度

全従業員 62.0％ 65.4％

うち正規労働者（正社員） 59.1％ 64.4％

うち⾮正規労働者（パート・有期社員） 73.5％ 75.1％

＊「男⼥の賃⾦の差異の算出及び公表の⽅法について」（厚⽣労働省）をもとに作成

企業年⾦制度

当社グループでは、従業員の⽼後の⽣活の安定を⽬的に、企業年⾦制度を運営しています。制度は、確定給付型年⾦制度（DB）と、確定拠出型年⾦
制度（DC）で構成されており、等級に応じた⾦額を毎⽉拠出しています。なお、確定拠出型年⾦制度（DC）については、当社が拠出している額と
同額を上限とするマッチング拠出制度（従業員拠出）を導⼊しています。

企業年⾦制度の状況

加⼊者数 2021年度拠出額 加⼊者数 2022年度拠出額

確定給付型年⾦（DB） 912 547,317,540 888 544,738,080

確定拠出型年⾦（DC） 912 59,610,243 887 58,969,843

従業員持株会制度

当社では、従業員に対する持株会制度（ゴールドウイン従業員持株会）を導⼊しています。

ゴールドウイン従業員持株会は、従業員（グループ会社含む、正社員、契約社員）の中⻑期的な財産形成に資する⽬的で福利厚⽣制度の⼀環として

設⽴されました。持株会へ加⼊した従業員は、⼀定⾦額（1⼝1,000円から最⼤50⼝までの任意の⼝数）を給与や賞与から天引きすることで持株会に
拠出し、当社からの10%の奨励⾦を合わせて、当社の株式を無理なく買付けることができる制度です。あわせて、当社経営に対する意識が⼀層⾼ま
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ることで企業価値の向上につながることを期待しています。売却する際は、インサイダー取引管理規定に従い「⾃社株売却申請」に必要事項を記⼊

後、総務部⻑の承認を得てから売却することとしています。2023年3⽉時点の加⼊者は、947名となっています。

今後の課題

公正な評価・処遇決定と、従業員とのコミュニケーションを通じた透明性の⾼い運⽤を継続していきます。2022年度は新⼈事制度を導⼊し新制度へ
の円滑な移⾏と、従業員の理解促進に注⼒しましたが、2023年度以降は従業員満⾜度調査を実施し、新制度の課題点を整理したうえで評価の透明
性、納得性を⾼めるよう改善し、安定運⽤を⽬指します。導⼊した新制度により⽣産性の向上を⽬指し、各制度改⾰とともに従業員満⾜度の向上や

組織の活性化を図ります。
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健康経営

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、従業員の健康維持・増進が持続的な企業成⻑には⽋かせないと考えています。従業員の⼼とからだの健康を守ることは、安定

的な⼈材確保の基盤になるとともに、個⼈のパフォーマンスや⽣産性、会社へのエンゲージメントを⾼め、組織の活性化につながります。「スポー

ツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」という企業理念のもと、従業員が仕事以外の場でもいきいきと活動的に過ごせること、その家族も

⼀緒に健康であることを重視します。こうした考え⽅を、2021年3⽉には「ゴールドウイングループ健康経営宣⾔」として表明し、経営トップの主導
によりさまざまな取り組みを強化しています。

ゴールドウイングループ 健康経営宣⾔

ゴールドウイングループは、「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」ことを企業理念に掲げています。会社と従業員が共

に成⻑を遂げるためには、従業員の⼼と⾝体の健康・安全が不可⽋であると考え、全ての従業員が安全に就業し健康を保持・増進するため

の環境づくりを、会社・健康保険組合・従業員・家族が⼀体となって、積極的に取り組むことを宣⾔します。

2021年3⽉

健康経営に関するトップメッセージ

私たちゴールドウインは、従業員が誇りと喜びを持って働ける企業でありたいと考え

ています。

その前提には、従業員と家族の⼼と⾝体の健康保持・増進があり、楽しみを感じなが

ら仕事を続けることで新しい発想や感動が⽣まれるとともに、⼀⼈ひとりの個性や能

⼒が最⼤限に発揮され、企業の発展や社会への貢献に繋がるという思いがあります。

私たちは、スポーツと環境を第⼀に考え、仕事と遊びに境界を引かない暮らしを営む

ためにも、会社・健康保険組合・従業員・家族が⼀体となって、健康づくりを推進し

ていきます。

代表取締役社⻑

渡辺 貴⽣

ゴールドウイングループ健康経営戦略マップ

ゴールドウイングループでは、経済産業省が策定した「健康投資管理会計ガイドライン」で公表されている「戦略マップ」を参考に、健康経営の推

進により解決したい課題を特定し、その課題を解消するための取り組みに落とし込んでいます。

課題から取組までの健康経営戦略をストーリー表現し、従業員の⼼とからだの健康を守り、その家族も健康であるために、さまざまな取り組みを強

化しています。
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従業員の業務パフォーマンスの評価と分析

当社では、健康診断やストレスチェック等を通じて従業員の業務パフォーマンスを定量的に評価・分析し、健康経営の推進に活⽤しています。

「プレゼンティーイズム（出勤はしているものの健康上の問題によって完全な業務パフォーマンスが出せない状況）」、「アブセンティーイズム

（傷病による⽋勤）」に加え、2022年度からは「ワーク・エンゲージメント（仕事へのポジティブで充実した⼼理状態）」も数値化しました。
これらの指標を毎年出すことで評価を分析し、継続して従業員の⼼とからだの健康を守る施策を⾏います。

従業員の業務パフォーマンスの指標

2020年度 2021年度 2022年度

ワーク・エンゲージメント（点） ※1 - - 2.70

プレゼンティーイズム（点） ※2 17.71

アブセンティーイズム（⽇） ※3 1.45 1.43 2.95

※1 新職業性ストレス簡易調査票（短縮80項⽬版）
※2 SPQ（Single-Item Presenteeism Question 東⼤ 1 項⽬版）を⽤いたアンケート調査
※3 傷病休暇届出件数の全従業員平均⽇数
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推進体制

代表取締役社⻑を健康経営責任者、総務部総務グループ健康推進チームを事務局とする推進体制を整備しています。安全衛⽣委員会やゴールドウイ

ングループ委員会（従業員代表）、ゴールドウイン健康保険組合と連携し、産業医や公認⼼理⼠とも相談しながら、さまざまな施策を実⾏します。

また、各施策についてはESG経営推進委員会を通して経営層へ報告しています。

健康経営推進体制

具体的な取り組み

ゴールドウインでは、従業員が⼼⾝ともに健康に働ける環境づくりに向けて、グループ全社において以下の取り組みを推進しています。

産業医⾯談、カウンセリング

従業員⼀⼈ひとりの⼼の健康に寄り添うため、産業医・公認⼼理⼠による相談体制を整えていま

す。メンタル不調の事前防⽌や適切なフォローを⽬的に⾯談・カウンセリング機会の拡⼤に取り

組んでいます。これらの⾯談やカウンセリングにより、休職する前に就業制限をかけるなどでメ

ンタル不調の事前防⽌に役⽴っています。また、当事者だけの問題として終わらせないよう、メ

ンタル不調者の上⻑への相談体制も整備しています。

2020年度 2021年度 2022年度

産業医⾯談実施回数 291 357 394

カウンセラー⾯談実施回数 19 19 19

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　96



2022年度施策

施策 内容

対⾯とオンラインを組み合わせたカウ

ンセリングの全国展開

従来、東京・富⼭・⼤阪で実施していた対⾯⾯談に加えて、オンライン⾯談を導⼊し、全国のグ

ループ従業員が場所を問わずに相談できる環境を確⽴。

メンタル不調者を抱える主管者へ産業

医⾯談を推進
メンタル不調を当事者だけの問題で終わらせないよう、当事者の上⻑への相談体制を整備。

復職⽀援プログラムの確⽴ メンタル不調者へのフォロー体制を明確化。復職後も産業医や⼈事部と連携しサポートを継続。

禁煙施策

喫煙は⽣活習慣病にもつながり得るものであり、受動喫煙により本⼈だけでなく周囲にも影響を及ぼします。ゴールドウインでは、禁煙は健康を守

るための基本と考えて、禁煙を⽬指す従業員を全⾯的にサポートしており、2022年度はサポートした従業員の禁煙率が100%となりました。
また2022年4⽉以降は、グループ全従業員を対象に就業時間内（休憩時、出張・外出時、早出・残業時を含む）を禁煙としました。

2022年度施策

施策 内容

オンライン禁煙外来の

設置※
オンライン診療と禁煙補助薬で段階的に禁煙をサポート。

禁煙治療⽀援※ 保険医療機関による禁煙治療をサポート。

ニコチネルパッチの無

償提供※
保険医療機関の診療を受けずに禁煙したい⽅へのサポート。

メールマガジン配信
受動喫煙の問題などについて取り上げるメールマガジンをグループ全従業員に配信することで、ヘルス・リテラ

シーを向上。2022年度は4回配信。

※ゴールドウイン健康保険組合に加⼊している従業員が対象。個⼈負担なしの制度です。

ストレスチェック

従業員⾃⾝にストレスへの気づきを促し、職場改善につなげていくため、毎年グループ全従業員にストレスチェック受検を呼びかけています。スト

レスチェック実施後、⾼ストレス者には産業医⾯談を受けることを指導しています。また、部⾨ごとの集団分析でストレスの度合い・傾向を把握

し、カウンセラーと部⾨責任者による職場改善のための⾯談を⾏っています。

2020年度 2021年度 2022年度

ストレスチェック受検率（％） 97.8 98.6 96.5

⾼ストレス保持者率（％） 8.8 10.5 9.7
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健康診断

年⼀回、全従業員を対象とした法定の健康診断に加え、40 歳以上の従業員には⼈間ドック、35〜39 歳以下の従業員には⽣活習慣病健診を⾏ってい
ます。また希望者には胃カメラ（⼈間ドック対象）、脳ドック（48歳、54歳）、婦⼈科検査（⼦宮がん：18歳以上／乳がん：30歳以上）を実施する
など、充実したオプション検査も全額会社負担とし、健康診断に要する時間は出勤扱いとしています。

2020年度 2021年度 2022年度

健康診査受診率（％） 100 100 100

精密検査受診率（％） 28.2 28.3 26.8

特定健康診査実施率（％） 88.9 88 90.3

特定保健指導受診率（％） 43.9 45.8 42.5

従業員の健康促進プログラム

ウェルネスポイント

従業員が健康リテラシーを向上し、⾃分⾃⾝にとって健康に良い⾏動を選んで実践していけるよ

う、2019年度より福利厚⽣の⼀環としてウェルネスポイント制度を導⼊しています。この制度で
は、健康増進につながる⾏動に伴い、専⽤アプリ上でウェルネスポイントが獲得できます。ポイ

ントが貯まると好きな商品と交換できるという特典があり、⽇々の⽣活の中で楽しく健康習慣を

取り⼊れられる制度として、グループ全従業員の78%がエントリーしています（2022年度実
績）。また、ポイント獲得につながる各種イベントも展開しています。

2023年度からは従業員の更なる健康促進に向けて、プログラムの強化・⾒直しを検討していま
す。

2022年度実施イベント

ヨガスタジオとの法⼈契約

コロナ禍での働き⽅や⽣活様式の変化などにより、運動不⾜やストレスを抱える⼈が増えています。ゴールドウインでは2023年1⽉より、従業員の
⼼⾝のリラックスや集中⼒・意欲向上などを⽬的に、ヨガスタジオと法⼈契約をしました。グループ従業員かつゴールドウイン健康保険組合員は法

⼈会員として⼊会することができます。

運動会の開催

毎年、東京・富⼭の2拠点で社内運動会を開催しています。従業員とその家族が参加する⼤規模イベントとして熱戦が繰り広げられ、参加者にはMVP
賞やハッスル賞などが授与されます。

ウォーキングキャンペーン（年2回）・

⾷事コラムの掲載（15コラム）・

⻭の健康に関する情報配信（1回）・
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2022年度は東京地区では約400⼈が参加。富⼭地区は新型コロナウイルス感染拡⼤を受け、開催を⾒送りましたが、今後も運動機会を増やし、社内
の⼀体感を深める活動として継続していきます。

部活動の推奨

「スポーツ・ファースト」の精神のもと、従業員のクラブ活動への参加を積極的に推奨しています。野球やサッカー、ウォーキング、釣り、マリン

スポーツ、ゴルフ等、約30クラブが活動しており、延べ約620名の従業員（2022年度実績・兼部を含む）がスポーツを通して部署や⽴場を超えたコ
ミュニケーションの輪を広げています。

ゴールドウイン健康保険組合の取り組み

ゴールドウイン健康保険組合では、加⼊している従業員とその家族の健康維持・増進ならびに⽣活向上の⽀援を⽬的として、さまざまな福利厚⽣と

保健事業を実施しています。

予防接種補助

インフルエンザの予防接種の補助を⾏っていますが、2022年度より、対象を予防接種法に規定する疾病にまで拡⼤しました。補助回数は1疾病につ
き年間1回です。
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家庭常備薬補助

家庭常備薬の割引販売斡旋品（栄養剤、衛⽣⽤品、健康⾷品、冷却材、絆創膏等を除く医薬品）の半額（上限5,000円）を補助しています。補助回数
は年間2回です。

不妊治療費補助

2022年度から、不妊治療の⾃⼰負担分の全額を補助しています。補助回数は⼥性の年齢40歳未満は6回、40歳以上43歳未満は3回です。

オンライン健康相談サービス「HELPO」開設

2022年度から、オンライン健康相談サービス「HELPO」を導⼊しました。医師や薬剤師等の医療専⾨家に24時間365⽇無料で相談できます。また、
近くの医療機関の基本情報の検索や医療機関のオンライン診療を利⽤することができます。

若年層保健指導

2022年度から、健康診断時に⽣活習慣病健診の対象者（35〜39歳）に特定保健指導を実施しています。

スポーツ施設利⽤補助

2022年度から、全国のスポーツ施設を利⽤した利⽤料の半額（上限3,000円）を補助しています。補助回数は年間2回です。

対象施設：

スポーツジムプール、体育館、競技場、道場、スキー場（リフト券）、ゴルフ場、ゴルフ練習場、ボーリング場、スケート場、バッティン

グセンター、テニスコート、キャンプ場等のスポーツをするための施設

感染症予防対策

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、2022年度は感染予防のために以下の施策を実施しました。

インフルエンザ・

ジフテリア・

結核・急性灰⽩髄炎（ポリオ）・

Hib感染症・⿇しん（はしか）・

肺炎球菌感染症・

⾵しん・

ヒトパピローマウイルス感染症・

⽇本脳炎・

⽔痘・

破傷⾵・

ロタウイルス・

百⽇せき・

B型肝炎・
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健康経営に関する社外評価・認定

ゴールドウインは、健康経営を積極的に推進する企業として、さまざまな外部機関から⾼い評価を受けています。

健康経営銘柄2023

経済産業省と東京証券取引所が共同で選定する「健康経営銘柄2023」に2年連続で選定されまし
た。健康経営銘柄は、従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取り組む上場企業を選

定しているものです。

ゴールドウインは、従業員⼀⼈ひとりの時間管理への意識向上を促し、労働時間の適正化や年次

有給休暇消化率の⽬標を達成することで、スポーツの実践機会も増え、⼼⾝の健康につなげてい

ることなどが評価されました。

健康経営優良法⼈2023 ホワイト500

経済産業省による「健康経営優良法⼈制度」は、地域の健康課題に即した取り組みや⽇本健康会

議が進める健康増進の取り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践している⼤企業や中⼩企業

等の法⼈を顕彰する制度です。⼤規模法⼈部⾨では、上位法⼈に「ホワイト500」の冠が付加され
ます。

ゴールドウインは、制度が開始された2017年から通算6回、健康経営優良法⼈に認定されていま
す。また、5度⽬となる「ホワイト500」に選ばれました。

スポーツエールカンパニー認定

全従業員へのマスク配布・

全事業所および、全店舗への⼿指消毒⽤アルコール・体温計の設置・

全従業員への毎朝の検温徹底・

テレワーク推進・

新型コロナウイルスワクチン職域接種の実施・

PCR受検機関の確保と早期受検徹底・

不安払拭での抗原検査・PCR検査実施・

⾶沫防⽌パーテーションの設置・

疑いのある場合の早期消毒措置・
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スポーツ庁による「スポーツエールカンパニー」は、従業員の健康増進のためにスポーツの実施

に向けた積極的な取り組みを⾏っている企業を認定する制度です。

ゴールドウインは、制度が開始された2017年度から6年連続で、スポーツエールカンパニーに認定
されています。

東京都スポーツ推進企業認定

「東京都スポーツ推進企業認定制度」は、従業員のスポーツ活動の推進、スポーツ分野における

社会活動を実施している企業を東京都が認定するものです。

ゴールドウインは、制度が開始された2015年度から8年連続で、スポーツ推進企業認定を受けて
います。

今後の課題

従業員のさらなる健康増進と健康経営の深化に向けて、今後も取り組みを継続、発展させていきます。各指標・データの分析を踏まえて、それぞれ

の施策で数値⽬標の設定を進め、より効果的な実施を⽬指します。健康リスクの⾼い個⼈に対応する「ハイリスクアプローチ」と、組織全体として

健康リスクの予防に努める「ポピュレーションアプローチ」の両輪でのアプローチを重視しています。

今後強化していく取り組み

研修・セミナーを通した健康経営の全社への浸透・

社員⾷堂メニューの健康志向化・

健康管理アプリの新規導⼊・

ストレスチェックにおけるプレゼンティーズムの測定とその後の対応強化・

喫煙率低減に向けた取り組みの強化・

健康診断やストレスチェック結果等のデータ化・

健康経営における従業員の満⾜度調査・
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労働安全衛⽣

基本的な考え⽅

当社は従業員の安全、健康を第⼀に考えた経営の継続を掲げ、労働安全衛⽣規定を定め、従業員の業務上の災害および疾病を未然に防⽌するととも

に、積極的にその安全と健康とを確保し、働きやすい快適な職場環境の形成を促進しています。

推進体制

当社では、従業員が安⼼・安全に働くための審議を⾏うことを⽬的に、安全衛⽣委員会を設置しています。当委員会は、職場環境の改善や労働災害

の発⽣防⽌に加え、従業員の健康を守り、従業員⾃⾝が主体的に健康について考え、改善案を提案する場として、労働安全衛⽣法に則り、従業員50
名以上の事業所である東京地区、富⼭地区、⼤阪地区にそれぞれ安全衛⽣委員会を設置しています。また、各部署より委員を1名選出し、⽉に1回委
員会を開催しています。

さらに富⼭地区においては、製品の⽣産・開発及び、物流の施設が含まれていることから、2022年度より、富⼭地区における設備の点検を⾏い、危
険個所を発⾒・改善することを⽬的に、新たに「安全委員会」を設⽴しました（2023年度より「労災防⽌委員会」に改称）。また、全国の店舗にお
ける労働安全衛⽣については、販売推進部によって統括されています。店頭で発⽣した事故や、災害に関する情報は、総務部により集約され、東京

地区安全衛⽣委員会の委員⻑である管理本部副本部⻑より経営会議に報告しています。

体制図
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会議体 時期 構成 内容

安全衛⽣委員会

東京地区

富⼭地区

⼤阪地区

⽉1回

委員⻑（管理本部副本部⻑）、副委

員⻑（総務部⻑）、事務局（総務

部）、従業員代表委員（各部⾨担当

者）

労働者の危険⼜は健康障害を防⽌するための

基本となるべき対策（労働災害の原因及び再

発防⽌対策等）などの重要事項について⼗分

な調査審議を⾏う

安全委員会（2023年度
より「労災防⽌委員

会」）

⽉1回

議⻑：（総務部⻑）、副委員⻑（総

務部マネージャー）、事務局（総務

部、⼈事部）、従業員代表委員（各

部⾨担当者）

安全に関する規程の作成に関すること。

危険性⼜は有害性等の調査及びその結果に基

づき講ずる措置のうち、安全に係るものに関

すること。

安全に関する計画の作成、実施、評価及び改

善に関すること。

安全教育の実施計画の作成に関すること。

労働災害事故防⽌の取り組み

ゴールドウインでは、各地区の安全衛⽣委員会が中⼼となって、労働災害事故防⽌に取り組んでいます。当社の事業特性からも創業以来、死亡事故

は発⽣しておらず、労働災害の多くも通勤時における⾞両事故が⼤半です。直営店舗が拡⼤する中、店舗における危険箇所の発⾒やヒヤリハットな

どは関係者で共有され、事故防⽌に役⽴てられています。

富⼭地区においては、コンプレッサー・⾃動裁断機・グラインダー・有機溶剤・ボイラー、フォークリフト等、危険を伴う作業については、定期的

に実習を⾏い、安全管理を徹底していますが、2022年度より、富⼭地区における設備の点検を⾏い、危険個所を発⾒・改善することを⽬的に、新た
に「安全委員会」を設⽴しました。（2023年度より「労災防⽌委員会」に改称）

安全衛⽣点検

ゴールドウインでは、富⼭地区において「安全委員会」（2023年度より「労災防⽌委員会」に改称）を設置しています。富⼭地区における設備の点
検を⾏い、危険個所を発⾒・改善することを⽬的に、2023年度は5回の委員会を開催しました。また、委員会活動を通じて、2022年度は36か所の危
険個所を発⾒し2023年5⽉までには34か所の改善を実施し、残りの2か所は対応中です。
富⼭地区における「労災防⽌委員会」と「安全衛⽣委員会」の事務局は兼務しており、従業員が危険と懸念される個所を発⾒した場合、安全衛⽣委

員会の委員を通じて報告を受け、「労災防⽌委員会」で対応を検討します。労災防⽌委員会で協議した事象は事務局から安全衛⽣委員会に報告し、

従業員へ共有されます。従業員への教育や情報共有も⾏い、さらに安全点検を強化します
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労働災害発⽣件数（単体）

  2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

労働災害発⽣件数（件）

業務上災害 11 9 8 5 9

通勤災害 0 4 0 7 3

合計 11 13 8 12 12

うち、労災による休業災害数（名） 4 0 3 1 4

うち、労災による不休災害（名） 7 13 5 11 8

うち、労災による死亡者数（名） 0 0 0 0 0

休業災害度数率（%） 1.17 0.00 0.68 0.23 0.87

休業災害強度率（%） 0.01 0.00 0.01 0.01 0.04

今後の課題

今後も引き続き、従業員の安全、健康を第⼀に考え、労働災害発⽣の事前防⽌や再発防⽌を徹底していきます。現状は関係者により適切に情報共有

されていますが、従業員ひとり⼀⼈の意識向上のためにも、事業所単位で管理している情報を横展開し、再発防⽌のために役⽴てます。
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地域社会への貢献

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループでは、創業の地である富⼭と現在本社のある東京都渋⾕区を中⼼に、地域社会に貢献する活動を⾏っています。スポーツ⽤

品メーカーとして蓄積してきた技術と経験をもとに、企業理念の考えのもと、⼦どもから⼤⼈までスポーツを通じて多くの⼈たちに豊かで健やかな

暮らしを提案しています。

渋⾕区との「シブヤ・ソーシャル・アクション・パートナー協定」

当社は渋⾕区と「シブヤ・ソーシャル・アクション・パートナー協定」（以下、S-SAP協定）を締結しています。「S-SAP協定」は、渋⾕区と渋⾕
区内に拠点を置く企業や⼤学等が協働して地域の社会的課題を解決していくために締結する公⺠連携制度です。

当社と渋⾕区は「共⽣社会の実現」という同じ⽬標達成に向けスポーツを通じた活動に取り組んでおり、主に⼦供たちに向けて、様々な機会を提案

しています。

協定の内容：ゴールドウインと渋⾕区は、以下の項⽬について協働します。

2022年度はコロナ禍のため活動はありませんでしたが、今後も引き続き⽀援を⾏う予定です。

過去の活動の様⼦

1.スポーツを通じた共⽣社会の実現に関する⽀援

2.次世代育成に関する⽀援

3.環境保全に関する⽀援

4.災害対策に関する⽀援

5.その他、相互に連携協定することが必要と認められる⽀援
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「富⼭マラソン」に特別協賛

創業の地である富⼭県で開催されている「富⼭マラソン」に、ゴールドパートナーとして特別協賛しています。

世代やレベルを超え、多くの⽅が参加するこの⼤会に、第1回（2015年開催）より継続してゴールドパートナーを務めています。従業員⾃らがボラン
ティアとして参加する他、この⼤会を通じて、古着の回収やリサイクル素材でつくった参加賞Tシャツの提供など、地域の⼈々が環境改善に向けて意
識を⾼めていただけるよう活動しています。

「カターレ富⼭」の⽀援と協働

ゴールドウインの創業の地、富⼭県のプロスポーツチームであるカターレ富⼭は、「サッカーを通じて、⻘少年の健全育成やスポーツの振興、地域

の活性化などに貢献し、ふるさと富⼭が⼀層元気になることを⽬指す」クラブです。ゴールドウインは、2008年のチーム誕⽣時から、ユニフォーム
サプライヤーとしてチームのサポートを続けています。

また、2022年シーズンよりカターレ富⼭のホームゲームでサポーターからの不要⾐類の回収を開始しました。循環型社会構築にむけて地域の⼈々と
⼀緒に、環境を改善するアクションに取り組みます。

Photo：©KATALLER TOYAMA
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「寬仁親王記念杯 北陸ウェルフェアゴルフトーナメント」に協⼒

当社は、毎年富⼭県⼩⽮部市のゴルフ倶楽部ゴールドウインで開催される「寬仁親王記念杯北陸ウェルフェアゴルフトーナメント」に第1回（1999
年）より毎年協⼒しています。

⼤会を通じて障がい者福祉への正しい理解を深めることを⽬的としており、多くの従業員がボランティアスタッフとして協⼒しています。

コース内4カ所のショートホールをウェルフェアホールとし、スコアにあわせて募⾦をいただいており、⼤会の純益⾦は北陸の障がい者福祉に役⽴て
ています。

環境省との「国⽴公園オフィシャルパートナーシップ」

当社は2020年より、環境省と「国⽴公園オフィシャルパートナーシップ」を締結しています。
「国⽴公園オフィシャルパートナーシッププログラム」とは、⽇本が世界に誇る国⽴公園の美し

い景観と、滞在する魅⼒を世界に向けて発信し、国内外からの国⽴公園利⽤者の拡⼤を図ること

で、国内外の⼈々の⾃然環境保全への理解を深めるとともに、国⽴公園の所在する地域の活性化

につなげるためのプログラムです。

当社は、全国各地に展開する直営店舗やアウトドアスポーツを中⼼としたイベントなどに関する

知⾒を活かし、⽇本の国⽴公園の認知向上と利⽤促進に寄与しています。

2022年度は、7⽉に国⽴公園の持続可能な「保護と利⽤」の実現に向
け、「National Parks of Japan」プロジェクトを開始。オリジナルの限
定商品「National Park Collection」を販売し、その売り上げの⼀部を国
⽴公園エリア保全管理のために寄付しました。また「PLAY EARTH
ADVENTURE」として、国⽴公園を舞台に各地に伝わる歴史や⽂化を学
び、 地元の⼈々と触れあうツアーを7つのコースで8回企画しました。
さらに新宿御苑アートギャラリーでは写真展「National Parks of
Japan」を2回、国⽴公園認知拡⼤のためのオンラインセミナーを3回実
施するなど、⽇本が成果に誇る国⽴公園の魅⼒を提案しました。

今後も、当社の全国各地に展開する直営店舗やアウトドアスポーツを中

⼼としたイベントなどに関する知⾒を活かし、⽇本の国⽴公園の認知向

上と利⽤促進に寄与していきます。

寬仁親王記念杯 北陸ウェルフェアゴルフトーナメント 

「National Parks of Japan」特設Webサイト 
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北海道斜⾥郡斜⾥町との包括連携協定

2021年10⽉9⽇、当社と斜⾥町は、「アウトドアを、⽂化に」という理念を継承し、知床国⽴公園の魅⼒向上、未来を担う⼦どもたちへの⾃然体験
の場の充実、サステナビリティの追求などを⽬標に掲げ、来るべき時代への⽅向感を共有し、知床をフィールドにした取り組みを進めていくために

「地域活性化に関する包括連携協定」を締結しました。

締結に先⽴ち2019年には、知床⾃然センター内にゴールドウインの直営店「ザ・ノース・フェイス／ヘリーハンセン 知床店」をオープンし、旅⾏者
や地元住⺠へのウエアやギアの販売を⾏うと共に、斜⾥町や町内団体、事業者などとアウトドア振興や産業振興、環境保全に関する事業連携を進め

てきました。

2022年度は、9⽉にザ・ノース・フェイスのアスリートが⼀堂に会する「アスリートサミット」や、10⽉にお取引先の企業様を対象とした環境研修
プログラムを実施。知床の⾃然を体験するプログラムや海岸のごみ拾いなどを⾏いました。

今後も斜⾥町との連携をさらに進め、知床が持つ多様で開かれたアウトドアフィールドにおいて、アウトドアアクティビティ促進に関する⽀援や⼦

どもたちの⾃然体験の場の創出などの取り組みを⾏います。

神奈川県箱根町町との包括連携協定

2022年3⽉9⽇、当社と箱根町は、当社のもつアウトドアを通じた体験や学びに関する知⾒と箱根町のもつ⾃然環境など双⽅が持つ資源を有効活⽤
し、連携して事業に取り組むことで地域活性化を推進し、⾃然環境の保全と次世代を担う⼦どもたちの明るい未来の実現を⽬指すため、「地域活性

化に関する包括連携協定」を締結しました。

この包括連携協定の⽬的は、「ゴールドウインのもつアウトドアを通じた体験や学びに関する知⾒と箱根町のもつ⾃然環境など双⽅が持つ資源を有

効活⽤し、連携して事業に取り組むことで地域活性化を推進し、⾃然環境の保全と次世代を担う⼦どもたちの明るい未来の実現を⽬指すためのも

の」としており、箱根町と連携した取り組みを実施しています。

2022年度は、7⽉に「HAKONE TOWN×GOLDWIN KIDS SUMMER CAMP 2022」を開催。当地域の⼦どもたちを含む16名が参加し、ナイトウォー
クや⾃然を学ぶワークショップ、寄⽊細⼯などを体験しました。 また9⽉には「「HAKONE TOWN×GOLDWIN HAKONE Outdoor Experience Class
vol.1」を開催し、箱根町の幼稚園・保育園・こども園に登園している⼦どもたち44名が参加し、箱根の間伐材の薪を⽤いた焚⽕での料理を楽しみま
した。

その他、地元の漁協組合との連携した取り組みや、登⼭道整備、森のふれあい館におけるデイキャンプの実証実験のサポートなども⾏っており、今

後も箱根が擁する⾃然の魅⼒や可能性をより広域に発信するなど、箱根DMO（⼀般財団法⼈ 箱根町観光協会）と連携して実施する予定です。
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神奈川県葉⼭町、葉⼭マリーナと当社との3者による地域包括連携協定

2023年3⽉29⽇、当社と葉⼭町、葉⼭マリーナと当社は、次世代へ向け
て海や⼭林など葉⼭町の⾃然環境に親しみ、守り育てる⼤切さの理解を

促進するため、「連携と協⼒に関する包括協定」を締結しました。

この連携の項⽬は

(1) 海の⽣物等に親しむ事業の推進に関すること。
(2) ⾥⼭管理や⼭の動植物等に親しむ事業の推進に関すること。
(3) 町内の⾃然環境の保全活動事業の推進に関すること。
(4) その他本協定の⽬的の達成のために必要と認められること。
であり、葉⼭町の魅⼒である海や⼭林などの⾃然環境に親しみ、それを

守り育てることの⼤切さへの理解に向けて、それぞれが有する資源を緊

密な相互連携と協働により有効に活⽤して事業等を推進することで、町

⺠⽣活の質の向上及び地域活性化を図ることを⽬的としています。 今後
は葉⼭町の⼦供たちを対象に、葉⼭の海や⼭に親しむイベント等を開催

し、葉⼭町が持つ⾃然環境という資産を、次世代を担う⼦どもたちに

知ってもらうきっかけづくりの場とします。

THE NORTH FACEと⼭梨県北杜市の包括連携協定

当社が展開するアウトドアブランド「THE NORTH FACE」は、⼦供た
ちに北杜市の魅⼒を知ってもらうこと、登⼭道の整備などの環境保護、

鉄道の駅からアウトドアフィールドまでのアクセスなどの課題解決に共

に取り組むことを⽬的に、2020年1⽉に⼭梨県北杜市と包括連携協定締
結しました。

2021年7⽉からはJR⼩淵沢駅から⼋ヶ岳と南アルプス甲斐駒ヶ岳などの
登⼭⼝へのタクシー移動をサポートする「MOUNTAIN TAXI」の運⾏の
協⼒を⾏っています。

2022年度は、コロナ禍でイベント等活動の縮⼩を余儀なくされました
が、従業員による登⼭道整備等⾏うなど、今後も様々な取り組みを実施

してまいります。

国際トレイルランニング⼤会 「ULTRA-TRAIL Mt. FUJI」に協賛

当社では、160km以上のトレイルを⾛る国際的なトレイルランニングレース、ULTRA-TRAIL Mt. FUJI（ウルトラトレイル・マウントフジ、以下
UTMF）に協賛しています。 この⼤会は富⼠⼭の⼭麓、登⼭道、歩道、林道などを⾛りつなぐもので、当社は第1回⼤会から協賛しています。
2020年、2021年の⼤会は新型コロナウィルス感染拡⼤防⽌のため中⽌となりましたが、2022年は4⽉22⽇〜24⽇に開催され、当社従業員も運営ス
タッフとして、アスリートサポート、装備確認、ウォーターステーション運営、誘導などの業務を担当しました。
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【UTMF参加Tシャツリサイクルプロジェクト】

当社、株式会社JEPLAN、UTMF実⾏委員会とのパートナーシップにより、過去⼤会や他⼤会の参加Tシャツを回収する取り組みを実施しています。
回収したTシャツは次回のUTMFの参加賞Tシャツに再⽣される予定です。

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　111



スポーツを通じた共⽣社会の実現

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループでは、性別や⼈種、国籍や社会的地位、障がいの有無など、⼈それぞれの違いを受け⼊れ、誰もがあたりまえに⽣活し、地

域の構成員の⼀員として尊重される社会の実現を⽬指しています。こうした共⽣社会の考え⽅を広く世の中に理解してもらうことを⽬指し、スポー

ツ⽤品メーカーとして蓄積してきた技術と経験をもとに、スポーツを通じた貢献を進めています。

パラスポーツを「する⼈」「⾒る⼈」「⽀える⼈」の⽀援

スポーツ⽤品メーカーとして蓄積してきた技術と経験をもとに、当社はパラスポーツ⽀援活動を積極的に⾏っております。健康な⼈にも障がいのあ

る⼈にも分けへだてなくスポーツを楽しむ機会が与えられるよう、「する⼈」「⾒る⼈」「⽀える⼈」の三者を等しく⽀え、誰もが健やかに暮らせ

る「共⽣社会の実現」に寄与することを、この活動の指針としております。

する⼈への⽀援

何よりもスポーツを⼀番に考え、⼼から愛し、⾃ら実践し、スポーツの⼒を信じる。当社はこの「SPORTS FIRST」というタグラインを掲げ、⼈材
育成や地域・社会への貢献などスポーツを通じた豊かな暮らしの実現と、社会の発展に寄与することをめざしています。

こうした考えのもと、2015年4⽉より⽇本パラスポーツ協会とオフィシャルパートナー契約を締結し、継続的に誰もがスポーツに参加し、楽しめる
環境づくりをサポートしています。

また各競技団体とも契約し、当社が企画・⽣産するブランドで⽇本代表のウエアを提供しています。

2022年度は、当社がユニフォームを提供する各競技団体の⽇本代表チームが好成績を収めています。提供するユニフォームは、ヒアリングや着⽤テ
ストを繰り返し、選⼿の要望に沿って開発しているもので、選⼿の活躍を陰でささえています。

また、2022年度から⼀部の競技団体と協働で、着⽤しなくなったユニフォームやウエアを回収し、再⽣させる取り組み「GREEN CYCLE」の取り
組みをはじめました。
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⾞いすラグビー⽇本代表をサポート パラ⽔泳⽇本代表 鈴⽊孝幸（当社従業員）

ボッチャ⽇本代表（⽕ノ⽟JAPAN）のユニフォームを提供 ⽇本障害者スキー連盟 ⽇本代表5チーム（アルペン、ノルディック、スノーボー
ド）をサポート

視覚障がい者クライマーへの⽀援（モンキーマジック）

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　113



⾒る⼈への⽀援

パラスポーツを盛り上げるため、当社では従業員や家族による競技観戦の誘致を積極的に⾏っています。⼦どもを含め、家族ぐるみで競技を観戦し

てもらうことで、「共⽣社会の実現」にとって重要なパラスポーツへの理解や親近感の醸成を⽬指しています。各種イベントが有観客で開催され始

め、社員・家族観戦動員やイベント動員などを再開し、継続して機会創出を⾏っています。

ジャパンパラ⽔泳⼤会における社員観戦・応援 ボッチャ⼤会への社員チーム出場

⽀える⼈への⽀援

「共⽣社会の実現」をめざすパラスポーツの⽀援には、「⽀援を⾏う

⼈」をさらに⽀援する仕組みが⽋かせません。当社では各協会・団体へ

のスタッフユニフォーム提供を⾏っています。

2022年度は当社従業員でパラ⽔泳選⼿の鈴⽊孝幸がシンポジウムや
トークショーなどに出演し、様々な年代の⽅に向けて共⽣社会への考え

⽅や多様性を受け⼊れることの⼤切さを伝えました。

⽀援先団体

特定⾮営利活動法⼈モンキーマジック

公益財団法⼈⽇本パラスポーツ協会

⼀般社団法⼈⽇本⾞いすラグビー連盟

https://www.monkeymagic.or.jp/ 

https://www.parasports.or.jp/ 

https://jwrf.jp/ 
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⼀般社団法⼈⽇本パラ⽔泳連盟

特定⾮営利活動法⼈⽇本障害者スキー連盟

⼀般社団法⼈⽇本ボッチャ協会

http://paraswim.jp/ 

https://jps-ski.com/ 

http://japan-boccia.net/ 
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次世代育成

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループでは、スポーツ⽤品メーカーとして蓄積してき

た技術と経験をもとに、未来を担う⼦供たちに向けて、様々な活動を通

じて⽀援をしています。競技スポーツで世界へ挑戦する⼦どもたちの夢

を⽀援する他、⼤⾃然の中でのアウトドア体験や⾃然の中の素材を使っ

たアート作品作りなどを通じて、⼦どもたちの可能性を引き出し、美し

い未来を形づくるための閃きと機会を提供します。

「GOLDWIN PLAY EARTH PARK」を実施

当社では、5組の建築家が創り出す遊具から⼦どもが主体となり新しい遊びを創造するイベント「GOLDWIN PLAY EARTH PARK」を実施しました。
「地」・「⽔」・「⽕」・「⾵」・「空」といった地球を構成する5つのエレメントをテーマにし、建築家とコラボレーションした遊具を設置する
ことで⼦どもの創造⼒を刺激し、これまでにないような遊びを⽣み出しました。また、5つのエレメントをテーマに、THE NORTH FACEやHELLY
HANSENなど5つのブランドからのコラボレーションアイテムの展開や、都市における⾃然との関わりを考え⼦どもたちが中⼼となり楽しめる様々な
ワークショップを開催しました。

実施概要

2022年4⽉23⽇から5⽉29⽇／東京ミッドタウン芝⽣広場にて
2022年7⽉23⽇から8⽉14⽇／富⼭県富岩運河環⽔公園・富⼭県美術館にて
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「ゴールドウイン FIS ユース ジャパンカップ」への特別協賛

当社では、アルペンスキー競技者の裾野であるユース世代の環境作りと選⼿拡⼤のためのアルペンスキー⼤会（主催：ナスターレース協会）を、

2000年から協賛しています。この⼤会での上位⼊賞者には、「FISチルドレン ウィスラーカップ出場権」を与えており、世界へと⽻ばたくきっかけ
作りを⾏っています。2020年からは国内では初めて「U14」と「U16」クラス（※）のFIS（国際スキー連盟）公認⼤会となり、世界各国からエント
リーしてきた選⼿と競い合う機会を提供しています。（※U14： 12-13歳／U16： 14-15歳）
2022年度は、2023年3⽉9⽇〜12⽇、苗場スキー場において321名の選⼿が参加して開催されました。

⾃然を体感しながら親⼦で学ぶ「THE NORTH FACE KIDS NATURE
SCHOOL」

当社では、親⼦が⾃然の中で楽しみながら学ぶ「THE NORTH FACE
KIDS NATURE SCHOOL」を2014年から開催しています。このスクール
では⼦どもたちの冒険⼼を呼び起こし、⾃然に触れることで得られる体

験や知識、仲間と共に学び成⻑する喜び、そして⾃分の限界に挑戦する

探究⼼を育てます。多くの⼦どもたちが⾃然に寄り添い「⽣きる⼒」を

育み未来へ夢を繋げるような時間を提供します。

2022年度はコロナ禍の中、オンラインで2回とフィールドで11回、開催
しました。

NPO法⼈ナスターレース協会 

THE NORTH FACE KIDS NATURE SCHOOL  
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「ゴールドウイン ジュニアチャレンジゴルフ⼤会」を開催

グループ会社のゴールドウイン開発では、ゴルフ倶楽部ゴールドウイン

（富⼭県⼩⽮部市）において「ゴールドウイン ジュニアチャレンジゴル
フ⼤会」を2010年より開催しています。⼩学⽣から⾼校⽣までのジュニ
アゴルファーを対象に、競技⼒の向上だけでなく、⼤会を通じてルール

やマナーを学んでもらうことを⽬的として開催しています。

2022年8⽉24⽇、19名のジュニアゴルファーが集まり、18ホールのスト
ロークプレーで競技が⾏われ、年代・性別のクラスごとに上位3名が表
彰されました。

PLAY EARTH KIDS

⼦どもと地球の未来を「遊び」を通して考え、創るプロジェクト

「PLAY EARTH KIDS」。世界や環境のことを、⾃由な遊びのなかで捉
える⼦どもたちの想像⼒と⾏動⼒を尊重したいと考え、世界を新鮮な⾒

⽅で捉えるアイディアや⽅法論を提案しています。

2022年度は、11⽉に恵⽐寿ガーデンプレイス(東京都渋⾕区)センタープ
ラザ1階に、“⾃然／⼦ども／遊び” をテーマに、キッズアイテムを横断
的に取り扱う初のエディトリアルショップ「PLAY EARTH KIDS」を
オープンしました。

サイズが合わないなどで着なくなったキッズ製品を買取り、世界で１点

物の製品としてリペアし販売するサステナブル・レーベル「GREEN
BATON」の第⼀号製品の販売を開始したほか、⼦どもの遊びを創造
し、⾃然との関わりを豊かに広げるPLAY EARTH KIDSオリジナルの商
品も取り揃えています。

恵⽐寿ガーデンプレイスのシャトー広場では、⾳での遊びが⽣まれる⼤

型の⽊製遊具をつくりました。また、本広場にてDIYでの楽器づくり
や、⾃然の⾳を聞くプロダクト制作など⾳に纏わるワークショップを開

催し、週末には⼦供たちと⼀緒に⾳楽をつくるライブコンサートも開催

しました。

https://www.goldwin.co.jp/playearthkids/ 
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財団活動

「ゴールドウイン⻄⽥育英財団」と

「ゴールドウイン⻄⽥東作スポーツ振興記念財団」について

ゴールドウイン⻄⽥育英財団

2020年8⽉、アスリートをサポートするスポーツ関連分野、または服飾・ファッション関連分野を学ぶ学⽣と、創業の地・富⼭出⾝の学⽣の奨学援
助を実施することを⽬的に、本財団を設⽴いたしました。本財団の活動を通じて、スポーツアパレル業界、地域社会の発展を⽬指します。こうした

活動は、当社の企業理念の実現に資するものであり、また、中⻑期的な観点からも、業界の発展、ひいては、当社の企業価値向上に繋がるものと考

えております。

ゴールドウイン⻄⽥東作スポーツ振興記念財団

本財団は、2017年5⽉に、当社がスポーツの振興に関する事業の推進をはかり、すべての⼈がスポーツを等しく楽しめる共⽣社会の実現に寄与する
ことを⽬的として設⽴いたしました。

この⽬的を達成するために次の事業を⾏っています。

1．障がい者スポーツの振興に関する事業に対する助成
2．⻘少年スポーツの振興に関する事業に対する助成
3．富⼭県におけるスポーツ振興に関する事業に対する助成
4．その他、この法⼈の⽬的を達成するために必要な事業

公益財団法⼈ゴールドウイン ⻄⽥育英財団 

公益財団法⼈ゴールドウイン⻄⽥東作スポーツ振興記念財団 
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コーポレート・ガバナンス

基本的な考え⽅

当社はタグライン「SPORTS FIRST：スポーツ・ファースト」のもと、スポーツを通じて豊かな健康⽣活を実現することを使命としています。こう
した企業としての社会的責任、すなわち法令等の遵守、内部統制の確⽴、顧客対応の向上、環境の重視、労働安全・衛⽣の徹底、⼈権擁護、社会貢

献などを全うし、すべてのステークホルダーから信頼され、収益⼒の拡⼤並びに経営体質の強化・改善を図り、⻑期的かつ安定した利益還元を維持

することが、事業活動において不可⽋であると認識しています。

この基本的考えのもと、コーポレート・ガバナンスを強化し充実させるため、経営の公正性と透明性の向上、的確かつ迅速な意思決定と効率的な業

務執⾏に努めています。その考えは経営指針「強い、速い、きれいな経営」として、全ての役職員に徹底されています。

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　120



コーポレート・ガバナンス制度 機関設計：監査役会設置会社

※2023年6⽉28⽇現在

各機関の概要

機関 構成 活動

取締役会
議⻑：代表取締役会⻑

取締役10名、監査役4名

指名・報酬諮問委員会
議⻑：社外取締役

社内取締役3名、社外取締役4名

ガバナンス委員会

議⻑：社外取締役

社内取締役3名、社外取締役2名、常勤監査役
1名

経営会議
議⻑：代表取締役社⻑

取締役4名、執⾏役員5名、常勤監査役1名

重要案件の審議、経営の監督、経営⽅針の議論を⾏う・

役員（取締役、監査役）と執⾏役員のあるべき姿（役

割・権限等）の定義付けと選任・解任審議

・

役員の報酬制度の検証・

役員の後継者育成策の検討・

コーポレートガバナンスコードの要求事項の実効性向上・

ガバナンス上の重要リスク対策の検討・

業務執⾏の決定と業務の執⾏を実施・
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機関 構成 活動

監査役会
議⻑：常勤監査役

常勤監査役1名および社外監査役3名

ESG経営推進委員会
委員⻑：代表取締役社⻑

⼦会社を含む各部⾨の責任者が参加

取締役・監査役、執⾏役員の選任

取締役・監査役候補の指名にあたってはその経歴、識⾒及び⼈格等を取締役会で充分に検討し、取締役会の諮問機関である指名報酬諮問委員会で審

議された内容に基づき、取締役会で選任の適否を判断しています。また取締役会は、取締役に法令・定款違反、その他職務を適切に遂⾏することが

困難と認められる事由が⽣じた場合には、解任⼜はその他処分を審議の上決定します。

執⾏役員は、当社の企業価値を中⻑期的に向上させることに資する⼈材を取締役会の決議により選任しています。また、執⾏役員の解嘱については

「執⾏役員規程」に解嘱の要件を規定しており、その要件に合致した執⾏役員は、取締役会の決議をもって解嘱されることになります。

現在の取締役の備える主なスキル

取締役

企
業
経
営

財
務
・
会
計

⼈
事
・
⼈
材
開
発

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
法
務

研
究
開
発

製
造
技
術

営
業

マ
�
ケ
テ
�
ン
グ

グ
ロ
�
バ
ル
経
験

社
会
・
環
境

ス
ポ
�
ツ
リ
テ
ラ
シ
�

⻄⽥ 明男 （代表取締役会⻑） 〇   〇 〇       〇 〇 〇 〇

渡辺 貴⽣ （代表取締役社⻑） 〇     〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇

⻄⽥ 吉輝 （取締役相談役） 〇 〇       〇     〇   〇

本間 永⼀郎（取締役副社⻑執⾏役

員）
〇 〇   〇     〇 〇 〇   〇

⽩崎 道雄 （取締役専務執⾏役員） 〇 〇 〇 〇         〇   〇

森  光  （取締役専務執⾏役員） 〇       〇   〇 〇 〇 〇 〇

森⼝ 祐⼦ （社外取締役）     〇   〇       〇 〇 〇

秋⼭ ⾥絵 （社外取締役）       〇         〇   〇

好本 ⼀郎 （社外取締役） 〇   〇       〇   〇   〇

為末 ⼤  （社外取締役） 〇   〇   〇       〇 〇 〇

監査に関する重要な事項について報告を受け、協議を⾏

い、⼜は決議をする。

・

中期経営計画の掲げるESG経営の推進に関わる重要課題
の進捗を確認する。

・
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社外役員の選任

当社は、社外役員の独⽴性に関する基準を定め、当社と利害関係のない独⽴した社外役員を選任することとしており、全ての社外取締役、社外監査

役を東京証券取引所に対し、独⽴役員として届け出ています。なお、社外役員の独⽴性に関する基準においては、当該社外役員が次の各項のいずれ

にも該当してはならないとしています。

※1：主要株主とは、当社の直近の事業年度末において、⾃⼰⼜は他⼈の名義をもって議決権ベースで10％以上を保有する株主をいう。
※2：業務執⾏者とは、会社法施⾏規則第２条第３項第６号に定める業務執⾏者をいう。
※3：主要な取引先とは、取引⾦額が当社の連結売上⾼⼜は相⼿⽅の連結売上⾼の２％を超えるものをいう。
※4：多額の⾦銭その他の財産とは、個⼈の場合は過去３事業年度の平均で年間1,000万円以上、法⼈等の場合は当該法⼈等の連結売上⾼の
２％以上の額をいう。

※5：多額の寄付とは、過去３事業年度の平均で年間1,000万円を超える⾦額⼜はその他の財産を⾔う。ただし、当該寄付を得ている者が法
⼈、組合等の団体である場合は、当該団体の総収⼊または経常利益の2％のいずれか⼤きい⽅の⾦額を越える⾦額を⾔う。
※6：重要な者とは、取締役、執⾏役、執⾏役員及び部⻑格以上の業務執⾏者⼜はそれに準じる権限を有する業務執⾏者を⾔う。

社外役員の活動状況(2023年3⽉期)

取締役 森⼝祐⼦

当事業年度に開催された取締役会17回のうち16回出席し、プロスポーツ選⼿として⻑年培った豊富な経
験、⾒識に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っています。指名・報酬諮問委員会の委員として、

代表取締役・取締役の⼈事ならびに報酬構成等について客観的視点から審議を⾏いました。

取締役 秋⼭⾥絵

当事業年度に開催された取締役会17回のうち17回出席し、主に法律の専⾨家としての豊富な経験と深い
⾒識に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っています。また、ガバナンス委員会の議⻑として、ガ

バナンス体制の強化を⾏っています。指名・報酬諮問委員会の委員としても、代表取締役・取締役の⼈事

ならびに報酬構成等について客観的視点から審議を⾏いました。

取締役 好本⼀郎

当事業年度に開催された取締役会17回のうち17回出席し、企業経営者として⻑年培った豊富な経験、⾒
識に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っています。指名・報酬諮問委員会の議⻑として、代表取

締役・取締役の⼈事ならびに報酬構成等について客観的視点から審議を⾏いました。

取締役 為末 ⼤

令和４年６⽉23⽇就任以降、当事業年度に開催された取締役会13回のうち13回出席し、アスリートとし
て⻑年培った豊富な経験、⾒識に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っています。指名・報酬諮

問委員会の委員として、代表取締役・取締役の⼈事ならびに報酬構成等について客観的視点から審議を

⾏いました。

1.現在⼜は過去10年間において、当社及び当社の連結⼦会社（以下、併せて「当社グループ」といいます。）の取締役（社外取締役を除
く）、監査役（社外監査役を除く）、⼜は使⽤⼈に該当しない者。

2.現事業年度を含む過去３年間において、就任前に以下のいずれにも該当していないこと。

(1) 当社の現在の主要株主(※1)⼜はその業務執⾏者（※2）

(2) 次のいずれかに該当する企業等の業務執⾏者

当社グループの主要な取引先(※3)1

当社グループが総議決権の10％以上の議決権を直接または間接的に保有している者、もしくはその業務執⾏者。2

(3) 当社グループの会計監査⼈である監査法⼈に所属する者

(4) 当社グループから多額(※4)の⾦銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計⼠、税理⼠、弁護⼠、司法書⼠、弁理⼠等の専
⾨家

(5) 当社グループから多額の寄付(※5)を受けている者

(6) 当社グループの業務執⾏者を役員に選任している会社の業務執⾏者

3.上記２のいずれかに該当する者が重要な者(※6)である場合において、その者の配偶者⼜は⼆親等以内の親族

4.前各項の定めにかかわらず、その他、当社と利益相反関係が⽣じ得る特段の事由が存在すると認められた者
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監査役 塩原明之

当事業年度に開催された取締役会17回のうち16回、監査役会18回のうち17回に出席し、⼤⼿商社出⾝で
主に関連業種で培ってきた豊富な知識・経験等に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っていま

す。

監査役 世⼀秀直

当事業年度に開催された取締役会17回のうち17回、監査役会18回のうち18回に出席し、⼤⼿商社出⾝で
主に関連業種で培ってきた豊富な知識・経験等に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っていま

す。

監査役 森⽥ 勉
当事業年度に開催された取締役会17回のうち17回、監査役会18回のうち18回に出席し、主に銀⾏経営者
としての豊富な経験と深い⾒識に基づき、適宜質問、意⾒表明等の発⾔を⾏っています。

コーポレート・ガバナンスの強化に向けた取り組み

指名委員会・報酬委員会の設置

当社は、機関設計として監査役会設置会社を選択しています。現在の取締役会の構成は総数10名、そのうち4名を独⽴社外取締役としています。あわ
せて、「指名・報酬諮問委員会」を設置することで、独⽴社外取締役の適切な関与と助⾔を得る仕組みを確保しています。

＜指名・報酬諮問委員会設置の⽬的＞

取締役の指名、報酬などに係る取締役会の機能の独⽴性・客観性と説明責任を強化し、コーポレート・ガバナンスのさらなる強化を図ることを⽬的

として、取締役会の任意の諮問機関として「指名・報酬諮問委員会」を設置しています。

＜指名・報酬諮問委員会の権限・役割＞

指名・報酬諮問委員会は、取締役会の諮問に応じて、以下の事項について審議し、その原案を決定します。

①取締役候補者の指名に関する事項

②取締役の解任に関する事項

③取締役の報酬に関する事項

④上記①から③にかかる基本⽅針・基準に関する事項

⑤取締役の後継者計画(育成を含む)に関する事項
⑥上記のほか、取締役会が指名・報酬諮問委員会に諮問した事項

＜指名・報酬諮問委員会の構成＞

当社の指名・報酬諮問委員会は３名以上で構成し、その過半数は独⽴社外取締役とします。今期の指名・報酬諮問委員会は6名で構成し、そのうち4
名を独⽴社外取締役としています。

取締役会の実効性評価

当社は、毎年、取締役会の実効性の評価を⾏うこととしています。2022年度は、以下のプロセスにより取締役会の実効性を評価しました。また、ア
ンケートの分析にあたっては外部機関からの助⾔を得ることで評価の透明性を⾼めています。

2022年度は2022年12⽉にアンケートを実施し、2023年1⽉のガバナンス委員会でディスカッションを⾏いました。その結果、⼀部改善の余地はある
ものの、実効性は概ね確保されていることを確認しました。

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　124



評価プロセス

アンケート項⽬

取締役・監査役のトレーニング

当社は、社内取締役および社内監査役に対し、新しい考えの習得や⽣きた情報に触れた⾃⼰啓発等を⽬的として外部セミナーへの出席、外部団体へ

の加⼊および⼈的ネットワーク（異業種交流）への積極的な参加を促し、研鑽を積ませることとしています。また、社外取締役および社外監査役に

対しては、就任時に当社グループの会社概要や基本使命、経営計画等についてのレクチャーを実施すると共に、就任後においても、外部セミナーへ

の出席、事業内容に関する説明会や当社グループ関連物件・施設等の視察等を実施しています。なお外部セミナーへの参加等に関する費⽤は会社負

担としています。

役員報酬

当社の役員報酬制度は、各役員の役割や責任に応じた公正な報酬体系とし、当社の持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値の向上を促すものとすること

を基本⽅針としています。また、客観性の観点から経済情勢や当社業績、他社⽔準等を踏まえての報酬体系、⽔準の⾒直し、あわせて取締役候補者

の指名と解任について、社外役員を過半数とする指名・報酬諮問委員会の審議を経て、取締役会において決定しています。

具体的には、社内取締役の報酬は基本報酬、業績連動報酬及び⾮⾦銭報酬により構成し、種類別の報酬割合については、指名・報酬諮問委員会の諮

問を経た上で取締役会にて決定するものとしています。なお、種類別の報酬割合の⽬安は,基本報酬:業績連動(⾦銭報酬):業績連動(⾮⾦銭報
酬)=70:15:15としています。監督機能を担う社外取締役については、その職務に鑑み、基本報酬のみを⽀払うものとしています。また、個⼈別の報酬
額については、指名・報酬諮問委員会の諮問を経た上で、取締役会で、株主総会にて決議された報酬限度額の範囲内において、決定するものとしま

す。

1.取締役及び監査役全員からアンケートの回収

2.アンケート結果の分析

3.分析結果に基づくガバナンス委員会でのディスカッション

取締役会の構成・

取締役会の運営・

社外役員に対する情報提供・

前年度からの改善状況・

総合評価・
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役員報酬等の内容

報酬の種類
給与⽅式

（固定／変動）
報酬の内容

基本報酬
⾦銭

（固定）

当社の取締役の基本報酬は⽉例の固定報酬であり毎⽉均等に⽀給します。基本報

酬は職位・職責に応じた⾦額としています。

業績連動報酬
⾦銭

（変動）

業績連動報酬は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を⾼めることを⽬的とし

て、社内取締役に対して、翌期に毎⽉均等に⽀給します。業績連動報酬の額は、各

事業年度の全社業績に応じて決定するものとしています。⽬標とする業績指標は、

適宜、環境の変化に応じて経営企画室にての検討を踏まえて⾒直しを⾏うものと

しています。

株式報酬
⾮⾦銭

（変動）

⾮⾦銭報酬は、持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値の向上への動機付け、及び株

主との価値共有の強化を⽬的として、社内取締役に対して譲渡制限付株式を付与し

ます。付与株式数は、職位・職責を勘案して決定するものとしています。

なお、具体的な報酬等を与える時期や条件については、指名・報酬諮問委員会の

諮問を経た上、取締役会で決定するものとしています。

2022年度の状況 （2022年4⽉1⽇〜2023年3⽉31⽇）

役員区分
報酬等の総額

（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）

対象となる役員の員数

（名）固定報

酬

業績連

動報酬

退職慰

労⾦

左記の

うち、

⾮⾦銭

報酬等

取締役

（社外取締役を除く）
330 276 54 － 51 6

監査役

（社外監査役を除く）
18 18 － － － 1

社外役員 66 66 － － － 8

政策保有株式に関する考え⽅

当社が今後成⻑を続けていくためには開発、⽣産および⾦融⾯において様々な企業との協同関係が必要と考えています。そのため、事業戦略、取引

先との事業上の⽬的などを総合的に勘案し、中⻑期的な企業価値の向上に必要と判断した場合に投資⽬的以外での株式を保有することがあります。

⼀⽅で、保有の意義が希薄と考えられる政策保有株式は縮減していく⽅針のもと、現在保有している株式についても、毎年取締役会で個別に検証し

ています。その結果保有⽬的が適切であり、保有に伴う便益やリスクが資本コストに⾒合っている銘柄については引き続き保有いたしますが、そう

でない銘柄については株価や市場動向等を考慮して速やかに売却することといたします。

政策保有株式に係る議決権⾏使は、その議案が当社の企業価値の向上に資する場合もしくは発⾏会社の効率かつ健全な経営に役⽴ち、企業価値の向

上を期待できると判断した場合は賛成としています。
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コンプライアンス

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループでは法令遵守はもちろんのこと、社会的規範、倫理を遵守し、誠実かつ公正な⽅法で事業活動を⾏うことにより、社会的責

任を果たし、ステークホルダーから信頼される企業グループでありたいと考えています。そのためには、従業員⼀⼈ひとりが⾼いコンプライアンス

意識を持ち、⾏動することが必要不可⽋であると認識しています。

従業員が適切な⾏動を選択する際の規範となるよう、「企業⾏動規範」「従業員⾏動基準」を定め、これを周知徹底することで、不正を許容しない

企業⾵⼟を醸成しています。

企業⾏動規範・従業員⾏動基準

推進体制

当社では、コンプライアンス室を主管部⾨とするコンプライアンス推進体制を構築しています。コンプライアンスに関する各施策はESG経営推進委
員会へ報告し、取締役会から監督・指⽰を受けています。

また、内部通報制度の運⽤や従業員への意識啓発などで内部監査室が連携しているほか、研修の企画や実施、法令の確認・対応などで情報セキュリ

ティ委員会（システム部）、⼈事部、総務部、法務室が連携しています。

体制図

コンプライアンスの推進

当社グループでは、内部通報制度の運⽤や、社外取締役・社外監査役が取締役会および監査役会において、独⽴かつ客観的な⽴場から意⾒を述べる

ことで、職務執⾏の適法性・妥当性を確保しています。また、各種研修の際に法令や経営理念、⾏動規範などの周知徹底を⾏い、内部監査や内部統

制評価を通じて、各拠点で業務⼿順やマニュアルの遵守状況について確認を⾏っている他、「コンプライアンス研修」を毎年実施しています。
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さらに、全従業員に内部通報制度の仕組みや⾏動規範・⾏動基準等⾏動の指針となる携帯⽤の「コンプライアンスカード」を配布して常時携帯を指

導するなど、⽇頃から従業員のコンプライアンス意識向上・啓発に努めています。

2022年度は、ゴールドウイングループのメールアドレス保有者1,664名に対し、コンプライアンス意識調査アンケートを実施しました。回答結果を踏
まえ、コンプライアンス研修などコンプライアンス意識徹底に関わる施策に反映し、コンプライアンス意識の醸成に役⽴てています。 販売職に対し
てはコンプライアンスの設問を含むセルフチェックアンケートを実施し、822名から回答を得ることができました。コンプライアンスに対して意識
⾼く取り組まれており理解も深まっていることが回答結果から伺えました。

今後もこのような活動を通じ、従業員のコンプライアンス意識の現状を把握し、改めて研修や施策に繋げていきます。

コンプライアンス教育

グループ会社を含めた全従業員を対象とした「コンプライアンス研修」を毎年実施しています。2022年度は、コンプライアンス、リスクマネジメン
トに対する理解の促進と意識の啓発、内部通報制度の周知徹底を⽬的に研修を実施し、2,810名（受講率100％）の従業員が受講しました。
また「インサイダー取引に注意しましょう」「マタハラ、パタハラって何？」「LGBTQ＋の⼈を傷つける⾔動をしないために」など⾝近なテーマで
コンプライアンスについて考えてもらうために「コンプライアンス便り」のメールマガジンを12回発⾏しました。
販売職に対しては郵送でコンプライアンス通信を発送し、コンプライアンスへの考え⽅を共有し、従業員ひとり⼀⼈の意識醸成を図っています。 

2022年度も内部監査の結果とともに、従業員のコンプライアンス意識が向上してきていることを共有し、改めて各店舗における推進を要請し、⽀援
しています。

内部通報制度

当社グループにおける職務執⾏に関して、不正⾏為、法令違反、企業倫理違反、またはそれらの疑義⾏為について相談・通報を受け付ける内部通報

制度（企業倫理ホットライン）を運⽤しています。受付は社内窓⼝と、社外窓⼝の弁護⼠と社会保険労務⼠事務所が⾏っており、匿名での相談・通

報が可能となっています。

寄せられた相談・通報については、内容に応じた⼗分な調査・検討を⾏い、相談者へのフィードバック、対応を実施しています。また、いずれの場

合も相談したことによって、相談者が不利益を被らないように「公益通報者保護規程」に則り、個⼈情報の保護、守秘義務の遵守がなされていま

す。

2022年度は、2022年6⽉に改正された公益通報者保護法に伴い「公益通報者保護規定」を改定し、内部通報制度・窓⼝の周知を強化項⽬として取り
組みました。また「コンプライアンス違反の疑い」「ハラスメントの疑い」「職場の⼈間関係」「その他」の4つの項⽬において44件の相談・通報
を受けており、すべてに適切に対応しています。
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今後の課題

引き続き、法令遵守はもちろんのこと、社会的規範、倫理の遵守を徹底し、社会的要請に応えていきます。そのために、法令や経営理念、⾏動規範

などの周知徹底、内部監査や内部統制評価の実施、内部通報制度の運⽤、腐敗防⽌の徹底、コンプライアンス研修の実施に取り組み、従業員ひとり

⼀⼈のコンプライアンス意識の醸成に取り組みます。
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企業⾏動規範・従業員⾏動基準

企業⾏動規範

当社は経営指針として「強い、速い、きれいな経営」を掲げ、社会に開かれた企業を⽬指しています。当社および当社ブランドが市場から期待され

る⾼度な倫理⽔準及び業務⽔準に基づき、国際基準を⽀持し、各国法令ならびに、社会的規範、倫理を遵守し、誠実かつ公正な⽅法で事業活動を遂

⾏し、持続可能な経済成⻑と社会的課題の解決を図ることを⽬的とし、その基本的な原則を「⾏動規範」として定め実⾏します。

なお、本⾏動規範は、その所有する施設の運営・管理の在り⽅も含め、ゴールドウイン、その⼦会社、および関連会社に対して適⽤されます。

１．法令の遵守

労働、⼈権、安全衛⽣、環境保全、倫理に関し、当社の遂⾏する事業に適⽤される法令を遵守し、倫理的な企業活動を⾏います。また国際的な事業

活動においては、事業を展開している国・地域の法令および国際法規を遵守します。

２．公正な取引

取引は、公正かつ⾃由な競争ならびに適正な取引、責任ある調達を⾏います。また、政治、⾏政との健全な関係を保ちます。独占禁⽌法・下請法・

⾦融商品取引法・その他関連法令および社内規程および適⽤される、インサイダー取引、マネーロンダリング、贈収賄、取引強要等不正取引の禁⽌

に関わるすべての法令を遵守し、当該法令違反となるいかなる⾏為も⾏いません。

３．情報公開・情報の保護

株主・投資家、顧客、取引先等へ企業情報を積極的、効果的かつ公正に開⽰し、企業をとりまく幅広いステークホルダーと建設的な対話を⾏い、企

業価値の向上を図ります。また、個⼈情報・顧客情報をはじめとする各種情報の保護・管理を徹底します。

４．製品の品質・サービスの向上

社会的に有⽤で安全な製品・サービスを開発、提供し、消費者・顧客に対して、商品・サービスに関する適切な情報提供、誠実なコミュニケーショ

ンを⾏い、満⾜と信頼を確保します。

５．⼈権の尊重・労働環境

⼈権に関する国際規範を常に⽀持し、すべての⼈の多様性、⼈格、個性を尊重します。⼈種、肌の⾊、性別、年齢、出⾝、宗教、性的指向、婚姻の

有無、国籍、障がいの有無、その他法的に保護されている要素による⼀切の差別はしません。

また、事業を展開する国および地⽅⾃治体が定める職場の安全衛⽣に関する法令を遵守し、全ての従業員の能⼒を⾼め、多様性、⼈格、個性を尊重

する働き⽅を実現し、健康を保持・増進するため、清潔、安全で働きやすい環境を提供します。

６．スポーツの振興・社会貢献

企業活動を通じてスポーツ⽂化の発展に寄与し、積極的に社会貢献活動に取組みます。

７．環境保護

環境問題の取組は⼈類共通の課題であり、企業の存続と活動に必須の要件であることを認識し、事業を展開する国および地域における環境保護法令

を遵守し、エネルギー、排出ガス、⽔、廃棄物、危険物、その他の環境リスクについて、環境への影響を最⼩化するための⾏動指針と実施策を策定

し、持続可能な改善施策を⾏います。

８．反社会勢⼒排除

市⺠社会や企業活動の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢⼒および団体とは断固として対決し、資⾦提供若しくは他の⽀援または継続的取引など

⼀切の関係遮断を徹底します。

９．企業統治

経営トップは本⾏動規範の精神の実現が⾃らの役割であることを認識して経営にあたり、実効あるガバナンスを構築して、ゴールドウイン、その⼦

会社、および関連会社にその徹底を図るとともに、サプライチェーンにも本憲章の精神に基づく⾏動を促していきます。また、社内外の声を常時把

握し、実効ある社内体制を確⽴します。

１０．重⼤な事態

本⾏動動規範に反するような事態が発⽣したときには、経営トップ⾃らが問題解決に当たる姿勢を社内外に明らかにし、原因究明、再発防⽌に努め

ます。また、社会への迅速かつ的確な情報の公開と説明責任を遂⾏し、権限と責任を明確にしたうえ、⾃らを含めて厳正な処分を⾏います。
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従業員⾏動基準

1.コンプライアンス重視の事業活動

1.法令遵守はもちろんのこと、社会秩序に反さず公正・公平に事業活動を⾏います。

2.取引は、公正・透明性を確保し、独占禁⽌法、⾦融商品取引法等の法令および社内規程を遵守するとともに、取引先における法令遵守、品質、
安全性、環境保全、情報セキュリティ、公正取引・倫理、安全衛⽣、⼈権・労働などにも注意を払い、各々が社会的責任を果たしていけるよう

努めます。

3.知的財産権を尊重するとともに、国内外においてそのための⾵⼟作りに努めます。また、知的財産権の創造・保護・活⽤にあたって、企業価値
の最⼤化を図ると同時に、知的財産法を遵守し、公正かつ⾃由な競争の促進を図ります。

4.輸出⼊取引は、相⼿国の関係法令、わが国の不正競争防⽌法、輸出⼊関連法を遵守します。海外事業展開に当たっては、当該国・地域の法令お
よび国際法規を遵守します。

5.サプライチェーンについても、基本⽅針となるコンプライアンス・品質の保証・環境への取り組み・⼈権／⼈格 ／個性の尊重に則ることを前提
とした「ゴールドウインサプライヤー⾏動規範」を定めており、当社との取引に際して、この基本⽅針を遵守いただくことを定めた「ゴールドウ

インサプライヤー⾏動規範に関する同意覚書」の締結を実施します。

6.取引先に対して、社会通念の範囲を超えた接待・贈答・⾦銭などの授受は⾏ないません。特に、国内外の公務員等に対しては、法令遵守を徹底
するのみならず、疑義を招く⾏為を⾏いません。

7.⾃社や取引先に関する重要情報を職務上知りえても、その公表前に株式、証券などの取引⾏為をするインサイダー取引は⾏いません。

2.積極的情報公開・個⼈情報の保護

1.株主・投資家に、タイムリーで適正な情報開⽰を積極的、効果的に⾏い、企業活動に対する理解促進に努めます。

2.ステークホルダーにとって有⽤な情報を経営・財務的側⾯の情報だけではなく、環境的側⾯や社会的側⾯などの⾮財務情報についても、社会か
ら求められる企業活動の重要な情報として認識し、積極的、効果的に開⽰します。

3.個⼈情報の保護については、重要度を⼗分認識し、法令および社内規程を遵守します。また、機密情報についても管理を徹底します。

3.製品の品質・サービスの向上

1.開発部⾨、販売部⾨（代理店・⼩売店様を含む）､お客様相談窓⼝などの連携を図り、お客様のニーズを把握し、地球環境を考慮した製品・サー
ビスを開発・提供します。

2.製品・サービスの提供にあたり、安全性と品質の管理のために、開発から販売、消費にいたる全てのプロセスにおいて、守るべき基準・⼿順を
明確に定め、品質・安全性管理体制を構築し、不具合が発⾒された場合には適切かつ迅速な対応をします。

3.お客様が合理的に製品・サービスを選択できるように、不当景品類及び不当表⽰防⽌法（景品表⽰法）その他の法令にしたがって適切に表⽰し
ます。

4.従業員の働きがい・⼈権の尊重

1.仕事のやりがい、⽣きがいを実感できる働き⽅を推進するとともに、国籍、性別、年齢、宗教、障がいの有無、などを理由に差別せず雇⽤機会
の拡⼤に努め、同時に納得性と公正性のある⼈事・処遇制度を構築します。

2.安全に就業し健康を保持・増進するために、安全衛⽣活動につとめ、健康づくりを積極的に⽀援し、適正な労働時間の維持を図り、快適な職場
づくりに取組みます。
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3.すべての⼈の多様性、⼈格、個性を尊重します。⼈種、肌の⾊、性別、年齢、出⾝、宗教、性的指向、婚姻の有無、国籍、障がいの有無、その
他法的に保護されている要素による⼀切の差別はしません。また従業員のキャリア形成や能⼒開発を⽀援し、多様な就労形態を導⼊し、ワー

ク・ライフ・バランスの充実に努めます。

4.会社は企業の状況、経営環境、経営課題などについて、適切な情報を従業員に提供し、労使が共通の認識を持つことできる環境を整え、労使共
同で社業の発展に努めます。

5.従業員の労働基本権を尊重するとともに、如何なる場合も強制労働、児童労働、その他⾮⼈道的な扱いは⾏いません。

5.社会との係わり・環境保護

1.社会の発展に寄与する、⽂化・芸術の⽀援、地域社会への協⼒、ボランティア活動、国際社会への貢献などの社会貢献活動を継続的に実施し、
企業市⺠としての役割を果たします。

2.海外において事業活動を⾏う場合は、当事国の法令、⽂化、慣習を尊重し進めます。

3.反社会的勢⼒および団体とは関係を⼀切持ちません。また、反社会的勢⼒による不当要求は断固拒絶します。

4.地球環境改善のための脱炭素社会の実現に向け、温室効果ガス削減や⽣物多様性など環境に配慮した⾏動をします。また、循環型社会実現のた
めに環境配慮商品開発や循環型ビジネスモデルの構築に努めます。
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リスクマネジメント

基本的な考え⽅

ゴールドウインでは、危機の発⽣により企業活動に多⼤な影響を及ぼす恐れがあるとして、リスク管理は極めて重要であると考えています。危機の

発⽣を未然に防ぐこと、かつ危機が発⽣した際も当社への影響を最⼩限にとどめることを⽬的に「リスク管理規定」を定め、様々なリスクに備えて

います。

2023年度に「リスク管理規定」を改定しました、昨今の社会情勢に合わせたリスク分類の再定義や、BCP（事業継続計画）の策定に伴う内容を追記
し、社内で共有しています。

推進体制

当社は、BCM委員会や情報セキュリティ委員会をはじめとする各種の社内委員会を設定し、常に起こりうるリスクを想定したリスク管理に努めてい
ます。また、危機管理の情報は⼀元的に集中して総合的に判断することが重要であるため、管理本部を危機管理の統括部署とし、総務部が平時にお

ける実務を実⾏する体制としています。BCM委員会は管理本部⻑が委員⻑を務め、各本部から委員を選任しています。BCPの運⽤状況、訓練、対策
の確認などを年2回実施する委員会にて共有の上、必要な対策を協議しています。
万が⼀、危機が現実化した際には、取締役を中⼼とする経営層に速やかに報告され、発⽣した事案への危機管理本部が設置されます。危機管理本部

は、情報収集・分析を⾏い、対策および再発防⽌策を検討し、危機解決に必要な⾏動を役職員に指⽰・命令する体制を確⽴することとしています。

体制図

BCM（事業継続マネジメント）

地震、⼤型台⾵、噴⽕などの⾃然災害や、感染症、広域⻑期停電など経済活動の継続に影響を与える事象、また情報漏洩などのインシデントが発⽣

すると、当社の企業活動にも中⻑期にわたって多⼤な影響を被る可能性があります。当社ではこうした緊急事態をあらかじめ想定し、危機発⽣時に

おいても従業員とその家族の安全確保を最優先としつつも、社会と地域の安定に寄与し、事業継続による社会的責任を果たすために、2021年度より
BCP（事業継続計画）を策定し、運⽤しています。
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BCPの策定、事前対策や教育訓練の推進、及び定期的な点検・是正を平常時から⾏う体制として、経営層の下にBCM（事業継続マネジメント）体制
を構築し、BCM推進事務局が平常時の運⽤体制における事務局を担っています。BCM責任者を代表取締役社⻑が担当し、BCM事務局として管理本
部⻑が責任者となりBCM委員会の運営を通じて、BCM進捗状況の把握や経営層への報告、予防処置や是正処置のフォローアップ、教育訓練の計画と
実施などを⾏っています。

2022年度は事業継続計画書に基づき、各部署もしくは所管業務ごとに対策の検討と、ソフト・ハード両⾯における準備を⾏うための部⾨ヒアリング
を各部署4回実施しました。また、マニュアルに沿ってBCP訓練を実施しています。

【基本⽅針】

従業員の⽣命安全を最優先として捉えると共に、スポーツを愛するすべての⼈に信頼され、期待されるスポーツアパレルメーカーであり続

ける為、お客様への供給責任を果たし、社会的責任を遂⾏する。

また、社会の⼀員として国や地⽅⾃治体と連携を図り、従業員・家族の⽣活⽀援及び地域住⺠の救助・救援にできる限り協⼒すると共に、

企業価値向上を⽬指し、持続的な成⻑発展のため事業継続⼒強化に継続的に取り組み社会に貢献する。

【⽬的】

備えるべき脅威と想定リスク

⼤規模地震、感染症、噴⽕、⽕災、テロ攻撃など様々な脅威がある中で、当社として最も備えるべき脅威として優先的に⼤規模地震及び感染症に対

するリスク評価を重点に実施しています。ただし、その他の脅威についても、今後の継続的改善の中で必要に応じて検討を進めます。また、対象拠

点単位にリスク状況を整理・分析し、課題や必要な事前対策を改善実施状況として、課題管理表を作成し、進捗管理を⾏っています。

新型コロナウイルス感染症への対応

新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴い、2020年3⽉より、コロナ対策委員会を設置し、管理本部⻑の委員⻑のもと指⽰・決定を迅速に⾏い、重⼤事
故ならびに感染拡⼤を未然に防ぐことに努めています。2023年5⽉に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが「5類感染症」へ移⾏した
ことを鑑み、コロナ対策委員会を解散し、通常のリスクマネジメント体制の中で、感染症対策として取り組みを継続しています。

当社の感染症予防対策は以下をご参照ください。

今後の課題

全社的リスクマネジメント体制の構築に向けて、社内の各種委員会・各部⾨との連携を強化します。また、⼦会社のBCMへの取り込みを検討し、最
終的にはゴールドウイングループ全体のリスクマネジメント体制の構築を⽬指します。さらに、具体策として訓練や社内教育を進めるとともに、適

宜、必要に応じてBCM体制の⾒直しや、規定類の更新などに取り組みます。

1.⼈命第⼀を旨として、従業員とその家族及び社会の安全を最優先とする。（感染症の場合、感染防⽌策や感染拡⼤防⽌策などを含む）

2.地域社会の安全に貢献する。(社会・経済の混乱防⽌) お客様や社会への影響を極⼒少なくするため、出来る限り早期に製品・サービ
スの提供を再開する。

スポーツアパレルメーカーとしての⽀援活動を、製造活動、営業活動、広報活動として意識して⾏うことで、企業価値の維持と向上に

繋げる。

3.有事の対応を決めておくことで、有事の際の権限委譲、早期対応を可能とし、企業・組織の存続と経営の維持・収益の確保を⾏う。

健康経営ページ「感染症予防対策」
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情報セキュリティ

基本的な考え⽅

企業が持つ情報資産は、常にセキュリティリスクに晒されており、万⼀の事故発⽣時には多くのステークホルダーに影響を及ぼします。情報セキュ

リティの確保は企業の重要な社会的責任であるという認識のもと、ゴールドウインでは2008年3⽉に「情報セキュリティ基本⽅針」を策定し、取り
組んでいます。加速する事業のグローバル化やEコマースの拡⼤など昨今の流れを受け、2021年10⽉には同⽅針を改定し、より変化に即した管理が
⾏えるよう推進体制を整備しています。すべての役職員が多様なリスクへの意識を⾼め、情報セキュリティの維持・向上に取り組み、社会に⼀層信

頼される企業を⽬指します。

情報セキュリティ基本⽅針

当社は、事業活動を正常かつ円滑に⾏う上で、情報セキュリティの確保は重要課題のひとつであると考え、当社の情報資産を保護する指針

として、情報セキュリティ基本⽅針を策定し、実施いたします。

策定：2008年3⽉17⽇
改定：2021年10⽉1⽇

推進体制・責任者

当社では、2021年10⽉に発⾜した情報セキュリティ委員会を主管組織とする情報セキュリティ推進体制を整備しています。情報セキュリティ委員会
は、情報システム部⾨を統括する本部の本部⻑（管理本部⻑）が委員⻑を務め、重要事項は経営会議を通して取締役会から監督・指⽰を受けていま

す。委員会は原則として1年に2回開催することとし、必要に応じて委員⻑が随時招集します。
情報セキュリティ委員会と各部⾨をつなぐ役割として、各部（室・事業グループ）の⻑が情報資産管理者を担い、情報セキュリティ委員会からの指

⽰を従業員に周知し、施策を実施しています。

1.情報セキュリティ体制の確⽴
当社は、情報セキュリティの維持および向上のため、情報セキュリティ活動に必要な資源を確保し、推進体制を確⽴します。

2.情報資産の保護
当社は、情報資産の機密性、完全性及び可⽤性を確保するための適切な管理を⾏い、これらを脅かす全ての脅威から情報資産を保護す

ることに努めます。

3.法令等の遵守
当社は、情報セキュリティに関する法令、規則等を遵守します。

4.教育、研修の実施
当社は、役職員が情報セキュリティの確保に係る責任と義務について⼗分に認識するように、定期的に教育、研修を実施します。

5.継続的な改善
当社は、情報セキュリティに関する法令、規則等の改訂や技術⾰新に伴うリスクの変化に対応するため、本情報セキュリティ基本⽅針

および関連する当社諸規程、管理体制の評価と⾒直しを定期的に⾏い、情報セキュリティの継続的な改善を図ります。

6.事故への対応
当社は、情報セキュリティに関する事故の発⽣予防に努めるとともに、万⼀事故が発⽣した場合は、事故対応のみならず再発防⽌策を

含む適切な対策を速やかに講じます。
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体制図

情報セキュリティ教育

情報漏洩などのセキュリティインシデントの原因の多くは⼈的要因とされ、事故の未然防⽌には従業員⼀⼈ひとりが情報セキュリティへの意識やリ

テラシーを⾼めることが⽋かせません。2022年度は、情報セキュリティの考え⽅やインシデント事例とその対策、社内体制・ルールなどについて、
Eラーニングまたは集合研修による従業員教育を⾏なっており、対象従業員（内勤）1,494名全員の従業員が受講しています。また、店舗スタッフ
は、各店舗に研修資料を送付し、各店⻑より教育を実施しています。対象244店舗全店で受講が完了しています。
教育内容は適宜カリキュラムを⾒直し、変化の激しい情報技術の現状を踏まえて内容を更新していきます。

標的型攻撃メール訓練の実施

2022年度は、従業員がサイバー攻撃をより⾝近なリスクとして捉えられるよう、標的型攻撃メール訓練（2回）を実施しました。
近年、標的型攻撃メールにより特定の企業や組織を狙った重要な情報が盗まれる事案や⾝代⾦を要求される事案、ビジネス詐欺メールにより、⾦銭

が搾取される事案が頻発しており、当社においても同種のメールの受信が確認されています。その対策の⼀環として、情報セキュリティ委員会事務

局より、訓練として模擬の標的型攻撃メールを従業員に送付しました。従業員が標的型攻撃メールに実際に触れることにより、「疑わしいメールは

開封しない」「怪しいメールを受け取った場合に、メール本⽂中のURLをクリックしない」「添付ファイルを開封しない」など判断できるようにな
り、ウイルス感染、情報漏洩等のリスクを低減させる効果が期待されます。2回の訓練において2回とも添付ファイルを開いた従業員は再度Eラーニン
グを受講するなどの教育を⾏っています。

情報資産管理の徹底

当社では、新体制のもと全社で情報資産の管理を強化していくため、管理ルールの再整備が重要と考えています。その第⼀歩として、2021年度より
社内で管理する情報資産の実態把握に取り組んでいます。各部⾨がそれぞれどのような情報を持ち、現在どう管理しているかをヒアリングし、運⽤

状況について分析を進めます。

ゴールドウインの⽂書取扱規程では「極秘」「秘」「社外秘」の三つの基準が定められており、2021年度はその中で最も厳格な管理を必要とする
「極秘」にあたる情報、および個⼈情報についての調査を⾏い、2022年度は、グループ会社にも対象を広げて情報資産の棚卸を実施しました。情報
資産の洗い出しは、今後、管理ルールの明⽂化と全社統⼀、遵守の徹底につなげていきます。

また、情報資産管理の徹底とともに、USBメモリ機器の利⽤制限強化にも取り組んでいます。利⽤承認基準を明確化し、すでに承認されている機器
についても再審査を実施しました。2023年度以降はUSBメモリ利⽤可能PCの限定化等、更なるUSB利⽤制限強化を実施します。
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情報セキュリティインシデント問い合わせ窓⼝

情報セキュリティインシデント発⽣時には、当該者から迅速な報告を受け、組織として対応していくことが極めて重要です。当社では2021年8⽉、万
⼀に備えた「情報セキュリティインシデント問い合わせ窓⼝」を新設し、運⽤を開始しています。 2022年度の問い合わせ件数は25件でうち21件は
スパムメールの問い合わせでした。情報漏洩につながり得るインシデントが認められた場合、⾃部署の上⻑への報告に加え、本窓⼝へ直ちに連絡す

ることを、全従業員に周知徹底しています。

情報セキュリティインシデント例

今後の課題

情報セキュリティの重要性が⾼まり続ける中、今後も技術⾯・運⽤⾯・体制⾯・教育⾯を合わせてマネジメントの⾼度化を⽬指していきます。適切

な管理指標を設定し、着実な推進に努めます。

次年度以降は、事業で使⽤する主要なコンピュータ、ネットワーク等のそれぞれのリスクを評価し、優先度をつけた対策の検討を進めるほか、情報

セキュリティのマネジメントを専属で⾏う⼈員の確保と、専管組織の⽴ち上げによるさらなる体制強化に取り組む計画です。

PCなどの情報機器の紛失・

迷惑メール、スパムメールの添付ファイル・URLへのアクセス・

ウイルスファイルのインストール・

会社で利⽤するSNSなどのID乗っ取り・

誤った操作による個⼈情報の流出・
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⼈権の尊重

基本的な考え⽅

ゴールドウイングループは、ビジネスが⼈権に与える影響の⼤きさを認識し、⼈権に配慮した活動を推進するため、国連「ビジネスと⼈権に関する

指導原則」をはじめとする国際基準に則り、⼈権尊重の取組みを推進しています。

当社グループの全ての役員・従業員をはじめ、関係するサプライヤーにおいても取組みを進める上での共通の価値観として「ゴールドウイングループ

⼈権⽅針」を定め、共有しています。

ゴールドウイングループ⼈権⽅針

ゴールドウイングループ（以下、当社グループ）は、「スポーツを通じて、豊かで健やかな暮らしを実現する」というMISSION（企業理
念）の考えのもとに、あらゆる多様性に配慮し、事業活動を通じて持続可能（サステナブル）な社会構築を⾏い、企業価値の向上を⽬指し

ています。

当社グループは、⼈権の尊重がMISSIONの実現に不可⽋であると認識し、当社グループの⼈権尊重に対する基本的な姿勢として「ゴールド
ウイングループ⼈権⽅針」（以下、本⽅針）を定めています。

本⽅針及び当社グループの⼈権尊重の取組みは国連「ビジネスと⼈権に関する指導原則」に基づいたものであり、その具体的な取組みは個

別の⽂書（企業⾏動規範、従業員⾏動基準、ゴールドウインサプライヤー⾏動規範、その他ガイドライン等）で定めます。

（国際⼈権基準の尊重）

当社グループは、事業活動を⾏う国や地域の法令を遵守することに加え、国際⼈権章典や国際労働機関（ILO）の「労働の基本原則及び権
利に関する宣⾔」に記された⼈権を⽀持・尊重します。

万が⼀、国際的に認められた⼈権と事業活動を⾏う国・地域の法令に⽭盾がある場合には、国際的に認められた⼈権の原則を尊重する⽅法

を追求します。

（適⽤の範囲）

本⽅針は、当社グループの全ての役員及び従業員に適⽤されます。

サプライヤーの皆さまにも、本⽅針をご⽀持いただき、当社グループと協働して⼈権尊重の取組みを進めていただくことを期待します。

（⼈権尊重の実践）

当社グループは、関係する全てのステークホルダーの⼈権を尊重するため、⼈⾝売買、強制労働、児童労働、あらゆる差別やハラスメント

を禁⽌し、結社の⾃由及び団体交渉権を保証します。

このために、⼈権デュー・ディリジェンスを継続的に実施し、バリューチェーン全体における顕在的及び潜在的な⼈権リスクの防⽌・軽減

を図ります。

本⽅針に基づいた⼈権尊重の取組みは、当社代表取締役社⻑執⾏役員が責任を持ち、業務プロセスに組み⼊れ、適切に遂⾏します。

当社グループは、⼈権尊重の取組みには⼈権侵害を受ける可能性のあるステークホルダーの視点から対応することが重要であると認識して

います。そのため、本⽅針の⼀連の取組みにおいて、独⽴した外部機関の専⾨知識を活⽤するとともに、関連するステークホルダーと対

話・協議を⾏います。

本⽅針を実⾏するために、役員及び従業員に対しては教育を⾏うとともに、サプライヤーの皆さまに対しては本⽅針をご理解いただくため

の周知活動を⾏います。

（救済措置）

当社グループは、社内外のあらゆるステークホルダーが⼈権に負の影響を与える⾏為を相談・通報できる、実効性のある苦情処理体制を整

えます。そして、⼈権に対して負の影響を引き起こす、もしくは関与したことが明らかになった場合は、適切な⼿続きを通じてその救済に

取り組みます。

（情報開⽰）

当社グループの取組みの進捗については、ウェブサイトや発⾏物で開⽰していきます。

2021年12⽉13⽇
株式会社ゴールドウイン

代表取締役社⻑執⾏役員

渡辺 貴⽣
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編集⽅針

ゴールドウイングループでは、ステークホルダーの皆様に当社グループのサステナビリティの活動をご理解いただくために、積極的に財務・⾮財務情

報を開⽰しています。サステナビリティサイトは、GRI （Global Reporting Initiative）スタンダードや、SASB等の国際的なガイドラインに則り、毎
年⾒直しています。

報告対象期間

2022年4⽉1⽇〜2023年3⽉31⽇

※⼀部に上記期間外の情報を含みます

報告対象組織

株式会社ゴールドウインを中⼼に、ゴールドウイングループの⼦会社15社、関連会社3社（2023年3⽉31⽇現在）の活動について報告していますが、
⼀部はゴールドウイン単体について掲載しています。

対象期間中に発⽣した組織の重要な変更

特になし

更新年⽉

2023年10⽉（前回：2022年10⽉、次回：2024年10⽉予定）

参考ガイドライン

GRI （Global Reporting Initiative）スタンダード
ISO26000（社会的責任に関する⼿引）
SASB スタンダード（⽶国サステナビリティ会計基準審議会）

報告に関するお問い合わせ先

お問い合わせ
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GRIスタンダード対照表

⼀般開⽰項⽬

項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

102 ⼀般開⽰事項

組織のプロフィール

102-1 組織の名称 会社概要

102-2 活動、ブランド、製品、サービス ブランド紹介

102-3 本社の所在地 会社概要

102-4 事業所の所在地
事業所 / グループ企業 / 海外
ネットワーク

102-5 所有形態および法⼈格 会社概要

102-6 参⼊市場 会社概要

102-7 組織の規模 会社概要

102-8 従業員およびその他の労働者に関する情報 雇⽤・ダイバーシティ

102-9 サプライチェーン
サプライチェーン・マネジメ

ント

102-10 組織およびそのサプライチェーンに関する重⼤な変化 編集⽅針

102-11 予防原則または予防的アプローチ

TCFD提⾔に基づく情報開⽰
コンプライアンス

リスクマネジメント

102-12 外部イニシアティブ TCFD提⾔に基づく情報開⽰

102-13 団体の会員資格 環境コミュニケーション

戦略

102-14 上級意思決定者の声明 トップメッセージ

GOLDWIN ESG DATABOOK 2023　140

https://corp.goldwin.co.jp/about
https://corp.goldwin.co.jp/about/brands
https://corp.goldwin.co.jp/about
https://corp.goldwin.co.jp/about/group
https://corp.goldwin.co.jp/about/group
https://corp.goldwin.co.jp/about
https://corp.goldwin.co.jp/about
https://corp.goldwin.co.jp/about
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/diversity
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/scm
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/scm
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/editorialpolicy
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/tcfd
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/compliance
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/risk
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/tcfd
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/communication
https://corp.goldwin.co.jp/sustainability/topmessage


項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

102 ⼀般開⽰事項

戦略

102-15 重要なインパクト、リスク、機会

トップメッセージ

環境マネジメントシステム

TCFD提⾔に基づく情報開⽰
リスクマネジメント

倫理と誠実性

102-16 価値観、理念、⾏動基準・規範

MISSION・VISION・VALUE・
タグライン

企業⾏動規範・従業員⾏動基

準

102-17 倫理に関する助⾔および懸念のための制度 コンプライアンス

ガバナンス

102-18 ガバナンス構造 コーポレート・ガバナンス

102-19 権限移譲 サステナビリティの考え⽅

102-20 経済、環境、社会項⽬に関する役員レベルの責任
サステナビリティの考え⽅

環境マネジメントシステム

102-21 経済、環境、社会項⽬に関するステークホルダーとの協議

環境コミュニケーション

サプライチェーン・マネジメ

ント

お客様満⾜の向上

⼈材戦略の考え⽅と⼈的資本

102-22 最⾼ガバナンス機関およびその委員会の構成 コーポレート・ガバナンス

102-23 最⾼ガバナンス機関の議⻑ コーポレート・ガバナンス

102-24 最⾼ガバナンス機関の指名と選出 コーポレート・ガバナンス

102-25 利益相反 コーポレート・ガバナンス

102-26
⽬的、価値観、戦略の設定における最⾼ガバナンス機関の

役割

コーポレート・ガバナンス

サステナビリティの考え⽅

102-27 最⾼ガバナンス機関の集合的知⾒ コーポレート・ガバナンス

102-28 最⾼ガバナンス機関のパフォーマンス評価 コーポレート・ガバナンス
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項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

102 ⼀般開⽰事項

ガバナンス

102-29 経済、環境、社会へのインパクトの特定とマネジメント
サステナビリティの考え⽅

TCFD提⾔に基づく情報開⽰

102-30 リスクマネジメント・プロセスの有効性 リスクマネジメント

102-31 経済、環境、社会項⽬のレビュー
サステナビリティの考え⽅

TCFD提⾔に基づく情報開⽰

102-32 サステナビリティ報告における最⾼ガバナンス機関の役割

102-33 重⼤な懸念事項の伝達
コーポレート・ガバナンス

リスクマネジメント

102-34 伝達された重⼤な懸念事項の性質と総数

102-35 報酬⽅針 コーポレート・ガバナンス

102-36 報酬の決定プロセス コーポレート・ガバナンス

102-37 報酬に関するステークホルダーの関与 コーポレート・ガバナンス

102-38 年間報酬総額の⽐率

102-39 年間報酬総額⽐率の増加率

ステークホルダー・エンゲージメント

102-40 ステークホルダー・グループのリスト サステナビリティの考え⽅

102-41 団体交渉協定 ⼈材戦略の考え⽅と⼈的資本

102-42 ステークホルダーの特定および選定 サステナビリティの考え⽅

102-43 ステークホルダー・エンゲージメントへのアプローチ⽅法

102-44 提起された重要な項⽬および懸念

報告実務

102-45 連結財務諸表の対象になっている事業体 編集⽅針
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項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

102 ⼀般開⽰事項

報告実務

102-46 報告書の内容および項⽬の該当範囲の確定 編集⽅針

102-47 マテリアルな項⽬のリスト 環境マネジメントシステム

102-48 情報の再記述 （該当なし）

102-49 報告における変更 （該当なし）

102-50 報告期間 編集⽅針

102-51 前回発⾏した報告書の⽇付 編集⽅針

102-52 報告サイクル 編集⽅針

102-53 報告書に関する質問の窓⼝ 編集⽅針

102-54 GRIスタンダートに準拠した報告であることの主張 編集⽅針

102-55 内容索引 GRIスタンダード対照表

102-56 外部保証

103 マネジメント⼿法

103-1 マテリアルな項⽬とその該当範囲の説明 環境マネジメントシステム

103-2 マネジメント⼿法とその要素 環境マネジメントシステム

103-3 マネジメント⼿法の評価
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経済

項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

201 経済パフォーマン
ス

201-1 創出、分配した直接的経済価値

201-2 気候変動による財務上の影響、その他のリスクと機会 TCFD提⾔に基づく情報開⽰

201-3 確定給付型年⾦制度の負担、その他の退職⾦制度 公正な評価・処遇

201-4 政府から受けた資⾦援助

202 地域経済での存在
感

202-1 地域最低賃⾦に対する標準新⼈給与の⽐率（男⼥別） 公正な評価・処遇

202-2 地域コミュニティから採⽤した上級管理職の割合

203 間接的な経済的イ
ンパクト

203-1 インフラ投資および⽀援サービス

地域社会への貢献

スポーツを通じた共⽣社会の

実現

次世代育成

203-2 著しい間接的な経済的インパクト

204 調達慣⾏ 204-1 地元サプライヤーへの⽀出の割合

205 腐敗防⽌

205-1 腐敗に関するリスク防⽌を⾏っている事業所 コンプライアンス

205-2 腐敗防⽌の⽅針や⼿順に関するコミュニケーションと研修 コンプライアンス

205-3 確定した腐敗事例と実施した措置

206 反競争的⾏為 206-1
反競争的⾏為、反トラスト、独占的慣⾏により受けた法的

措置
（該当なし）

207 税

207-1 税務へのアプローチ

207-2 ガバナンス、管理、およびリスクマネジメント

207-3
税務に関連するステークホルダー・エンゲージメントおよび

懸念への対処

207-4 国別の報告
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環境

項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

301原材料

301-1 使⽤原材料の重量または体積

301-2 使⽤したリサイクル材料

301-3 再⽣利⽤された製品と梱包材

302 エネルギー

302-1 組織内のエネルギー消費量 脱炭素社会の実現

302-2 組織外のエネルギー消費量

302-3 組織のエネルギー原単位

302-4 エネルギー消費量の削減 脱炭素社会の実現

302-5 製品およびサービスのエネルギー必要量の削減

303 ⽔と廃⽔

303-1 共有資源としての⽔との相互作⽤

303-2 排⽔に関連するインパクトのマネジメント

303-3 取⽔ 循環型社会の実現

303-4 排⽔ 循環型社会の実現

303-5 ⽔消費 循環型社会の実現

304 ⽣物多様性

304-1
保護地域および保護地域ではないが⽣物多様性価値の⾼い

地域、もしくはそれらの隣接地域に所有、賃借、管理して

いる事業サイト

304-2
活動、製品、サービスが⽣物多様性に与える著しいインパ

クト

304-3 ⽣息地の保護・復元

304-4
事業の影響を受ける地域に⽣息するIUCNレッドリストなら
びに国内保全全種リスト対象の⽣物種
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項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

305 ⼤気への排出

305-1 直接的な温室効果ガス(GHG)排出量（スコープ1） 脱炭素社会の実現

305-2 間接的な温室効果ガス(GHG)排出量（スコープ2）

305-3 その他の間接的な温室効果ガス(GHG)排出量（スコープ3）

305-4 温室効果ガス(GHG)排出原単位

305-5 温室効果ガス(GHG)排出量の削減 脱炭素社会の実現

305-6 オゾン層破壊物質(ODS)の排出量 脱炭素社会の実現

305-7
窒素酸化物(NOx)、硫⻩酸化物(SOx)、およびその他の重⼤
な⼤気排出物

（該当なし）

306 廃棄物

306-1 廃棄物の発⽣と廃棄物関連の著しいインパクト

306-2 廃棄物関連の著しいインパクトの管理

306-3 発⽣した廃棄物 循環型社会の実現

306-4 処分されなかった廃棄物

306-5 処分された廃棄物

307 環境コンプライア
ンス

307-1 環境法規制の違反 環境マネジメントシステム

308 サプライヤーの環
境⾯のアセスメント

308-1 環境基準により選定した新規サプライヤー
サプライチェーン・マネジメ

ント

308-2
サプライチェーンにおけるマイナスの環境インパクトと実施

した措置

サプライチェーン・マネジメ

ント
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社会

項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

401 雇⽤

401-1 従業員の新規雇⽤と離職 雇⽤・ダイバーシティ

401-2 正社員には⽀給され、⾮正規社員には⽀給されない⼿当
働きやすい職場環境の整備

公正な評価・処遇

401-3 育児休暇 働きやすい職場環境の整備

402 労使関係 402-1 事業上の変更に関する最低通知期間

403 労働安全衛⽣

403-1 労働安全衛⽣マネジメントシステム 労働安全衛⽣

403-2 危険性(ハザード)の特定、リスク評価、事故調査 労働安全衛⽣

403-3 労働衛⽣サービス

403-4
労働安全衛⽣における労働者の参加、協議、コミュニケー

ション
労働安全衛⽣

403-5 労働安全衛⽣に関する労働者研修
健康経営

労働安全衛⽣

403-6 労働者の健康増進 健康経営

403-7
ビジネス上の関係で直接結びついた労働安全衛⽣の影響の

防⽌と緩和
労働安全衛⽣

403-8 労働安全衛⽣マネジメントシステムの対象となる労働者 労働安全衛⽣

403-9 労働関連の傷害 労働安全衛⽣

403-10 労働関連の疾病・体調不良
労働安全衛⽣

健康経営

404 研修と教育

404-1 従業員⼀⼈あたりの年間研修時間 ⼈材育成

404-2 従業員スキル向上プログラムおよび移⾏⽀援プログラム ⼈材育成

404-3
業績とキャリア開発に関して定期的なレビューを受けてい

る従業員の割合
⼈材育成

405 ダイバーシティと
機会均等

405-1 ガバナンス機関および従業員のダイバーシティ 雇⽤・ダイバーシティ

405-2 基本給と報酬総額の男⼥⽐ 公正な評価・処遇

406 ⾮差別 406-1 差別事例と実施した救済措置
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項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

407 結社の⾃由と団体
交渉

407-1
結社の⾃由や団体交渉の権利がリスクにさらされる可能性

のある事業所およびサプライヤー

408 児童労働 408-1
児童労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサ

プライヤー

サプライチェーン・マネジメ

ント

409 強制労働 409-1
強制労働事例に関して著しいリスクがある事業所およびサ

プライヤー

サプライチェーン・マネジメ

ント

410 保安慣⾏ 410-1 ⼈権⽅針や⼿順について研修を受けた保安要員

411 先住⺠族の権利 411-1 先住⺠族の権利を侵害した事例

412 ⼈権アセスメント

412-1 ⼈権レビューやインパクト評価の対象とした事業所

412-2 ⼈権⽅針や⼿順に関する従業員研修

412-3
⼈権条項を含むもしくは⼈権スクリーニングを受けた重要

な投資協定および契約

413 地域コミュニティ

413-1
地域コミュニティとのエンゲージメント、インパクト評価、

開発プログラムを実施した事業所

413-2
地域コミュニティに著しいマイナスのインパクト（顕在的、

潜在的）を及ぼす事業所

414 サプライヤーの社
会⾯のアセスメント

414-1 社会的基準により選定した新規サプライヤー
サプライチェーン・マネジメ

ント

414-2
サプライチェーンにおけるマイナスの社会的インパクトと実

施した措置

サプライチェーン・マネジメ

ント

415 公共政策 415-1 政治献⾦

416 顧客の安全衛⽣

416-1
製品およびサービスのカテゴリーに対する安全衛⽣インパ

クトの評価
品質管理

416-2
製品およびサービスの安全衛⽣インパクトに関する違反事

例
品質管理
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項⽬ 開⽰事項 掲載箇所

417 マーケティングと
ラベリング

417-1 製品およびサービスの情報とラベリングに関する要求事項 品質管理

417-2 製品およびサービスの情報とラベリングに関する違反事例 品質管理

417-3 マーケティング・コミュニケーションに関する違反事例 品質管理

418 顧客プライバシー 418-1
顧客プライバシーの侵害および顧客データの紛失に関して具

体化した不服申⽴

419 社会経済⾯のコン
プライアンス

419-1 社会経済分野の法規制違反 （該当なし）
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